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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　序章









「それでもあたしはもう一度みんなに……レオンに会いたいの」

　絶望と闇やみだけが深く堆たい積せきしていた。

　そしてチェルシーはそんな闇に浸食され、肉体の感覚はとうに消え去り、しかしそれでも精一杯に自分の意思を言葉にした。

《Ｙヨグの娘である汝なんじなれば、その願いも叶かなえられよう──》

　闇の中でウムルの《声》が聞こえる。その声は心地よく染みわたり、聞いているだけで心が満たされる。

「それならお願い！　あたしにパパの力を使わせて」

　一瞬の静せい寂じやく。

《力を行使することの〈意味〉は先に話した通り──厳密には、汝はレオン・カーターに会うことはできない》

　Ｙの真実についてはウムルから全すべてを聞いている。

　自分がもうレオンに会えないことも承知している。

　だからといって、このまま終わりにしたくなかった。

　つい先ほど、レオンは顔のない男に敗れて死んでしまった。

　顔のない男はあまりに強すぎた。レオンが放った炎ほのおの極大技インフイニトも効かず、なす術すべもないまま彼は全身をバラバラにされてしまったのだ。

「……でも新しいあたしがまたレオンに会える」

　そう言い、チェルシーは闇やみの中にレオンの姿を幻げん視しする。

　蒼あおい髪のスケベな少年。

　目覚めて、彼が従者だとわかったときは軽く絶望した。精せい悍かんで潔癖な、騎士のような人物こそを従者として望んでいたから。

　でもレオンは一生懸命に自分を守ってくれた。

　カロンやシャルロットが殺され、ガルゼノン王国の女王さまの亡命にも失敗して、誰よりも絶望を感じていたはずなのに、それでもいつも自分を勇気づけてくれた。

　いつしかレオンに対して特別な感情を抱くようになっていった。

　ずっと一緒にいたいと思うようになっていた。

「あたしはレオンのことが好き！　大好きなの!!」

　チェルシーは自身の素直な気持ちを声に出した。

「だからここから先はあたしが創る──」

　わずかな間を挟んで、再びウムルの《声》が聞こえる。

《調整がうまくいかず、いくらかの誤差が生まれるだろうが、よいか？》

「構わないわ」

《Ｙヨグは汝なんじに力を継承させることを望んでいない。それでもよいか？》

「パパの気持ちはうれしいけど、それでもあたしの気持ちは変わらない」

　そのとき、顔のない男の、クツクツと低く嗤わらう声が聞こえた。

「姫よ。さあ、窮極の門を開き、わたくしと共にＹの御み許もとに参りましょう」

「ふざけないで！　誰があんたなんかと」

　深い闇の中で、顔のない男の声のする方向にチェルシーは怒りの目を向ける。

「あたしはあんたのことを絶対に許さない！　新世界にあんたの居場所なんて創らないわ」

　Ｙの力を行使する覚悟を決めて、彼女はウムルに告げる。

「ウムル！　窮極の門を開いてあたしにパパの力を!!」

《我、ウムル・アト＝タウィル──〈導くもの〉にして、〈門を護まもるもの〉、そして〈延命せられしもの〉、その使命に則のつとり、今、窮極の門を開かん》

　ウムルの声を認識した瞬間、チェルシーは自身の内側から〈光〉が溢あふれ、滔とう々とうと流れゆくのを感じる。溢れ流れる光が闇を溶かしていく中で、

「……あなたを死なせない、レオン」

　チェルシーは決意と共に、最愛の人の名を呼んだ。






　　　第一章　終わり始める世界
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　大陸歴１４４２年９月──。

　レオンたちはガルゼノン王国女王マリーのザヴァラ王国への亡命を成功させた。

　しかし、ウィンチェスター文書に記述されたマリーの死という最悪のシナリオを覆くつがえすことができた反面、カロンの死という悪夢のような結末を迎えてしまった。

　そんな絶望の中、レオンたちはローウェン紋もん章しよう学園に帰ってきた。

　レオンたちからカロン死亡の報告を受けた生徒会長レオリアは一瞬言葉を失った。さらに第一王子クレインが暗躍していたことも伝つたえると、彼女は自身の認識の甘さを激しく後悔して、レオンたちに深々と頭を下げて謝罪した。

　レオンとしてはレオリアを恨む気持ちはない。

　確かに彼女の見通しは甘かった。亡命作戦に関する危険さも、クレイン王子の諜ちよう報ほう能力についても、もっと危機意識を持つべきだったのだ。

　だが、それを言うならレオンもウィンチェスター文書で作戦の過酷さは理解しており、危険を承知の上で志願して作戦に参加したのだ。

　だから、カロンの死を誰かのせいにはできなかった。

　あえて言うなら、レオン自身の力不足で生しよう涯がい最高の友を失ってしまった。

　恨むべきは自分の未熟さと浅はかさだった。もっと注意深く文書を精せい読どくして、もっと慎重に行動していれば、もしかしたらカロンは死ななかったかもしれないのに……。

　気落ちして鬱うつ々うつとした顔をするレオンたちをレオリアが気づかい、当分の間、彼らの学園での授業を中止するように職員会に掛け合うことを提案した。

　学園は夏休み明けの喧けん騒そうの中にあったが、レオンたちはしばらくの間、静かな時間をすごすことになった。





　　　　※






　学園に帰ってきて数日が過ぎた。

　レオンは男子寮の自室のベッドに寝転がり、ボンヤリと天井を眺めていた。

　レオリアのおかげで十日ほど、レオンたちの少人数クラスは授業がなくなった。副会長のディーヴァからは、浴場などが大規模に整備された近隣の都市にでも心身を癒いやしに出掛けてきたらどうだと言われたが、彼は首を横に振った。

「……どっかに遊びにいける気分じゃない」

　つぶやきつつ、寝返りを打つ。

　そのまま壁面を見るともなく見つめ、再びボンヤリとする。

　この数日のレオンは日がな一日ベッドの上ですごしていた。眠たくなったら眠り、目覚めても特になにをするわけでもなく、食事も摂とったり摂らなかったり、まるで廃人のような生活だった。

　亡命作戦終了直後のほうがまだ前向きだっただろう。少なくともあのときはカロンの分まで運命に抗あらがうという使命感があったのだ。

　しかし、相棒カロンの喪そう失しつは想像以上にレオンの心を蝕むしばんでいた。

　アグノリアに帰国して学園に戻ると緊張感が解け、それと同時に身体からだの真ん中に穴が開いたような感覚に陥おちいった。そしてそこから生気が流れていくようにレオンは戦う意欲を失っていった。

　窓からは秋口の涼やかな風が流れてくるが、今のレオンには暑さや寒さといった感覚さえもまるで他人事のようにピンとこず、太たい陽ようの光も木々の緑も色いろ褪あせて見える。

「カロン……」

　心の隙すき間まに、カロンが死んだという事実が入り込んできて、カロンと過ごした日々ばかり思い出してしまう。

　ローウェン紋もん章しよう学園に入学してから、いつも自分の隣にはカロンがいた。カロンとの毎日が楽しくて、その時間がずっと続くのだと疑ったことさえなかった。

　風呂のぞきはもちろん、飯を食うときも、下町で買い物をするときも、夕ゆう陽ひがきれいな高台で語り合ったときも、全すべてが充実していた。

　何気ない日常ばかりだったけど、カロンがいてくれたから特別なものになっていった。

　しかしカロンはレオンを守るために死んでしまった。

　自爆の紋章術を使い、煉れん獄ごくの紋章を忘れ形見に、この世界から消えてしまった。

「チクショウ、意味が分かんねえよ……」

　レオンは、煉獄の紋章が宿る左手を右手で握り込む。

「なんで勝手にいっちまったんだよ。バカ野郎」

　歯を食いしばり、レオンは左手を胸もとに引き寄せる。そして寝転がった身体を胎たい児じのように丸めて目をつぶった。

　今はなにも考えたくない。

　ただ眠りたかった。眠っていればこの苦痛から解放されるから。できればもう目が覚めないでほしいとさえ思った。

　しばらくすると意識が少しずつ夢の中へと溶けていった。




　そこはよく知っている風景だった。

　ローウェン市の市街地から外れた高台である。

　夕暮れ時のようで、オレンジ色の夕ゆう陽ひが遠く山脈の向こう側がわに沈もうとしている。

　レオンはそれをカロンと共に眺めていた。

　直前までなにかとても楽しい話をしていたように思うのだが、それがなんだったのかどうしても思い出せない。

　それでもレオンの心はずいぶんと満たされていた。

「なあカロン。おれさ、最近すげえ嫌な夢を見てたんだ。なんかみんながどんどん死んでいくっていう最悪な夢なんだ」

　ちょっと肩をすくめてみせ、

「ほんとなんてもん見てたんだろうな」

　しかしカロンから返事はない。彼はただ穏おだやかな笑えみを浮かべてレオンにうなずくだけだった。

　レオンもニッと笑った。

　それからちょっとの間、お互い無言でいたが、カロンのほうから話しかけてきた。

「レオン──」

「どうした？」

　カロンに振り向き、レオンはかすかに首をかしげてみせる。

「ありがとう」

「は？　どうしたんだよ急に」

　突然の感謝の言葉に理解が追い付かず、しかしなぜか妙な胸騒ぎがしてレオンは顔をしかめる。

「ぼくは幸せだったよ、レオンと出会えて」

　穏やかな笑顔のままでカロンが告げる。

「幸せだったって……おれたちはこれからもずっと一緒だろ？」

　レオンは胸中にわだかまる不安によって息苦しくなる。

「あんま変なこと言うなって。まるでお前がいなくなっちまうみたいじゃねえかよ」

　言葉に出してみて、「いなくなる」という響きに吐き気のような嫌悪感を覚えた。

　それと同時にカロンの輪郭がぼやけていき、なんだか存在が希薄になっていく。もともと儚はかなげなところがあるのに、それが一層増していくのだ。

　と、カロンがレオンに背を向けて歩いていく。

「カロン、どこいくんだよ……」

　対してレオンは下半身に根が生えたかのようにまったく動けない。

「カロン、カロンッ！　いくなって、こっちに戻ってこいって!!」

　声を限りに叫ぶが、カロンが立ち止まることはなく、その姿も周りの背景に同化していった。

「カロンッ──!!」




「カロンッ──!!」

　自分の叫び声でレオンは目を覚ました。

　ガバッと起き上がる。夢見の悪さから心臓がバクバクと鳴っており、レオンは激しい呼吸を繰り返しながら心を落ち着かせた。

　現実との区別がつかないリアルな夢だったと、ため息が出た。

　そのとき風が吹き抜けて、窓に掛かっているカーテンが揺れる。

　窓のほうに目をやると西日がレオンの目を刺した。

「夢の中と同じで夕方か……」

　つぶやき、同時に脳裏に先ほどまで夢の中で立っていた高台が浮かんだ。

　なんだか予感めいたものを感じる。

　そこにいけばカロンに会えそうな気がするのだ。まったくもって馬鹿げているがしかしなんだか居ても立っても居られなくなった。

「ちょっといってみるか」

　レオンは立ち上がる。外出用のシャツとパンツに着替え、短剣ダガーも腰に刺した。それから机に置いてあるマリーの首飾りを手に取った。

　この首飾りはオズワルドの遺品の首飾りである。レオンのものは先の亡命作戦の終了後にマリーに返している。

「やっぱりこれがないと首の辺りがしっくりこないんだよな」

　首飾りを身に着けて、レオンは自室をあとにした。
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　夕焼け空の下、レオンはローウェン市を一望できる高台に立っていた。

　オレンジ色の夕ゆう陽ひを浴びながら、眺めるともなく町を眺める。

　ローウェン紋もん章しよう学園は町のほぼ中央にあり、学園の北側が行政区、南側が住宅街・商業区になっている。

　この高台は行政区側にある。そのため一般市民にはあまり馴な染じみがなく、ここに人が来ることはほとんどない。

　レオンにとってはカロンと一緒に偶然に見つけた秘密の場所だった。

　今となっては自分一人だけの場所になってしまったが。

「……いるわけないよな」

　夢の中のようにカロンが待っていてくれるような気がしたが、所しよ詮せん夢は夢であり、現実には彼がいるわけなどなかった。

　そんなことはわかっていた。わかっていたがレオンは落らく胆たんの息をつく。

「おれは一体なにをやってんだ」

　前に進むことができず、過去に囚とらわれている自分が無ぶ様ざまだった。

　オズワルドとカロンの死を無駄にしないためにも成すべきことを成さなくてはいけないのに。彼らもこんなことを望んでいるわけないのに……。

「なんておれは弱いんだ」

　レオンが拳こぶしを強く握りしめたときだった。

「救きゆう済さいをお望みですか？」

　背後で声が聞こえた。突然のことにレオンは反射的に振り返る。

「……!?」

　そこにいたのはもちろんカロンではなかった。

　しかしレオンと同じ年頃の少年だった──ブラックシルバーの髪に、柔にゆう和わな笑えみを浮かべ、袖そで口ぐちや裾すそが大きく開いた豪華な僧衣ダルマテイカをまとっている。

　見た目から聖職者であることは間違いないと思う。しかし同年代とは思えないほどの威い厳げんを放ち、それが異常な存在感を示している。












「やっとひとりになってくれましたね。このときをずっと待っておりましたよ、レオン・カーター」

「おれの名前……あんた何者だよ」

　目の前の少年は相変わらず微び笑しようをたたえており、おまけに聖職者だというのに、どうしてだろう、レオンの本能が敵だと警鐘を鳴らしている。

「身は迷える者の救きゆう済さい者しや、あなたを苦悩から解き放つ者──」

「救済？　苦悩から解き放つ？　胡う散さんくせえな」

　レオンは油断なく身構え、腰の短剣ダガーを抜いた。

「怒り、妬ねたみ、恨み、驕おごり、孤こ独どく、猜さい疑ぎ、強欲──人の世の地獄は生せいより生ずるものなれば、身はその根源を断ち切り、もって救世を成し遂げる者である」

　落ち着き払った声音こわねで、少年はまるで説法をするように話す。

「なにを言うかと思ったら、人殺しを肯こう定ていしているだけじゃねえか。なにが救済だ。底の浅い説教しやがって」

　いよいよ目の前の少年が敵であると認識して、レオンの緊張感は高まっていく。

「煉れん獄ごくの紋もん章しよう！」

　左手の甲に宿るカロンの忘れ形見を解放、レオンの全身を紅ぐ蓮れんの炎ほのおが包み込んだ。

　臨戦態勢に入るレオンに、しかし少年は動じることなく口を開く。

「Ｙヨグの紋章の封印を解いただけではなく、双紋ダブルギツドにまでするとは、我らの神も戯たわむれがすぎる。それにあの首飾りの宝石、紅縞瑪瑙サードニクスに擬態していますがトラペゾヘドロンですね……」

「なにごちゃごちゃ言ってんだ！　来るなら来い」

　レオンが一いつ喝かつするのと同時に、

「出てきなさい」

　少年が右腕を軽く上げる。

　それを合図にするように彼の背後の茂みが揺れ、二人の成人男性が現れた。

　二人とも僧衣ダルマテイカではなく麻の衣服をまとっており、おそらく聖職者ではないだろう。反面、動きに隙すきがなく、なんらかの戦闘訓練を受けているように思える。

「猊げい下か、あのガキを殺せばいいんですかい？」

　男性の一人が少年に指示を仰ぐ。

「殺してはなりません。多少手荒くしても構いませんが、必ず生け捕りにしてください」

「仰せの通りに」

　男性がかしこまり、少年は大様にうなずいた。

　二人のうち一人がこちらに向かって歩を進めてきた。レオンは相手の出方をうかがう。敵の数のほうが多いので、安易に攻撃を仕掛けないようにする。

　彼ひ我がの距離が数メートルに縮まったときだった。

「──食屍鬼グールの紋もん章しよう！」

　男性が紋章を解放する。

　途と端たん、男の身長が二メートル以上に膨ふくれ上がり、麻の衣服が裂ける。そして犬のような顔かお貌かたちに、足には蹄ひづめを、手には鉤かぎ爪づめを備えた化け物に姿を変えた。

「あいつ、紋もん章しよう師し……それも獣紋持ちだったのかよ」

　目の前の光景にレオンは息を呑のむ。敵が宿している紋章は、使用者を半人半獣から完全な獣の姿にまで変えてしまうという獣紋だった。

　食屍鬼の紋章と叫んでいたことから、あの化け物が、墓地などで死体を貪むさぼるという凶悪な魔ま獣じゆう・グールだとわかる。

「グルァアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　聞く者の神経を恐怖で刺激するような雄叫おたけびを上げて、グールが襲いかかってきた。

　見た目の禍まが々まがしさからは想像できない俊敏な動きにより、一息でレオンの目の前に迫る。上半身をひねり、力任せに右腕を振り抜いた。

　しかしレオンは冷静だった。

「見た目がいかつくても動きが単調だ」

　ブンという風鳴りと共にフルスイングされるグールの腕を、レオンは身を屈かがめることで回避する。

　そのまま彼は半歩だけ前に進み、スッと左手の手のひらをグールの腹部に押し当てた。

「爆はぜろ！　火球爆裂レジエロ・フイアンマ」

　レジェロ級の発動句を唱える。

　煉れん獄ごくの紋章が反応して、レオンの左手から巨大な火球が顕けん現げんする。ついで火球が破は裂れつして炎ほのおの散弾がゼロ距離で接射される。

　グールは大振りの一撃を空振りしてしまったため回避行動が取れない。

　瞬間、閃せん光こうと爆風が盛大に弾はじけ、グールがその長身をくの字に折り曲げる。血ち反へ吐どを吐いてレオンに寄りかかるように倒れた。

　レオンは軽やかなステップで後方に跳んでそれをよける。

「まずは一人目──」

　最小限の動きだけでグールを撃破する。これまでの強敵との激闘がレオンの戦闘能力を大幅に上昇させているのだ。

「なるほど。オズワルド・ウィンチェスターと同じですね。戦えば戦うほど成長するタイプ……確実に実力を身に着けている」

　僧衣ダルマテイカの少年の目つきが冷たいものに変わり、

「あなたも戦いなさい──」

　もう一人の男性に命令する。

「かしこまりまして」

　男性が恭うやうやしく礼を取る。そしてレオンに向き直った。

「禁忌の扉の紋もん章しよう」

　男性が紋章を解放する。途と端たん、夕暮れ空に直径五メートル超の巨大な魔法陣が展開された。毒々しい紅色に発光しており、次の瞬間、なにかが蠢うごめきながら魔法陣の内側から現れる。

　それは、全長十メートル以上、無数の環節と節ふしのある足をそなえる、ネイルと呼ばれるムカデのような生物だった。

　ネイルは砂漠に棲せい息そくする魔物で、節足動物に思われがちだが、亜竜ニアリイドラゴン、蛇竜スネークドラゴンとも呼ばれるドラゴンの一種であり、飛行能力もある。レオンはかつてカロンから魔物・魔ま獣じゆうに関する薀うん蓄ちくを幾度となく聞かされている。

「あまり調子に乗るなよ、小僧!!」

　召喚紋の紋もん章しよう師しが怒声を上げる。それに応こたえるように、ネイルが毒どく牙がを剥むき、平たく長い身体からだをほぼ垂直にして、降り注ぐようにレオンに向かってくる。

「召喚紋か……Ｙヨグの紋章だけの単紋シングルギツドだったときは一番相性の悪い紋章だったけど、いまとなりゃ敵じゃねえ」

　レオンは動じず、睨にらみつけるようにそれを見上げる。

「貫つらぬけ！　薪に臥し、胆嘗める者の情念グランデ・フイア・ランチヤ」

　レオンを包む炎ほのおが螺ら旋せん状じようにうねり、爆発的に膨張するや、超巨大な炎の突撃槍ランスが形作られる。

　炎の突撃槍が上空に発射される──垂直に向かってくるネイルを、まるで串刺しにするように貫く。ネイルが断末魔の奇声を上げ、全身を炎で焼かれ、次の瞬間には爆散して肉片が飛び散った。

「よし。グランデ級も高い威力で使いこなせる」

　ネイルの撃破と、グランデ級の破壊力にレオンは手ごたえを感じて、両りよう拳こぶしを軽く握りしめる。

　ほとんど訓練もしていないのにレオンは煉れん獄ごくの紋章をレジェロ級はもちろん、グランデ級も使いこなせる。それはまるで、この紋章のもとの持ち主であるカロンが力を貸してくれているようだった。

「この調子なら極大技インフイニトもいけそうだ」

　そう確信にも似た思いがよぎったとき、脇わき腹ばらに衝撃を受けてレオンは横っ飛びに吹き飛んでいた。

「がはっ!!」

　血まじりの唾つばを吐き、二転三転と横転しながら、レオンは自分になにが起こったのか理解できない。

　しかし状況把握のため、野生動物のような俊敏さで瞬時に起き上がった。

　目の前で、倒したと思っていたグールが前傾姿勢でレオンを見据えている。先ほどのレジェロ級は致命傷にならなかったようだ。

「……タフな野郎だぜ」

　つぶやきつつ、レオンは脇わき腹ばらを押さえる。尋常ではない痛みに脂あぶら汗あせが出る。肋ろつ骨こつが折れているかもしれない。

　と、上空の魔法陣から第二、第三のネイルが姿を現す。

　正面からはグールが、頭上からは二体のネイルが、レオンを狙ねらって襲いくる。脇腹の痛みに集中力が散漫になり、紋もん章しよう術の詠えい唱しようができない。

「クソッ……！」

　敵が眼がん前ぜんまで迫り、レオンは身を屈かがめて防御の姿勢をとった。

　その刹せつ那な──。

「吹き荒れなさい！　白銀世界を彩る蝋人形インフイニト・トルメンタ」

　紋章術の発動句がレオンの耳を打った。そして彼の周囲の大気が張り詰める。まだ秋口だというのに凍えるような冷気が四方八方を流れ、地面や樹木の根元に霜しもを降ろす。さらに粉雪がチラついたかと思えば、すぐに小指の先ほどもあるベタ雪へと変わり、荒れ狂うように激しく吹ふ雪ぶく。

　そんな中でグールと二体のネイルは凍りつき、調度品を思わせるような氷像へと姿を変えていった。

　氷像となったネイルはそのまま地面に落下するかと思いきや、空中で破は砕さい音と共に跡形もなく砕け散った。

　それに連動するようにグールにも亀き裂れつが入る。続いてバリンという音が響き、ネイル同様に砕けた。

「これって……氷系の極大技インフイニトか？」

　レオンは呆ぼう然ぜんとしながら眼前の状況を整理しようとする。

「はい。わたしが使える最強の紋章術です」

　優しげな声音こわねがレオンの背後で聞こえる。振り返ると、一人の少女が立っていた。

　つややかな黒髪に、前髪だけをぱっつりと切りそろえ、人形のように美しい顔立ち、そして凛りんとした雰囲気をまとっている──レオリア・イル・アグノリア、ローウェン紋章学園生徒会長にして、神しん聖せいアグノリア帝国第一王女である。

「大丈夫ですか、レオンさん」

　心配そうな顔をしてレオリアがレオンを見つめる。

「レオリア会長？　どうしてこんなところに」

　思わぬところでレオリアに助けられ、レオンも彼女を見つめる。

「詳しいことはあとで説明します。まずは残りの敵を倒しましょう」

　うながされて僧衣ダルマテイカの少年に顔を向ける。極大技インフイニトの攻撃範囲の外にいたためか、少年は無傷で涼しげな笑えみを浮かべていた。

「仲間がやられたってのに平気な顔してやがる」

「一気に決着をつけます」

　レオリアがレオンの隣に歩み、スッと息を吸い込んだ。

「祈りなさい！　我、一擲を成して乾坤を賭すグランデ・クリオヴルカーノ」

　グランデ級の発動句を唱える。

　途と端たん、彼女の周囲が激しく吹ふ雪ぶき、十数本もの氷の、刃やいばのついた車輪が創り出される。そしてすべての車輪が少年に向けて次々と撃うち出された。

　しかし僧衣の少年は動じない。

「常とこ闇やみの紋もん章しよう──」

　ゆったりとした口調で紋章を解放する。瞬間、その穏おだやかな雰囲気に相反するように、病的でおぞましい、深しん淵えんからの闇やみが少年の全身から噴出する。

「滅びよ！　闇喰いテネブローレ」

　基本技の詠えい唱しよう──少年の前に、赤ん坊の握り拳こぶしほどの漆黒の球体が現れる。

　氷の車輪が回転しながら少年を切り裂く……その刹せつ那な、強力な引力でも働いているかのように、次々と車輪が漆黒の球体に吸い寄せられ、そのまま吸い込まれていった。

　すべての車輪が吸い込まれると黒い球体も掻かき消きえる。

「貴女あなたのようにか弱い紋章術ですね、アグノリアの姫君よ」

　クツクツと嫌な笑みで少年が口を開いた。

「基本技でわたしのグランデ級を防ぐなんて、あの紋章術は……」

　対してレオリアは表情を硬くして小声でつぶやく。

「ムカつく笑い方しやがって！　会長、おれがいきます。貫つらぬけ！　薪に臥しグランデ……」

「レオンさん、全力で逃げますよ」

「……逃げる？　相手はたったひとりだってのにですか」

　詠唱を途中でとめられた上に撤退を告げられてレオンは眉まゆをしかめる。確かに目の前の敵は基本技でグランデ級を相そう殺さいしたが、自分とレオリアの二人なら負けるわけがないとの思いがあるのだ。

　そんなレオンの心を読んだかのようにレオリアが首を横に振る。

「ダメです。敵の紋章はおそらく暗黒紋です──」

「それってあの謎だらけの？」

　暗黒紋──宿している紋もん章しよう師しがほとんどおらず、最強の紋章だとも、呪のろわれた紋章だとも言われている謎の紋章である。

「わたしも暗黒紋を見たことはないので確信は持てませんが、あの禍まが々まがしさに、基本技でグランデ級を凌しのぐ強大さ、他の紋章では説明できません」

　わずかに唇を震わせながらレオリアが説明する。

　レオンも知識としては知っているものの、暗黒紋持ちなど見たことも戦ったこともない。だが敵がまとう闇やみのオーラには〈暗黒紋〉という言葉が確かにしっくりくる。

「でも会長、おれにはこの紋章があります」

　戦う意志を告げるように、レオンは右腕を軽く上げてＹヨグの紋章をレオリアに見せる。

　しかし彼女の考えは変わらないようで表情を険しくする。

「逃げましょう。相手は未知の存在です。それにレオンさんの紋章だって万能ではありません。レオニダム・オーケット将軍にはかないませんでした」

　バネー砦とりでが急きゆう襲しゆうされたときの戦闘で、レオニダムの極大技インフイニトの前にＹの紋章は一度敗れている。

　ぐうの音も出ず、レオンは苦々しい顔をする。

　そんなやり取りの隙すきに敵が新たな紋章術の詠えい唱しようを始める。

「永えい劫ごうの闇へ墜おちよ！　魂喰らう無間の牢獄インフイニト・ズロイ＝ドウーフ・チユリマー」

　それは極大技の発動句だった。

　瞬間、僧衣ダルマテイカの少年を包んでいた深しん淵えんからの闇が膨張する。数十メートル以上膨ふくれ上がるや、耳をつんざく破は裂れつ音と共に弾はじけ、そこから無数の闇の触手が蠢うごめき、這はい出てくる。

　それはかつてのガルゼノン王国の小しよう砦とりでの地下、顔のない男との戦闘を彷ほう彿ふつとさせる。

　そして闇の触手は明確な意思を持つようにレオンに狙ねらいを定めて襲ってきた。上下左右全方向から隙すき間まなく仕掛けてくる。

「クソ、殺やる気満々かよ。Ｙの紋章!!」

　おぞましさにゾワゾワと鳥肌が立ち、レオンは右腕を掲かかげる。

　それにより、無数の闇の触手がＹの紋章に吸収されていく。しかしいつものように紋章術が光の粒子へと還元されることはなく、触手の形を保ったままで吸収される。

「なんだよこれ、気持ちわりい……」

　レオンはおもわず膝ひざをつきそうになった。

　紋章術を吸収したときの高こう揚よう感はなく、まるで侵食され、自身の肉体を犯されていくような不快感がわだかまっているのだ。

　苦痛と嫌悪感の中で吐き気をもよおしながら、それでも全すべての触手を吸収することに成功する。

「……暗黒紋だろうがおれには通用しない」

　ゼイゼイと肩で息をしながら、レオンは僧衣ダルマテイカの少年を睨にらみつける。

　対して、少年は極大技インフイニトが効かなかったというのに相変わらず微び笑しようを崩さない。

「ふむ、邪魔なあなたはしばらく拘束しておきたかったのですが……まあよい。久しぶりに力を使いましたからね、今日はここまでにしましょう」

「なにがここまでだ……今度はおれの番……だ……」

　アレっと思う間にレオンの身体からだから力が抜け、ストンと両膝ひざが地面についた。

「レオンさん!?」

　レオリアが片膝をついてレオンの身体を支えてくれる。

「レオン・カーター、終わりが始まります。どうぞよき終末を」

　僧衣の少年がニヤニヤとした目つきでレオンを見下ろす。それから慇いん懃ぎんに腰を折ると、少年の全身を闇やみが包み込み、次の瞬間にはその姿が掻かき消きえていた。

　戦闘終了の弛し緩かんした空気が流れ、レオリアがため息のような息を吐く。

「悔しいですが、どうやらわたしたちは見逃してもらったようです」

　敵の極大技を吸収して優位に立っていたのはこちらのはずなのに、レオリアの言う『見逃してもらった』という言葉がしっくりくる。それだけあの少年からは得体の知れない、這はい寄よるような恐怖が溢あふれ出だしていた……いや、あれこそが〈死〉そのものだったのかもしれなかった。

「とりあえず学園に戻りましょう。レオンさん、立てますか？」

　レオリアにうながされ、レオンはゆっくりと立ち上がる。

　まだ全身をなにかが蠢うごめいているように感じたが、外ケ傷ガはなく、直前の戦闘で痛んでいた脇わき腹ばらもＹヨグの紋もん章しようの治ち癒ゆ能力で回復していた。

　しかし敵を倒せなかった不ふ甲が斐いなさから、レオンは爪つめが食い込むほど強く拳こぶしを握りしめていた。

　さらにレオンはあの少年から、自分がもっとも嫌悪する男と同じものを感じていた。

「あの笑い方、仕草……あいつにそっくりだ」

　苦々しくつぶやくと、先ほどまで少年がたたずんでいた空間を睨みつける。

　一瞬、そこにあいつが立っているような錯覚にとらわれた。そう、自分の最大の敵である顔のない男が……。
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「お茶を淹いれてきますね。レオンさんはソファに座っていてください」

　レオリアはニコリとほほえむと、室内の隅にしつらえてあるティーカウンターへ歩いていった。

　レオンは言われた通り応接セットのソファに腰かけた。

　ここは西館校舎の三階、生徒会執行部の専用階である。

　レオンたちはあのあと学園まで戻り、とりあえず生徒会の拠点である西館校舎までやってきた。

　外はもうすっかり陽ひが沈み、濃紺の宵よい闇やみに覆おおわれている。階下ではまだ一般会員の生徒たちが忙しそうに働いていた。

　最近、役員の一部改選をおこなったとのことで、その諸もろ々もろの処理に追われているらしい。生徒会執行部〈広報〉のアニマ・ランコールが解任されたという。

　公おおやけにはなっていないがアニマはガルゼノン王国の諜ちよう報ほう員いん（女王派パトリオータ）だった。彼が現在、どういう境きよう遇ぐうにあるのかレオンは知らないし、そんなことを詮せん索さくする心の余裕もない。ただ、レオリアの性格を考えれば、ザヴァラ王国にいるマリーのもとに送還したのではないかと思った。

　そんなことを考えていると、レオリアがカートを押して戻ってきた。

「おまたせしました。南方の国から取り寄せた香草茶ハーブテイーです」

　彼女がカートに乗せていたティーカップをテーブルに置き、自身もレオンの対面のソファに座った。

「ありがとうございます」

　レオンは礼を言いカップの香草茶を一口すする。蜂はち蜜みつが混ぜてあるようで、香草ハーブの独特の渋みと一緒に上品な甘みが口内に広がった。

　しばらく無言で香草茶を飲んでいると、

「カロンさんの紋もん章しよう……本当に双紋ダブルギツドになったんですね」

　レオリアがティーカップを両手で包むように持ちながら、レオンの左手の甲を見つめる。

「他人の紋章を受け継いだなんて今でも信じられません。どんな文献にも載のっていませんし」

「…………」

「そうやってカロンさんの紋章があると彼がまだ生きて……」

　ハッとしてレオリアが言葉を切り、

「すみません。失言でした」

　申し訳なさそうに彼女が目を伏せ、レオンも返答に窮して押し黙った。

　亡命作戦からの帰還後、もちろんレオリアにはカロンが戦死したことを報告している。そしてカロンの紋章を継承したことも伝つたえた。

　とはいえ、顔のない男云うん々ぬんのことは黙っている──ウィンチェスター文書に関わることはできるだけ情報を拡散させないようにしているのだ。どこに敵がいるかわからないのだから。

　レオンが黙っていると、レオリアが再び口を開く。

「今や、レオンさんはわたしよりも強いのでしょうね。Ｙヨグの紋もん章しようと上級元素紋、まともに戦えばきっとわたしは歯が立たないと思います」

　いきなり持ち上げられてレオンはわずかに戸と惑まどう。

「そんな、おれなんてまだまだです……」

　謙けん虚きよに答えると、レオリアが真剣な眼まな差ざしでこちらを見つめてきた。

「強くなった分だけ、あなたはひとりで戦おうとしています。レオンさん、どうかわたしのことを頼っていただけませんか？」

　命令でも懇こん願がんでもなく、レオリアが真しん摯しにレオンに寄り添おうとしていた。

「あなたはなにか重要なことを隠していますね？　それはきっと隠していたほうがわたしのためになるということなのだと思います……でも、その結果レオンさんひとりが傷つくのならば、わたしは生徒会長として、アグノリアの王女として見過ごすことはできません」

　真剣に自分の身を案じてくれていることが伝つたわってくるが、彼女の周りに、敵となる人物が味方のふりをしている可能性がある以上、安易に助けを求めることはできなかった。

　ヘタを打てば共倒れになる可能性があるのだ。

「会長のことは頼りにしています。でも隠していることはなにもありません」

　目を見て話すことができず、床に視線を落として答えていた。

　わずかな沈黙が流れる。

　レオンは取り繕つくろうように話題を探す。そこでふと思い出すことがあった。

「そういや会長、どうしてあんなところにいたんですか？」

　あの高台は人が来ることはほとんどなく、偶然レオリアが通りかかったなどというのは考えられない。

　彼女は一度香草茶ハーブテイーで唇を湿らせ、

「現在、レオンさんとチェルシーさん、シャルロットさんの三人には生徒会が身辺警護をつけています」

「身辺警護？　おれたちに……」

　思わぬ回答にレオンは言葉に詰まってしまった。

　その反応は予想済みだったようで、レオリアがゆっくりと首を縦に振った。

「学園生カロンさんの死はわたしにとってもとても衝撃的で……やはり亡命作戦には傭よう兵へいを投入すべきでした」

　相当に責任を感じているようで、レオリアが深く頭を下げる。亡命作戦の顛てん末まつを報告したときも、彼女は顔を真っ青にしながら謝罪をしていた。

　それから呼吸を整えて彼女は続ける。

「もう誰も死なせたくはありません。しかしチェルシーさんは特異な存在です。彼女を狙ねらっている者たちがどのように襲ってくるかわかりません。だからあなた方三人を警護することを決めたのです」

「じゃあレオリア会長は学園から高台まで、ずっとおれを守ってくれていたってことか……」

　レオンがつぶやくと、レオリアが軽くうなずく。

「でもこんな程度の警護じゃなく、帝都に連れていってもっとしっかり保護したかったのですが……あそこには兄のクレイン王子がいます」

　クレイン王子──次期神しん聖せいアグノリア帝国皇こう帝ていであり、レオリアの実兄である。しかし彼女をして「獣のような人」と言わしめるほどの凶悪な人間であり、先の亡命作戦でもクレイン王子が裏で暗躍していた。

「先ほど戦った少年も兄の手の者の可能性があります。わたしのことを一目見て、アグノリアの姫君と言ってのけました」

　レオリアがため息をつき、

「そう考えれば、兄もチェルシーさんの……いえ、Ｙヨグの力を狙ねらっていることになります」

　それを聞き、途と端たんレオンはチェルシーとシャルロットのことが心配になる。

　ここ数日は重度に鬱うつ々うつとしており、二人のことを全く気にかけていなかった。彼女たちも彼女たちで今はレオンをひとりにさせてあげようと考えていたのだろう、男子寮に訊たずねてくることはなかった。

「……もっとおれがしっかりしなくちゃいけねえっていうのに」

　レオンはうめくように吐き出す。

「ひとりで背負い込んではいけません。チェルシーさんもシャルロットさんも、生徒会の精鋭が守っていますから安心してください」

　優しげな目をして、レオリアがレオンを落ち着かせてくれる。

「それにしてもＹとは一体何者なのでしょうね」

　そして誰に言うともなくつぶやいた。




　その後、お茶を飲み終わり、会話にも一区切りがついたため、レオンはレオリアに礼を言うと生徒会役員室をあとにした。

　西館校舎から、学園の東端にある男子寮に帰る。

　脇わき腹ばらはすっかり回復していたが、右手の甲がわずかに痛んでいた。見てみたものの、月明かり程度ではよくわからなかった。

「痛みがひどくなったら一度ディーヴァ姉ちゃんにみてもらうか」

　レオンは不安を拭ぬぐうように自分に言い聞かせる。

　シャルロットの実姉のディーヴァは治ち癒ゆ紋の紋もん章しよう師しなのだ。

　そうするうちに男子寮に到着する。

　寮の玄関に誰かがたたずんでいた。

　その人物はレオンを確認するとずんずんと大おお股またで歩いてくる。

「ちょっとあんたどこほっつき歩いてたのよ！　心配したじゃない」

　チェルシーだった。

　彼女は唇を尖とがらせながら人差し指をビシリと突きつけてきた。

「……わりい。ちょっといろいろあってさ」

　数日ぶりに見るチェルシーはいつも通りの傲ごう慢まんさで接してきたが、それでもレオンを気づかうような、ちょっと切なげな目つきだった。

「まあ、あんたが無事なら別にいいんだけど」

　暴君気質かたぎのくせに、天然でかわいいことを言ったりする。

　口や態度は悪いが、いつもこちらのことを心配してくれているのだ。

　そこでレオンは、学園内ではあるがチェルシーがひとりで出歩いていることを心配する。周りに視線をやり、しかしそれが杞き憂ゆうであることをすぐに理解した。

　寮の玄関にもうひとり、誰かが立っていた。女子生徒のようだが見知った顔ではない。レオリアが言っていた、チェルシーたちを守ってくれている生徒会の精鋭なのだろうとレオンは思った。

　と、制服の裾すそを引っ張られる。

　視線を戻すとチェルシーがじろりと睨にらんでくる。

「ほかの女になんか見み惚ほれてんじゃないわよ！」

「べ、別に見惚れてなんかねえって」

「すぐ言い訳ばかりする。罰を与えるわ」

　機嫌を損ねてしまったかと思ったが、なぜかチェルシーは人差し指と人差し指をいじいじさせながら、唇をモニョモニョとさせる。

　しばらくそうしていたが、勇気を出すようにチェルシーが口を開く。

「いい？　罰として明日デートするわよ！」





　　　　３






　翌日、レオンとチェルシーの二人は市街地に遊びに出かけた。

　本日の趣旨が趣旨だけにこの場にシャルロットはいない。だが近いうちに彼女の様子をちゃんと見にいこうとレオンは考えている。

　ただ、シャルロットに会いにいっても、神秘の銀派に襲われたことは話さないようにしようと思っている。彼女をこれ以上巻き込みたくない。もともと精神的にそれほどタフでない上に、先の亡命作戦では完全にその脆もろさが露呈していたからだ。

「むぅ、なんでこんなところまでついてくるのよ」

　と、チェルシーが小声で不満を口にする。

　二人の後ろから、昨夜と同じ生徒会の女子生徒──メルシャという名前の、眼鏡をかけた上級生が護衛としてついてきているのだ。

「おれたちのためにレオリア会長がつけてくれてんだよ」

　メルシャはレオンたちからはずいぶんと離れている。ある程度こちらに遠慮して距離を取っているということなのだろう。

「でもせっかくのデートなんだし」

　チェルシーが落らく胆たんの声を出す。

　レオンとしては護衛の存在よりも、『デート』という単語のほうが気になってしまう。

「なあチェルシー、その、なんだ、どうしていきなりデートなんだよ？」

　二人で市街地まで出掛けることは今までにもあったが、デートなどという改まった言い方をされると、なんというか緊張感と共に妙にチェルシーのことを意識してしまう。

「あんたもしかして緊張してるの？　こんな程度で情けないわ」

　不満げな口調から一転、ふふんと不敵な笑えみを見せるチェルシー。

「情けねえって言われても……」

　今まで異性と恋愛関係になったことなどないので、レオンとしては情けなかろうとなんだろうと緊張してしまう。

「対等に接していいってあたしは言ってるの！」

　と、チェルシーがレオンの手を握ってきた。

「そもそも主従の上下関係は絶対なんだからね。それを対等にするって言ってんだから、その意味をちゃんと考えなさいよ」

　相変わらずの上からの口調だが、握ってきたチェルシーの手は汗で湿っており、彼女も自分同様に緊張しているのが感じられる。

　それに彼女のセリフ──恋愛ごとに鈍いレオンとしても、それがどういう意味なのか理解できる。

　途と端たん、レオンも手のひらが汗ばんできて顔も熱くなる。

　それとなく横目でチェルシーをうかがうと、彼女のほおも朱を帯びており、こちらの視線を無視するように顔をまっすぐ前に向けている。

　お互いにお互いを意識してしまい、しばらくは無言のままで市街地を散策した。

　しかし街中の軽食の屋台からいい匂いが漂ってくると、途と端たん、チェルシーが顔をほころばせる。

「わあ、鶏とり肉にくの串焼き！　香辛料の匂いがとってもいいわ」

　レオンの手を引っ張りながらチェルシーは屋台へと歩む。

　恋愛ごとよりも食い気のほうが勝ってしまったようだ。そんな彼女を見ながらレオンはなんとなくホッと安あん堵どのため息をついた。

　それからもレオンはやや強引に手を引かれながら屋台巡りをすることになった。

　なぜだかチェルシーは人混みの中を好んで進んでいき、人いきれの中をレオンも揉もみくちゃにされながら歩いた。

　しばらくの間、あっちの屋台こっちの屋台とフラフラする。焼きりんごを買ったかと思えば、チョコレートドリンクでそれを流し込み、続いて白身魚を蒸して団子にしたものに熱々のアンをかけたものを食べ、息つく暇もなく鴨かも肉にくの香草ハーブ焼きに手を伸ばした。

　正直、デートというよりは単なる食べ歩きであり、腹が膨ふくれるにつれてレオンも先ほどまでの胸のドキドキはなくなる。

　変に緊張感が高まった分だけドッと疲れが出てしまった。

　そんなレオンの様子を見て取ったのか、チェルシーが手をギュッと強く握る。

「おもいっきり走るわよ」

　耳元でささやいたかと思うと、チェルシーが全力で駆け出す。

　突然のことで訳が分からず、あちらこちらの通行人にぶつかりながら、レオンも引っ張られるままに走った。

　二人は商業地区エリアを突っ切り、住宅街も駆け抜けて、いつしか学園付近の森林区画エリアまで来ていた。

　レオンたちは足を止めてその場で荒い呼吸を繰り返す。

　市街地からここまではかなりの距離があり、日常的に鍛えているレオンでも全力疾走をしたため肺が悲鳴を上げている。

　チェルシーも相当に辛つらいようで激しく肩を上下させていた。とはいえ、特別な訓練を受けていない彼女にここまでの持久力があったことにレオンは驚く。

「意外と体力あるんだな、チェルシーって」

　深呼吸で息を整えながらレオンは言う。

「ま、まあね……これでも、あ、足手まといに……ならないように……最近……き、鍛えてるんだから……」

　ゼイゼイと苦しげな呼吸と共になんとかそれだけを答えるチェルシー。

　出会ったばかりのころはただの偉ぶった女の子だと思っていたが、彼女も自分の運命に真しん摯しに向き合い、日々努力を続けているようだ。

　そこでレオンはふと気づく。

　このまま進んでいけば学園管かん轄かつの聖堂に着く。そして数ヶ月前、その聖堂の地下でチェルシーは目を覚ましたのだ。

　……数ヶ月。たったの数ヶ月であまりにもいろいろなことがあったと思った。

　チェルシーを狙ねらう諜ちよう報ほう員いんたちとの戦い、バネー砦とりでの襲しゆう撃げき、さらにガルゼノン王国に侵入しての奪還作戦──その戦いの中でオズワルドを亡なくし、続く亡命作戦では最高の相棒バデイだったカロンを失った。

　しかしまだ戦いは終わっていない。

　ウィンチェスター文書によれば今から数ヶ月後に最後の戦いが始まる。顔のない男との戦い。その戦いで自分もチェルシーも死んでしまうのだ。

　そのとき、チェルシーがひときわ大きな呼吸をして、

「……ここまで来れば撒まけたわね」

　安心したというふうに周りを見渡す。

　その声にレオンは我に返った。

「撒くってメルシャさんをか？」

「うん。やっぱり二人きりになりたかったし」

　チェルシーがふぅっとため息のような息を吐く。

「ここ数日ずっとあたしのそばにいて……まあ、守ってくれてるんだから感謝しなくちゃいけないんだけど」

「なんだ、闇やみ雲くもに走ってたってわけじゃないのか。てっきりこの先にある聖堂を目指してたんだと思った。懐かしくなったからとかでさ」

「あ、そう言えばこの先にあったわよね」

　その軽い物言いにレオンはちょっと気が抜けてしまう。

「自分が居た場所だろ？　もっとこう思い入れみたいなもんはねえのかよ」

「別にそんなものはないわよ。ただ眠ってただけなんだもん」

　それがどうしたの？　と言うように全く意に介さないチェルシー。

「ただ眠ってたか……」

　そこでレオンの脳裏に疑問がよぎる。

「なんであんな聖堂の底で寝てたんだろうな？　あの場所ってなんか特別な場所だったりするのかな」

「そりゃ特別な場所よ。なんたってこのあたしが眠ってたんだから」

「……いやいや、お前、どんだけ自己中なんだよ」

「なによ、事実を述べただけじゃない」

　胸を反らしてチェルシーがふんと鼻息を漏らす。豊かな胸部が上下にたゆんと揺れた。

　レオンはあまりそれを見ないようにする。しかしなぜだろう？　今までならどれだけへこんでいても、ついつい目がいってしまっていたのに、最近はチェルシーをそういった目で見ることに抵抗がある。

「ううん。でもやっぱりあの聖堂は思い出の場所よね。あたしたちが初めて出会った場所なんだもん」

　考え直すように、チェルシーがポツリと言葉を紡つむぐ。それからレオンを上目づかいに見上げた。

「ねえ、あたしたち生き残れるのかな」

　レオン同様に、チェルシーもウィンチェスター文書の内容を考えていたようだ。彼女の表情が明らかに曇っていた。

　だからレオンは出来るだけ明るい口調を心がける。

「大丈夫だ。すぐに戦いが始まるわけじゃねえし、それまでに顔のない男を倒せる力を探し出してやる」

　文書によれば、顔のない男の弱点は〈炎ほのおの神性〉とのことである。その力さえあれば最大の敵を倒せるとのこと。オズワルドもそれをずっと探していたらしい……が、見つけることはできなかったと記してあった。

　レオンは文書の内容を思い出しながら苦々しい顔をする。

「どんなことがあってもチェルシーのことはかならず守る」

　自分自身に誓いを立てるように口を開いた。

「恥ずかしいこと言ってんじゃないわよ」

　その臭いセリフにチェルシーが声を荒げる。ウブな性格ゆえにこういうとき、彼女は顔を真っ赤にさせる。

　いつものことなのでレオンも半分慣れている。チラリと彼女の顔を見やり……あれ？　と思った。

　普段ならソッポを向くか、あるいは羞しゆう恥ちから涙目になっているのだが、今はほおを赤くしているものの、レオンから目をそらさずジッと見上げている。

「あ、あんたさ……」

　かすかに声を震わせながら、ためらうような間を置き、

「……あたしのこと好き？」

　切実な想おもいと勇気を込めた問いかけだった。

　その直球ともいえる言葉の投げかけに、レオンは狼ろう狽ばいしてしまう。

「も、もちろんだ。仲間のことを嫌いなわけがないだろ」

　チェルシーの質問がそういう意味のものでないことは理解している。しかし真正面から受け止めきれず、不誠実を承知の上でワザととぼけた答え方をする。

「そんなことを聞きたいわけじゃないの」

　思いのほか冷静な口調でチェルシーが言う。そして彼女は小さく息を吸い込むと、全すべてに決着をつける決定的な一言を口にする。

「あたしはあんたのことが好き！　レオン・カーターのことが大好き!!」

　自身の秘めたる恋心をハッキリと伝つたえるチェルシー。

　対して、あまりに予想外の告白にレオンの頭の中は真っ白になる。思考がうまく紡つむげず、なにをどうすればいいのかわからない。自分の人生の中で異性から愛の言葉を告げられたことなどないから。

　戸と惑まどいと混乱の中で、レオンはなんとかチェルシーに視線を合わせる。

　自分を見つめる彼女の瞳ひとみはガラス細工のように繊細で、わずかな衝撃だけで粉々に壊れてしまいそうだ。

　そこにいるのはＹヨグの娘という神秘の存在などではなく、よく笑いよく泣き、高飛車で尊大な態度を取る、でも純粋でとてもかわいい、ひとりの普通の女の子だった。

　その普通の女の子が勇気を振り絞って告白してくれた。

　ならば自分も、はぐらかしたりとぼけたりせず、その気持ちに真剣に向き合わなくてはいけない。

　自分はチェルシーのことをどう思っているのだろうと、レオンは考える。

　オズワルドにとっては、彼女は恋人であり、もっとも愛いとしい存在だったらしい。それなら自分にとっても彼女は……オズワルドは関係ない。彼を引き合いに出してチェルシーのことを考えるのは違うと思った。

　もっと自分自身──レオン・カーターとして彼女のことをどう思っているのかを考えなくては卑ひ怯きようだ。

　レオンは考える。チェルシーという少女が自分にとってどんな存在だろうか、と。

　聖堂の地下で出会い、Ｙの紋もん章しようが宿っていたために主従の関係になり、運命によって守らなくてはいけない少女──。

　最初は仲間としての感情しかなかった。

　しかし彼女に接していくうちに、その喜怒哀楽のハッキリしたところになんとも言えない魅力を感じていた。

　反応の一つひとつが素直で、そんな彼女と一緒にいると心が安らいだ。

　そしてバネー砦とりででの襲しゆう撃げきに小しよう砦とりででの奪還作戦、マリーの亡命作戦、目まぐるしい戦いの中で絶望に打ちひしがれる自分がなんとか正気を保っていられるのも、彼女という存在が自分を癒いやしてくれているからだろう。

　そこまで考えてレオンは、自分はチェルシーに惹ひかれているのだと確信する。

　目の前の少女をひとりの異性として好きなのだと理解する。

　一度自分の心に気づくと、チェルシーへの愛おしい気持ちが湧き水のように溢あふれ出てくる。

　自分の気持ちを伝えなくてはと思った。

「チェルシー！」

「は、はい！」

　レオンは、不安げに自分を見つめるチェルシーに自身の素直な気持ちを伝つたえようと口を開く。

　チェルシーも極度の緊張からだろう、その細い肩がびくりと震える。

「お、おれさ、えっと、おれは……おれは」

　気恥ずかしさから最後の一歩を踏み込めない。しかしこんなことではいけないと、レオンは持てる限りの勇気を振り絞る。

「チェルシー！　おれはお前のことが」

「やっと見つけました!!」

　脇から突然誰かの声が割り込んでくる。

　レオンとチェルシーはおもわずそちらに目をやる。撒まいたと思ったメルシャが立っていた。

　ずいぶん慌てて探していたようで、かけている眼鏡がややズレている。

「急に走ってっちゃうからビックリしたじゃないですか！　もう！」

　ヒステリックな声が響き、せっかくの告白ムードも掻かき消きえてしまった。





　　　　※






　結局、女子生徒メルシヤにレオンとチェルシーは謝罪して、実質的に二人のデートは終了した。告白についてもうやむやになり、そのまま学園に帰ることになった。

　夜──。

　レオンは男子寮の自室でウィンチェスター文書に目を通していた。

　顔のない男の弱点について改めて読み込んでいるのだ。




　顔のない男の弱点は〈炎ほのお〉だ。しかし生半可な火力では奴やつを倒すことはできない。

　事実、煉れん獄ごくの紋もん章しようの極大技インフイニトでも奴には効かなかった。自爆の紋章術を使うという手もあるが……おそらく倒すことはできないだろう。

　炎の神性──。

　そう、人じん智ちを超えた存在を倒すにはやはり同様の存在の力を借りなくてはいけない。

　しかしこの十年間さまざまな伝承を調べて、実際に怪しげな場所にも足を運んでみたが、炎の神さまってやつを見つけ出すことはできなかった。

　ただの人間があの男に勝つことはおそらく無理だ……。




　そこまで読んでレオンは暗あん澹たんたる気分に駆られる。

「……ただの人間じゃ勝てなくて、炎ほのおの神さまもどこにいるかわからない。まったくもって打つ手がないじゃねえか」

　レオンは唇を噛かみながら文書の記述を睨にらみつける。

　唯一の救いは、最終決戦までまだ数ヶ月の時間があるということくらいだ。とはいえ、たったそれだけの時間で、オズワルドが十年かけても発見できなかった〈炎の神性〉とやらを見つけ出すのは相当に厳しいだろう。

「負けるわけにはいかねえ。おれは絶対にチェルシーを失いたくない」

　告白こそできなかったものの、お互いの気持ちが同じであるとわかったことで、今まで以上にチェルシーを守りたいという気持ちが高まってくる。

「それにしてもチェルシーって結構大胆だよな」

　緊迫した気分から一転、レオンは昼間の告白を思い出す。

「大好き!!」というチェルシーからの告白の言葉が頭の中で響き渡り、おもわず唇の端はしがニヤニヤと吊つり上がってしまう。

「……おれのことそんなふうに見てたんだ」

　身体からだの芯が熱くなり、同時になんともいえないもどかしい気持ちが湧き上がり、レオンはベッドに寝転がるとゴロゴロと身もだえる。

　傍はたから見れば気持ち悪い以外の何物でもないが、本人的には幸せの絶頂であり、世界が輝いて見えるような錯覚を起こしてしまう。

　そのまま右に左にゴロゴロしながら、ふと右手の甲が視界に入った。

「なんだよこれ……」

　レオンは甲をまじまじと見る──Ｙヨグの紋もん章しようの紋もん様ようが全体的に黒ずんでいた。

　昨夜感じた痛みはなくなっているが、その代わりに紋章が朽ちていくような不気味さがある。

　Ｙの紋章をこんなふうにした、暗黒紋使いと思われる僧衣ダルマテイカの少年のことを考える。

「僧衣ってことはあいつ、聖職者だよな……!?」

　思いつくことがあり、レオンは文書のページを慌ただしくめくる。

　これから先なにが起こるかが記述された部分まで進め、そこに書いてある一文に目が釘くぎづけになる。




　大陸歴１４４２年12月──〈神秘の銀派〉の教団員によってチェルシーはさらわれる。




　神秘の銀派──。

　邪神崇拝集団として忌み嫌われている連中である。レオンのような学生でも名前くらいは知っている。

　そして数ヶ月後、この邪教団によってチェルシーは誘拐され、助けにいったレオンは激しい戦闘ののち、現実世界に召喚された顔のない男に敗れる。

「……ってことは、僧衣ダルマテイカのあいつは〈神秘の銀派〉の人間で、チェルシーを狙ねらってローウェン市に侵入してきたってことなのか？」

　軽いめまいを覚えながらレオンはつぶやく。

　ウィンチェスター文書のこの記述自体は何度も読んでおり、数ヶ月後にどんな連中が襲ってくるかは当然知っている。だがそれはもう少し先のことであり、こんなに早く連中が動き出すとは思ってもいなかったのだ。

　レオンは文書と現実の食い違いに焦あせりの感情が湧いてくる。

　もちろん、〈ズレ〉は先の亡命作戦でも経験している。ゆえに多少は落ち着くことができるが、それでも余裕をもって構えられるほどではない。

「また文書の記述に大きな違いが出てるのかよ。今度は一体なにが原因なんだ」

　亡命作戦のときは〈竜将ドラゴン・ロード〉レオニダム・オーケットの生死が関わっていた。今回は一体なんなのだろうかとレオンは文書を再びめくる。

　大陸歴１４４２年９月から12月までの出来事を黙読する。

　文書を要約すると、ガルゼノン王国女王マリーが死んでしまったオズワルドのときは、彼女の死によって玉座に就ついた摂せつ政しようが「女王の死はザヴァラ王国のアグノリア派によるもの、すなわち神しん聖せいアグノリア帝国の意思である」との暴論のもと、神聖アグノリア帝国を大々的に非難、局所的な戦闘がおこなわれている。

　それらの戦闘には第一王子クレイン率いる北部方面軍があたり、国境付近でガルゼノン軍と睨にらみ合いを含めて、何度か刃やいばを交えていたとのことだ。

　そしてその混乱に乗じて〈神秘の銀派〉が行動に出たと、文書にはまとめられていた。

「……マリーの死が引き金になってるってことか。今回は彼女が生きているから、ガルゼノンからの挑発はないし」

　ガルゼノン的には女王の亡命は表向き否定し、あくまでザヴァラへの〈行幸〉で通している。そのためアグノリアを非難する大義名分が成立せず、今のところは軍事的な衝突はおこっていない。

「でもガルゼノンとの戦闘がないんだから、教団の連中が付け入るだけの隙すきだってないはずだよな」

　前回が戦闘の混乱に乗じて暗躍したとあるのだから、戦闘がなくなった今回は連中も簡単には行動に出られないだろう。

　それなのに僧衣の少年らは仕掛けてきた……それはつまり手引きをした者がいるということだ、とレオンは思い至る。

　ならば一体誰が手引きをしたのか？

「……クレイン王子か」

　レオンはまだ見ぬ第一王子の姿を幻げん視しする。

　前回の彼は軍を率いて戦っていたので、〈神秘の銀派〉と直接的に繋つながっていたかはわからない。しかし今回は戦闘自体がなく、レオリアも生徒会室でクレイン王子が関わっているという可能性を考えていた。

　おそらくそれは当たっているのだろう。だとすれば、レオンは今かなり絶望的な状況にいることになる。

「最後の戦いがもうすぐ始まっちまう」

　唯一の救いであった数ヶ月間の猶ゆう予よも、〈ズレ〉によってもはやほとんど残されていないようだ。

　だがレオンは一度深く呼吸をして心を落ち着けると、自身の思いを心の中で反はん芻すうする。

　──顔のない男を倒して、チェルシーもシャルロットも絶対に死なせない！

　それこそがレオンの最大の目的であり、願いであり、どんなことがあっても成し遂げなくてはいけないことである。

「たとえ時間がなくたっておれは諦あきらめねえ」

　誓いを立てるように拳こぶしを握りしめ、レオンは強い気持ちで口を開いた。
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　真夜中の、学園敷地内の雑木林の中──。

　シャルロットは凄せい惨さんな光景に息を呑のむ。彼女の足元に、生徒会の男子学生がうつ伏せに倒れているのだ。そしてその身体からだからは多量の血が流れ、血溜だまりを作っている。

　この男子学生はシャルロットに気づかれず、ずっと彼女の護衛をしていた。だが彼女の密会相手には悟られ、得体の知れない紋もん章しよう術で始末されてしまった。

　一部始終を見ていた彼女は唇をわななかせながら、

「あの、教祖さま、なにも殺すことはなかったのでは……」

　密会相手──教祖と呼ばれた僧衣ダルマテイカに身を包んだ、十二、三歳ほどの少年が大様な態度で首を横に振る。

「殺したのではありませんよ。業ごうの深きこの世界から孤こ独どくなる魂を救きゆう済さいしたのです」

　柔にゆう和わな笑えみを浮かべ、少年は諭さとすような口調で話す。

　死体の前で穏おだやかな笑みを浮かべる彼を前に、シャルロットは得体の知れないなにかがゆっくりと這はい寄よってくるような恐怖を感じる。

　シャルロットが少年に初めて出会ったのは亡命作戦終了後の、ザヴァラ王国領バハル砦とりでであった。

〈神秘の銀派〉の教祖だと言うこの少年は、死ぬ運命に怯おびえていたシャルロットを救うことを約束してくれた。

　──でもやっぱりこの人は怖い。

　シャルロットは自身の肩を抱いてかすかに身震いする。

　口ではうまく説明できないが、この少年からは人間ではない異様ななにかを感じる。女の勘というか、生物的な本能というか、それらが危険を知らせている。

　それに自分の勘違いかもしれないが、バハル砦で初めて出会ったとき、彼は自分と同じほどの年齢に思えた。しかし現在は初等科の学生ほどの歳としに見える。この少年は本当に人間ではないのかもしれない。

　──〈神秘の銀派〉なんかと関わっちゃいけなかったんだ。レオンや姉さんに相談した方が……。

　そう考えた瞬間、少年が音もなく、まるで空間を無視するかのようにシャルロットの正面に移動していた。

　そして彼はシャルロットのほおをベロリと舐なめ上げる。

「ヒッ──!?」

　気持ち悪さやおぞましさよりも、純粋な恐怖からシャルロットは短い悲鳴を上げる。

　だが少年は相変わらずの微び笑しようでもって、

「本当によろしいか？　シャルロット・エスターレよ、本当に身みから逃げてもよろしいか？」

　心の中を見透かすようにゆっくりと耳元でささやく。

　対して、シャルロットは金縛りにでもあったように身動きができない。

「このままではレオン・カーターをあなたは失うことになる」

　その言葉にシャルロットはびくりと震える。

「……レオンが死ぬということですか？」

　なんとかそれだけを口にすると、少年が耳元から顔を離して肯こう定ていするように口の端はしを吊つり上げる。

「レオン・カーターは死にます。Ｙヨグの娘・チェルシーを守りながら壮絶な最さい期ごを遂げる。そしてシャルロット・エスターレ、あなたも死ぬ。しかしあなたは孤こ独どくに死ぬことでしょう」

　さも愉快だと言わんばかりにクツクツと嫌な笑い方をすると、

「なぜならレオン・カーターはあなたを守らないから。彼かの者はＹの娘を愛しているから。あなたは彼の者に愛されていないから──」

「う、うるさいっ！」

　反射的にシャルロットは怒鳴っていた。

「Ｙヨグの娘です。あの娘こそがすべての元凶──あなたを過酷な運命に引き込み、オズワルド・ウィンチェスターとカロン・ロッドマンを死に追いやり、レオン・カーターを奪い去っていく」

　少年がシャルロットの目をまっすぐに見据える。

　目を見てはいけないとシャルロットは思った。見続ければ、魂ごと持っていかれると本能が警告する。

「あの娘さえいなければすべてがうまくいく。そう思いませんか？」

「思わないわ！　チェルシーは大切なわたしの仲間なんだから」

　声を大にして否定する。

「チェルシーが元凶なんかじゃない！　彼女を利用する人たちが全部悪いのよ」

　そう、シャルロットにとってチェルシーは手のかかる妹のような存在だ。最初こそ彼女との距離の取り方に戸と惑まどったが、蓋ふたを開ければ世間知らずのうえ、お風呂で髪の毛もちゃんと洗えない少女であり、母性本能をくすぐられた。

　そこまで考えて、黒い影が彼女の心を覆おおう。

　それは焦しよう燥そう感だった。レオンとチェルシーが恋人同士になるのではないかという、胸が張り裂けそうなほどの焦あせり──。

　もちろん、チェルシーのことを恋こい敵がたきだとシャルロットは認識している。正々堂々と戦うことも決めている。その結果負けたとしても、みっともない真ま似ねはしないと自分の心に誓っている。

　だけれどそれでも……。

　一瞬だけチェルシーがいなくなればとシャルロットは思ってしまった。そしてその瞬間、目の前の少年がニヤリと卑いやしく嗤わらった。

「怒り、妬ねたみ、恨み、驕おごり、孤こ独どく、猜さい疑ぎ、強欲──身はこれこそ人間のもっとも美しい感情であると確信いたします。ゆえに恥じることはありませんよ、シャルロット・エスターレ」

　少年と目が合う。ダメだ！　見続ければ魂を持っていかれる……なのに抗あらがうことができない。

「い、嫌っ……やめて」

「もっと己おのれの気持ちに素直になればよいのです」

　諭さとすように言うと、シャルロットの右手を少年が取る。そして甲に描かれた紋もん様ようを指でなぞり始めた。

「あなたに力を与えましょう。我慢などする必要はない。己おのが快楽のままにすべてを奪い尽しなさい」

　シャルロットの紋もん章しようの模様が書き換えられていく。単純な組み合わせで形成されていた彼女の初級紋章〈土の紋章〉が、美麗で豪ごう奢しやな紋もん様よう──上級紋章〈天てん壌じようの紋章〉に生まれ変わった。

　大いなる力を得たことで、先ほどまでの嫌悪感が嘘うそのように気分が高こう揚ようしていく。しかしそれと同時に粘りつくような、黒々とした感情もシャルロットの心の中で化物のように膨ふくれ上がる。

　強烈な快感と耐え難がたい苦痛が内側で均等に弾はじけ、処理しきれないほどの感情の奔ほん流りゆうにより、彼女の意識は今にも霧む散さんしようとする。

「いいですか？　これからも身のことは誰にも話してはいけませんよ？」

「……はい」

　焦点の合わぬ目で答えるや、シャルロットの意識は完全に途切れた。
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　神しん聖せいアグノリア帝国、帝都グルジエール──帝国の南西に位置するアグノリア最大の都市であり、赤砂岩を建材にした真紅に染まる絢けん爛らんな王宮が置かれている。

　その王宮の最上階付近の一室にその男はいた。

　国内外問わず金に糸目をつけないで集めた高価な調度品を上品に配し、沈み込むような柔らかく毛足の長い絨じゆう毯たんを敷き詰めた室内で、彼はアッシュ材で作られた椅子に深く腰かけている。

　黒髪に黒い瞳ひとみ、彫りが深く、同性から見ても息を呑のむほど美しい顔立ちの青年である。しかしその瞳は人間味を感じさせないほど冷たく、目元には墨すみで塗ったような深いクマが浮いている。

　クレイン・ウィル・アグノリア──神聖アグノリア帝国第一王子にして次期皇こう帝ていと目されている男である。

　彼は長袖の上着コタルデイに、薄手の山や羊ぎの毛皮を羽織っている。

「……退屈だ」

　毛皮の毛先をいじりながら小さく欠伸あくびをする。

「殿下、その退屈を身が癒いやしてみせましょう」

　目の前のなにもない空間から何者かが語りかけてきた。

　クレインは気けだるげな目つきで見やり、

「戻っていたか、ワイグ」

　途と端たん、その空間から瘴しよう気きのような濁りよどんだ気が噴出して、僧衣ダルマテイカをまとった少年、ワイグ・リ・ウィグリィ＝ホーギーが現れる。

　ワイグが恭うやうやしく頭を垂れる。

「殿下は肝きもが太うございますな。身がこのように現れても眉まゆひとつ動かさない」

　ブラックシルバーの髪を揺らしながら嗤わらうワイグに、クレインはフンと侮あなどるような息を吐いた。

「貴様のような得体の知れぬ者にいちいち驚いていられるものか」

　とはいえ、目の前のワイグは十二、三歳のほどの姿をしている。クレインがしばらく前に会ったときは十五、六歳ほどの姿だったはずなのに。

　ふむ、とクレインは胡う乱ろんげな瞳ひとみを向けると、

「しかしなぜ貴様が若返っているのかには興味がある」

　その問いかけに、ワイグが左手を持ち上げて、その甲を見せる。

　黒一色の、呪じゆ術じゆつ的で、歪ゆがんだ線で紋もん様ようが描かれており、なんらかの紋もん章しようが宿っているのがわかる。

「その紋章がどうした？　なにか関係があるのか？」

　クレインは紋もん章しよう師しではない。また実妹のレオリアとは違い紋章学にのめり込んでもいないので、紋章についての知識もほとんどなかった。

　そんな彼にワイグが了承済みだと言わんばかりにうなずく。

「身の紋章は、最強と謳うたわれし暗黒紋でございます」

「それがどうした？」

　つまらない自慢話にクレインは瞳に険を宿す。

　しかしそれを見越したようにワイグが薄い笑えみを浮かべ、

「最強なれど暗黒紋は呪のろわれし紋章なれば」

「呪いか、面白いな。それで？」

　言葉尻じりとは裏腹に退屈そうな口調で彼は話をうながす。

「暗黒紋で紋章術を使えば対価を支払わなければなりませぬ。暗黒紋の種類によって、寿命、記憶、視力、身体機能など、対価はさまざまでございます。身の宿す暗黒紋・常とこ闇やみの紋章は──」

「肉体が若返る、か？」

　機先を制してクレインが言葉を継いだ。かすかな間を経て、ワイグが左手の甲を撫なでながら目顔で肯こう定ていする。

「呪のろいではなく祝福ではないか」

「祝福とはとんでもない。紋もん章しよう術を使い続ければいずれ赤あか子ごにまで若返り、最後は無に帰することとなりましょう。まこと、人の持つ力は未熟で使い勝手が悪い」

「……まるで貴様が人間でないような言い草だな」

　独り言ごちるようにクレインがつぶやく。

　だが耳ざとくワイグがそれを聞き取り、さらによほどクレインの物言いが滑こつ稽けいだったのか見下すような低い笑いを漏らす。

「人間ではない？　滅相もない。身ほどに、無力で愚ぐ昧まい、卑屈なる者が人間以外のなんだというのでございましょう？」

　ワイグの慇いん懃ぎんな口調に、クレインは嫌悪の感情が湧く。気持ちの悪い男だと思った。しかしこの男は自分にとって必要な情報を持っている。

「ワイグ、Ｙヨグの娘の件はどうなっている？」

　そう、クレインはＹの力を狙ねらっている。彼は古代史の研究からＹの存在を知っていた。もちろんＹの正体にまではたどり着けなかったが、その力さえ手に入れれば人を超える力を得られることも古こ文もん書じよから知った。

　そしてそんな彼に呼応するように、邪神崇拝集団〈神秘の銀派〉の教祖であるワイグが現れ、二人は手を結ぶことになった。

　また、かつてワイグを使ってガルゼノン王国の将軍レオニダム・オーケットをそそのかしたのもクレインの指図によるものだった。

　窮極の門を開くことにどんな危険があるかもしれなかったため、レオニダムを利用したのである。もしレオニダムがＹのもとにたどり着ければ、そのときはかの竜将を亡なき者にしてＹの力を奪えばいいだけだった。

　クレインは、レオニダムのバネー砦とりで襲しゆう撃げきのあと、秘ひ密みつ裏りに腕利きの紋もん章しよう師しで構成された部隊をガルゼノン国内に派遣していた。オズワルド・ウィンチェスターらによってＹの娘が奪還されてしまったため無駄になってしまったが。

「準備は整ってございます。厄介なレオン・カーターについても、すでに手を打っておりますれば」

　ワイグの声でクレインは我に返る。

「……レオン・カーター、妹レオリアの飼い犬か。小しよう砦とりでからのＹの娘の奪還、ガルゼノンの女王の亡命作戦、犬の分際でやってくれるものだ」

　忌いま々いましげに舌打ちをする。

　実妹のレオリアが自分に敵対する動きを見せている現在、多少の危険はかえりみず窮極の門を開くことをクレインは決意した。

　あまりレオリアを侮あなどって足元をすくわれてもつまらないからだ。加えて、忌いま々いましいことに父王はレオリアのことを自分よりも信頼しており、先の亡命作戦に彼女が荷担したことを進言しても黙殺されてしまった。

「Ｙヨグの力を得て、おれは万ばん物ぶつの理を超越する」

　クレインは赤い舌で唇を舐なめ、

「ワイグよ、窮極の門はどこにある。ガルゼノンの小しよう砦とりでか？」

　その質問にワイグが目つきだけで否定する。

「窮極の門は、全すべての始まりの地──ローウェン紋もん章しよう学園・聖堂にて開かれましょう」

「Ｙの娘が眠っていた場所か。いいだろう。ローウェン市に侵攻をかける」

「殿下の御み心こころのままに」

　ワイグが両膝ひざをつき叩こう頭とう礼を取る。それから顔を上げると、彼はクレインに両手を出すようにうながした。

「決戦に赴おもむくにあたり、殿下に上級元素紋を二つ差し上げましょう」

「……紋章を？」

「身の力で殿下を双紋ダブルギツドにいたします」

　その不可解な発言にクレインは眉まゆ根ねを寄せる。紋章が後天的に宿らないことくらいは、紋章学に疎うとい彼でも知っている。

　だが、と彼は思った。この得体の知れない男なら、あるいはそんな常識外れなこともやってのけるのではないか、と。

「やはり貴様は人とは思えんな──」

　両手を差し出すと、ワイグが押しいただくようにその手を取り、甲に指を這はわせる。

　クレインはその瞬間、ワイグの顔が認識できないような不思議な感覚に陥おちいった。見ようによっては〈顔がない〉と言い換えることができるような……。





　　　　２






「ねえ、ここで立ってるだけでいいの？」

「ああ。軍人っぽく無言で怖い顔してるだけでいいから」

　緊張した面持ちで訊きいてくるチェルシーに、レオンは彼女の気分をほぐすようにあっけらかんとした口調で答える。

　ここはローウェン市の商業区と貧民街スラムのちょうど境目となる大通りである。通りの西側が貧民街で、それまでの商業区のにぎわいから一転して陰いん鬱うつな空気と腐ふ臭しゆうが漂い、人相の悪い連中や娼しよう婦ふがたむろしている。

　当然、犯罪の温床となっており、殺人や窃盗、人身売買などが日にち常じよう茶さ飯はん事じ的に起こる、ローウェン市としては頭の痛い区画エリアである。

「なんであたしたちがこんなことしなくちゃいけないのよ。ちょっと怖い……」

　チェルシーが唇を引き結ぶと心細げに目を伏せる。

「おれたち紋もん章しよう学園の生徒は言ってみりゃ『準軍人』だからな。ときには実戦に駆り出されることもあるんだよ」

　なだめるようにレオンは今さらな説明をする。

　現在、貧民街スラムを拠点にする幼児売春の組織の壊滅作戦がおこなわれている。急激に成長した組織で、近隣の都市からも幼児を誘拐して莫ばく大だいな利益を上げ、その一部が他国にも流れているため、もはや見過ごすことはできずと市の上層部が決断したのだ。

　さらに、王都より第一王子クレイン・ウィル・アグノリアが巡幸先の一つにローウェン市を選んだため、都市の浄化作戦の意味もあるという。

　それにより、ローウェン紋章学園・高等科の学生たちも投入され、この商業区と貧民街を区切る大通りに立番としてズラリと並んでいる。

　主力である軍の正規兵は貧民街で既に戦闘を始めており、レオンたち学生は一般市民が近づかないための見張りをするだけである。

「立ってるだけの安全な任務だからさ、ケガだってしねえよ」

　レオンはチェルシーを安心させるように軽く笑えんで見せる。ちなみに彼はまだ彼女に告白できていない。あの日からいろいろタイミングが合わず、ズルズルと今日まできてしまった。

　チェルシーも相当恥ずかしかったようで、レオンに告白の回答を迫ってくることはもちろん、あの日のことを蒸し返すこともしない。

「うん。生徒会の人もいるし安全よね」

　納得するようにチェルシーが答える。

　生徒会所属の学生たちも大通りの立番を務めており、レオンとチェルシーを護衛してくれている眼鏡の女子生徒もその中にちゃんといた。

「そんなに心配しなくても大丈夫よ。わたしがちゃんと守ってあげるから」

　と、レオンの隣で黙って聞いていたシャルロットが穏おだやかな口調で会話に入ってくる。

「この天てん壌じようの紋章でね」

　シャルロットが右手の甲を誇らしげに二人に見せる。

　そこには精せい緻ちで美しい幾き何か学がく模も様ようが描かれていた。

「……上級紋章じゃねえか。いつ進化したんだよ」

　亡命作戦の帰国以来、レオンはシャルロットに一度も会っていなかった。

　彼女の様子を見に何度か女子寮を訪ねることはしていたが、毎回留守で、こうやって会って話すのは今日が初めてだった。

　だから彼女の紋もん章しようが上級紋章に進化していることに驚いてしまう。ひそかに訓練をしていたのだろうか？

「つい最近よ。強くなりたいって思いが天に通じたのかも」

　ふふっ、と艶えん然ぜんとしてほほえむと、シャルロットが自身の紋章を愛いとおしそうに撫なでる。それから彼女は飴あめ色いろの瞳ひとみをスッと細めた。

「わたしは正義のために戦うわ。悪い奴やつは許さない。こんなところでの見張りより、最前線でおもいっきり戦いたいくらいよ」

　好戦的なセリフを口にして、ギラギラとした殺意を全身に宿らせるシャルロット。

　そんな彼女を目まの当たりにしてレオンは思わず唾だ液えきを飲み込んだ。もともと正義感は人一倍強い少女だったがこんなに好戦的な性格ではない。実際、先の亡命作戦でのバハル砦とりでにおける攻防戦では戦意を喪そう失しつしてまともに戦えずにいた。

　それゆえ、レオンはシャルロットの突然の変化に戸と惑まどいの感情を覚える。心なしか彼女の〈天てん壌じようの紋章〉も禍まが々まがしい光を発しているように見えた。

　──うまく言えねえけどなんかあの紋章、変な感じがするな。

　レオンは内心でつぶやくと、自身の右手の甲──Ｙヨグの紋章に目を落とす。依然、紋もん様よう全体が黒ずんでいる。ただ痛みや痺しびれみたいなものはないため、ディーヴァに相談することもなく放置してしまっていた。

　──やっぱりディーヴァ姉ちゃんにみてもらわなくちゃな。

　そう考えたときだった。

　にわかに周囲がざわめきだす。

　なにごとかとレオンは顔を上げる。大通りの西側──貧民街スラムから十数人の武装した連中がこちらに向けて駆けてくる。

「本隊が取り逃がしたんだ！　商業区に入れるな!!」

　誰かが叫び、場の学生たちに緊張感が走る。

　ごく一部を除いて、高等科の学生といえども実戦の経験は皆かい無むであり、ほとんどの者たちが浮足立ってしまい連携らしい連携が取れずにいる。

　このまま商業区に入られれば、一般市民の中に紛まぎれて逮捕の手立てがなくなってしまうだろう。

　するうち、武装集団がレオンたちの方向に狙ねらいをつけて向かってきた。

「チェルシー！　おれの後ろに隠れてろ」

　そう叫びレオンはチェルシーの前に立った。

「……やっぱりチェルシーを守るんだ」

　シャルロットがなにかつぶやいたようだったが、あまりにも小声だったのと敵が迫ってきたことでレオンは確認する余裕がなかった。

「裂けろ！　風刃フアルチエ」

　突然、風の刃やいばが顕けん現げんしてレオンを切り裂こうと飛んでくる。

　レオンは反射的に右腕を掲かかげてＹヨグの紋もん章しようで吸収する。

「……ッ!?」

　鋭い痛みを右腕に感じて小さくうめいた。

　──切られた？　吸収できなかったのか？

　即座に右腕の負傷具合を確かめた。学生服の袖そで口ぐちがわずかに裂け、血がぽたぽたと滴したたっている。直撃ではなくかすっただけのようで軽症だった。

　だが傷が浅かったことよりも、Ｙの紋章が紋章術を吸収しなかったことにレオンはショックを受ける。

「あ、あんた大丈夫？　どうしてＹの紋章で吸収しないの？」

　背後から、チェルシーの震え声が聞こえる。

　吸収しなかったのではなく、できなかったというのが正しい。だが、今はそんなことを論じている場合ではない。

　レオンは敵を見据える。

　敵の中に紋もん章しよう師しが混ざっているのだ。

「軍人崩れか……」

　傷口を押さえながらレオンは苦々しく口を開く。

　普通、紋章師は士官待たい遇ぐうで軍に迎えられる。いわゆるエリートである。しかし軍隊という規律の厳しい組織においては高待遇でも馴な染じめない者が出てくる。そういった連中は自身の能力を持て余して、高確率で犯罪者に身を落とすのだ。

　しかもそういった連中に限って戦い慣れていたりする。

「切り刻め！　風刃戯レジエロ・フアルチエ」

　余計なことを考えているうちに新たな紋章術の詠えい唱しようがなされる。レジェロ級の発動句──敵は上級紋章師ということになる。

　半月状の風のカッターが現れた。隻眼の紋章師ヴアンデツドのそれに比べれば小ぶりであり、明らかに練度が低いことがうかがわれる。とはいえレジェロ級、直撃すれば致命傷は免まぬかれないだろう。

「煉れん獄ごくの紋章！」

　レオンは左手の上級紋章を解放する。

　ついで迎撃のために術の詠唱をしようとするが、風切音と共に風のカッターがレオンの目の前まで迫っていた。

　──ヤバい！　間に合わない!!

　紋もん章しよう術を放つ時間はもうなく、だからといってよければ後ろにいるチェルシーに直撃してしまう。

　八方塞ふさがり、せめてチェルシーだけは守ろうと両腕を広げて自分一人が被弾するような体勢を取った。

　刹せつ那な──。

「煌きらめけ！　月閃墜レジエロ・ルナート」

　大気が震えたかと思うと、レオンの眼がん前ぜんで、白く輝く衝撃波が風のカッターを撃うち落とした。

「大丈夫？　レオン」

　声のほうに振り向く。シャルロットが二本の長剣ナイトソードを手にしていた。今までは長剣一本だけの錬成だったのが二本になっており、なおかつ柄の装飾が洗練され、刀身も長くなっていることから、〈金属錬成〉の練度がずいぶんと上がっているようだ。

　今のレジェロ級もシャルロットの紋章術なのだろう。

　助かったことでレオンはホッと安あん堵どの息を吐く。

「すまねえ、シャルロット。危うくやられるところだった」

　礼を言うレオンに、シャルロットが妖あやしげな微び笑しようを口元にたたえる。

「レオンのことはわたしが守ってあげる。どんなことがあっても絶対に。あなたを縛る元凶から守り続けてあげる」

　ある種の情念を含ませながらシャルロットは告げると、二本の長剣を掲かかげる。そしてその切っ先を交差させた。

「一気に片付けるわね。乱れ散れ！　散・剣閃レジエロ・キヤローレ」

　再びレジェロ級の発動句を唱える。

　長剣の切っ先に、高密度の巨大なエネルギーの球体が顕けん現げんする。さらに球体表面がひび割れ、そこから無数の光線が噴出して十数人の敵をきらめく光線が貫つらぬいた。

　あっという間にすべての敵が倒され、その場で苦く悶もんの表情でのたうつ。

　レオンたちの前にも、先ほどの風系の紋章術を使ってきた男が血を吐きながらうめいている。

「とりあえず簡単な応急処置をしてやらなくちゃな」

　周囲に治ち癒ゆ紋の使い手がいないため、レオンは衛生担当の学生から包帯などの医療品をもらいにいこうとする。

「どうして助けるの？」

　シャルロットの低い声がレオンの耳を打った。

「どうしてって、このままじゃ死んじまうだろ」

「死んじゃえばいいじゃない。幼児売春の犯罪者なんて生きてる価値なんてないわ」

　飴あめ色いろの瞳ひとみから感情が消え去り、背筋も凍りつくような冷たい眼まな差ざしをレオンに向けてきた。

「……そりゃそうかもしれねえけど、ちゃんとした手順で裁かなくっちゃ」

　彼女の負の迫力にたじろぎながらも、レオンは反論する。

　だが無言でシャルロットが一歩二歩と風の紋もん章しよう師しに近づき、地面に悶もだえる敵にとどめの一撃を入れた。

「ひっ……」

　チェルシーの引きつった声が漏れる。

「シャルロット！」

　レオンは声を荒げながらシャルロットに詰め寄る。

「ケリは着いてたんだ。殺すことはないだろ」

「殺さなくちゃダメよ」

　場違いなほどに満面の笑えみを浮かべ、

「だってあいつ、レオンを傷つけようとしたのよ？　レオンを傷つける奴やつは誰であろうと許さない。絶対に殺してやるわ」

　顔は笑っているのに、彼女の全身からは不可視の瘴しよう気きのようなものが立ちのぼっているようだった。












「どうしちまったんだよ、シャルロット……」

　亡命作戦のときの、あのおびえていた姿からは想像もできない今のシャルロットを目まの当たりにして、レオンはどう対応していいかわからず、異様な変化を見せる幼おさな馴な染じみにただ表情を強こわ張ばらせるだけだった。





　　　　※






　夕暮れの時間までには売春組織の壊滅作戦は終了して、レオンたち紋もん章しよう学園の学生たちも任務を解かれた。

　売春組織の死傷者は多数にのぼり、軍の側がわも死者は少なかったものの負傷者が相当数出ており、苛か烈れつな戦闘行為があったことをうかがわせた。

　そんな中で、学生でありながら頭一つ抜けた活躍をしたシャルロットは軍の指揮官から高く評価され、彼女の殺人が行き過ぎたものだと注意されることもなかった。

　レオンとしては一度ゆっくりと話したかったが、任務終了後シャルロットはどこかへといってしまった。

　仕方なくチェルシーを女子寮に送り、レオンも男子寮に帰ろうとして、彼は右手の甲を見つめる。相変わらずＹヨグの紋章は黒ずんだままである。なぜ紋章術を吸収できなかったのかわからない。

「……あの極大技インフイニトを吸収したのがいけなかったのか？」

　しばらく前に戦った僧衣ダルマテイカの少年のことを思い出す。あの少年の、不気味な極大技を吸収した後から紋もん様ようが黒ずんだのだ。

　それ以外の原因が思いつかなかった。

「とりあえずディーヴァ姉ちゃんに診みてもらうか」

　レオンは独り言ごちると、男子寮に帰らず生徒会のある西館校舎に向かった。




　もう陽ひが沈み、空は紫がかった藍色に変わっていたが、生徒会ではまだ多くの生徒たちが残っていた。

　来意を告げると、ディーヴァも三階の役員室にいるとのことだった。

　階段を上がり、役員室に入る。レオリアとディーヴァの二人がソファに腰かけていた。

「レオンさん？　こんな時間にどうされましたか」

　レオリアが立ち上がりレオンを迎えてくれる。

「ようレオン、立番の任務ご苦労さま。いろいろ大変だったみたいだな」

　対してディーヴァは座ったままで、軽く手を振りながらねぎらってくれた。

　ちなみに、彼女ら生徒会役員は立番には組み込まれておらず、行政区に設置された作戦本部に詰めていた。ローウェン市政の担い手であるため、良くも悪くもレオンたち一般の学生とは扱いが違う。

「そんなところにいてもなんなので、こっちに来てください」

　レオリアにうながされてレオンは応接セットまで移動する。そして軽く頭を下げると彼女たちの対面に腰を降ろした。

　そのタイミングでレオリアもソファに座った。

「現場の学生から聞いたんだけど、なんでもシャルロットが大活躍だったらしいな」

『大活躍』という言葉を使いながらも、ディーヴァの声のトーンは低く、その表情も暗い。実妹の殺人行為に、たとえそれが任務として正当なものであっても、姉としては割り切れないものがあるのだろう。

　レオンとしても適切な受け答えができず、ただ黙っているだけだった。

「……シャルロット、いつの間に上級紋もん章しよう師しになってたんだろう」

　ディーヴァがポツリとつぶやいた。

「つい最近だって言ってたけど」

　昼間シャルロットから聞いたままをレオンは答える。

「そっか。最近はちっとも話をしてくれないんだ。会いにいっても二言三言で終わっちゃうんだよな。亡命作戦でカロンが死んでショックなのはわかるんだけど……」

　無神経な発言だったと気づいたようで、ディーヴァが銀色の前髪をいじる。

「簡単に『わかる』なんて言っちゃいけないよな。悪かった」

　謝罪するディーヴァに、レオンは大丈夫だと目顔でうなずく。

「なんにしてもさ、シャルロットのやつ、微妙に雰囲気まで変わっちまって心配なんだ」

　姉としての心情を吐と露ろするディーヴァ。

「……別人ってわけじゃないんだけど、好戦的っていうか冷徹っていうか、うまく言えないんだけど変なんだよな」

　売春組織の男にとどめを刺したあとで、笑えみを浮かべていたシャルロットをレオンは思い出していた。

　その言葉を受けてディーヴァも苦々しい顔をする。

「シャルロットに付けてた護衛も行方不明になるし、一体なにが起こってるんだよ」

　ディーヴァの表情がより一層険しくなっていく。

「護衛って、おれやチェルシーにもついてる生徒会の？」

「ええ」

　ディーヴァの代わりにレオリアが口を開き、

「上級紋章を持った優秀な学生だったのですが、まったく連絡が取れなくなってしまったのです」

　そこまで聞き、レオンの脳裏に〈神秘の銀派〉の文字が浮かんだ。ほぼ同時に僧衣ダルマテイカの少年の姿も……。

　チェルシーを誘拐するためにシャルロットに近づいたのだろうか？

　ウィンチェスター文書には、当たり前だがシャルロットと神秘の銀派の接触については記述されていない。１４４２年12月の時点では、既に彼女は死亡していたからだ。

　──ていうか、神秘の銀派に襲われたんなら、まずおれにそのことを話してくれるはずだよな？

　そう考えて、シャルロットの変化や、護衛の行方不明については神秘の銀派とは関係ないようにも思えてくる。

　与えられた情報が少ないため今ひとつ確信が持てない。

「ところでレオンさんはどうして生徒会へいらしたのですか？」

　レオリアとしても護衛の行方不明に関してはこれ以上発展性のある話題ではないと考えたようで、レオンの来意を問うてきた。

　そこでレオンも本来の目的を思い出す。

「実はディーヴァ姉ちゃんに用があってきたんだ」

「わたしに？」

　レオンは視線だけでうなずくと、右腕を伸ばして手の甲を彼女たちに見せる。

「ずいぶんと濁ってますね」

「前に見たときはもっときれいな紋もん章しようだったよな」

　レオリアとディーヴァが身を乗り出すようにしてＹヨグの紋章に目をやる。

「高台で襲われたあとからこんなふうになっちまって」

「それって暗黒紋の使い手とやり合ったあとってことか？」

　ディーヴァに問われ、レオンは肯こう定ていするように首を振る。どうやら彼女も、僧衣の少年の襲しゆう撃げきについてはレオリアから聞いているようだ。

　レオンは左手でＹの紋章を撫なでながら昼間の出来事──敵の紋章術を吸収できなかったことを簡単に説明する。

「やはりあの、暗黒紋の極大技インフイニトを吸収したのが原因なのでしょうか？」

「……おそらくそうだと思います。あの気持ち悪い紋章術を吸収してからおかしくなったので」

「なるほどな。それで、わたしの治ち癒ゆ紋で治してほしいってわけか」

「姉ちゃんの紋章でなんとかならねえかな」

　懇こん願がんするようにレオンはディーヴァを見やる。しかし彼女は腕を組みながらうーんと唸うなるだけ。チェルシーに負けず劣らずの巨乳のため、組んだ腕の上に胸が乗っかり、なんともいえない色っぽい仕草になっている。

「外ケ傷ガならともかく、そういったものを治すことはできないんだ。そもそもあんたのＹヨグの紋もん章しようは謎すぎてわたしなんかじゃお手上げだよ」

　半ば予想通りの答えが返ってきてレオンは小さく息を吐く。

「むしろ紋章のことだったらレオリアのほうが詳しいんじゃないのか？」

　レオリアは紋章についての研究を独自におこなっているため、ディーヴァが彼女に意見を求める。

　だがレオリアも十分に答えられるほどの情報は持っていないようで、表情をかげらせながら目を伏せる。

「Ｙの紋章も暗黒紋も不明な点が多すぎて……それに今は兄のクレインのことで頭がいっぱいなのです」

　あと一ヶ月もすればローウェン市にやってくる、とレオリアが付け加える。

　クレイン王子がローウェン市にくることはレオンも知っている。来訪の名目も地方都市の視察である。とはいえ、それは建前で本当の目的はチェルシーの誘拐で間違いない。

　一ヶ月後、クレイン王子配下の強敵と戦うことになる。その中にはおそらくあの僧衣ダルマテイカの少年もいるだろう。

「こんな状態でやり合っても分が悪すぎる」

　暗あん澹たんたる気分で不安を吐と露ろするレオン。

「わずかですがまだ時間はあります。兄が来るまでに、レオンさんの紋章のことも含めて対策を練りましょう」

「いざとなったらレオンとチェルシーは近隣の都市に逃せばいいさ」

　レオリアとディーヴァがレオンの気持ちをおもんぱかって、安心させるように提案してくれる。

「……よろしくお願いします」

　彼女たちの気づかいがありがたくて、レオンはソファから立ち上がると深々と頭を下げる。

　しかし、たった一ヶ月でどんな対策が練れるか疑問である。Ｙの紋章を再び使えるようにして、さらに顔のない男との決戦を見据えて〈炎ほのおの神性〉を探し出さなくてはいけない。

　現状ではどちらも達成が困難だった。

　──こんな弱気じゃダメだ！

　時間がなくても諦あきらめないと、ちょっと前に気合を入れたことを思い出す。

　──たった一ヶ月じゃなく、まだ一ヶ月もあると考えよう。

　レオンは少しでも前向きになるように、自分自身に言い聞かせた。
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　第一王子クレインがローウェン市にやってきたのは、レオンが立番の任務をこなし、レオリアたちに相談にいった日から三日後のことだった。

　ローウェン市の統治機関である、紋もん章しよう学園職員会、生徒会、民会（市民代表会議）にあらかじめ伝つたえられていた日程は大幅に繰り上げられていた。

　つまり、レオンがレオリアたちと話し合っていた日には、クレインは既に帝都を出ていたことになる。

　しかも彼は一万の兵を率いており、それは〈視察〉というよりも最も早はや〈侵攻〉といって差し支えないものだった。

　クレイン率いる一万の軍勢はローウェン市の外周を取り囲み、一般市民はもちろん行政区に勤める官吏、紋章学園の学生の外出を規制した。さながら軍事クーデターによる戒かい厳げん令れいの様相を呈していた。

　そしてクレインは民会の本部庁舎を拠点として陣取った。
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　クレインがローウェン市を制圧した翌朝、レオリアは行政区にある民会の本部庁舎へ単身の出頭を命じられた。

　おそらくチェルシーの引き渡しを強要されるのだろうと、レオリアは考える。そしてガルゼノン王国女王の亡命に手を貸した自分の拘束も考えているに違いない、と。

　だからといって逃げるわけにはいかないと思った。

　生徒会長として、レオンやチェルシー、シャルロットを守りたいという思いが強かったからだ。

　いざとなれば実力行使も厭いとわない覚悟である。兄のクレインは紋もん章しよう師しではない。もちろん、護衛の中には腕利きの紋章師もいるだろうが、刺し違えてでも倒すつもりである。

　現在、彼女は本部庁舎に向かって移動している。

　昨日までの穏おだやかな街並みから一転して、どこもかしこも軍人が睨にらみを利かせて物々しい雰囲気が漂う。

　しかし都市内にいる軍人はほんの一部で、大半が都市城壁の外側で待機している。

「たった一日で完全に掌しよう握あくされてしまいましたね」

　レオリアは眉み間けんにしわを刻みながら苦々しく独りごちる。

　彼女としてはクレインのローウェン市進入を阻止したかったのだが、一万の軍勢を前に職員会と民会は無抵抗での受け入れを決定し、それを覆くつがえすことはできなかった。

　チェルシーを懸かけた攻防戦において完全に後手に回ってしまったことになる。

「……なんとか間に合ってくれるといいのですが」

　口の中だけでレオリアはつぶやく。

　三日前──レオンとの話し合いのあとすぐに彼女はとある〈対策〉を取っていた。だがクレインの行動が想像以上に迅速であったため、その策が功を奏する確率はかなり低いものになってしまった。

　そう考えるうちに、レオリアは民会の本部庁舎前に到着する。

　ヤジリ状の泥どろ棒ぼう除よけのついた鉄てつ柵さくが巡っており、その向こう側がわは噴水を備えた前庭、奥に四階建ての本部庁舎があった。

　正門の隣に詰所があり、二人の衛兵が詰めていた。

　彼らはレオリアを認めると、

「ローウェン紋もん章しよう学園生徒会長、レオリア・イル・アグノリアさまですね？」

　背筋を伸ばして、その素す性じようを確認する。

「はい。クレイン・ウィル・アグノリア殿下より呼び出しを受けて参上いたしました」

　レオリアは落ち着いた声音こわねで答え、通行の許可をうながした。

　詰所から衛兵が二人とも出てきて正門を開ける。

「ご案内いたします。こちらへ──」

　そう言うと、彼らはレオリアの両脇に立って敷地内へ招き入れた。

　──エスコートというよりも罪人の連行ですね。

　衛兵の対応にレオリアは鼻はな白じろみながら前庭に足を踏み入れた。

　よく手入れのされた芝生を踏み、景観のために蔦つたを絡ませた本部庁舎の中に進む。そのまま衛兵に導かれて彼女は一階の奥にある大会議室に向かった。

　大会議室の門もん扉ぴの前には別の兵士が立っており、レオリアを認めると無言で一礼して扉を開けた。

　レオリアもねぎらいの言葉の代わりに小さく笑えむと入室する。

　部屋の中は数十人が掛けられる巨大な円卓が置かれており、入り口に相あい対たいする位置に実兄であるクレインが座っていた。

　パッと見るに、広い室内には兄一人しかいない。

　その不用心さがなんともいえず不気味で、逆にレオリアの警けい戒かい心を強く刺激する。

　と、足を組みながら気けだるげな目つきでこちらをクレインが見やる。

　レオリアと同じ黒髪に黒い瞳ひとみ、妹の自分から見てもおもわず見とれてしまうほどの美び貌ぼうの持ち主、しかしその瞳は彼の人間性を表すように冷たく、目元の深いクマがより一層の冷徹さを醸かもしている。

　それから、なぜか普段は身に着けることなどない白手袋もはめていた。

「久しいな。我が美しき愚妹、レオリア」

　クレインが口の端はしに歪いびつな微び笑しようを貼り付け、侮ぶ蔑べつの口調で声をかける。

「都市の自治権を無視して、侵略と見み紛まがうばかりの視察をなさるお兄さまほどには愚かではないつもりです」

　兄の目をまっすぐに見据えてレオリアは冷静に相あい対たいする。感動的な兄妹の再会などはあるはずもなく、既に戦いは始まっているのだと自身に言い聞かせる。

　対してクレインは鼻にかかるような息を吐くと、

「侵略とは心外だな、おれはアグノリアの王子として国こく賊ぞくを捕えにきたのだ」

「国賊ですか……」

　アグノリアの王女でありながら、敵国女王の亡命作戦に荷担したことを言っていることは明白だった。

「まず邪魔者わたしを拘束して、それからゆっくりとチェルシーさんを手に入れるおつもりなのですね？」

「愚妹の割には話が早くていいな」

　すっくと立ち上がり、クレインがレオリアのもとまで歩んでくる。

「一対一でお兄さまがわたしにかなうとお思いですか？」

　上級紋もん章しよう師しであるレオリアに対して、クレインは紋章を持たないただの人である。

「小こ賢ざかしい──」

　冷たい双そう眸ぼうでクレインがレオリアを一いち瞥べつする。さらに彼は歩を進め、彼ひ我がの距離が数メートルまで詰まった。

　──なぜあんなにも余裕があるの？

　一万の兵を率いているとはいえ、この密室でクレインがここまで大胆に行動できる理由がわからなかった。

　ただ、なんとも異様な、瘴しよう気きのようなものを彼がまとっているのを感じる。目に見えるものではなく、合理的に説明もできないが、レオリアの生存本能が戦うべきではないと強く警告している。

「氷雪の紋章──」

　レオリアは恐慌に駆られて紋章を解放する。彼女の全身を冷気が包み込んだ。

「怯おびえているな、レオリア？」

　冷徹な瞳ひとみに嗜し虐ぎやく的な色を浮かべ、ここで初めてクレインが愉快そうに笑えんだ。

「…………」

　反論したかったがレオリアは声が出なかった。

　わずかに唇が震えており、図らずもそれがクレインの発言を肯こう定ていするものとなってしまった。

「どうした？　おれごときではお前にかなわないのだろう？」

　粘着質な声音こわねでもって、いたぶるようにゆっくりと一歩を踏む。

「それ以上近づかないでっ！」

　恐怖から荒い言葉が口を衝ついた。

「……一歩さがってください。拒否されれば実力で排除することになります」

　丁寧な口調に言い直すが、クレインの愉快そうな笑えみがいや増す。

「そう怖がるな、今すぐには殺さない。帝都に送還したあと、父王ちちうえの前で処刑してやる」

　そこまで話すと、クレインが白手袋をはめた両手をスッと持ち上げる。

「翠すい嵐らんの紋もん章しよう！」

　続けて、

「轟ごう雷らいの紋章！」

　水系と雷系の上級紋章の名を叫ぶや、クレインの全身が帯電して、さらにはかぶせるように水流が巡り出す。

「双紋ダブルギツド……!?」

　レオリアは目の前でなにが起こったのか理解できず、しかし唇だけは的確な言葉を選び出していた。

　──なぜお兄さまが紋章を宿しているの？

　内心で疑問を呈するだけで、彼女はその光景を呆ぼう然ぜんと眺めることしかできなかった。

　そんな中でクレインが目を細め、

「おれがこれから手に入れる力はこんな程度ではない。このクレイン・ウィル・アグノリアはＹヨグの力を得て、万ばん物ぶつの理を超越するのだ」




　レオリア・イル・アグノリアが国家反逆の罪状で、クレイン王子に逮捕された報はその日のうちにローウェン市を駆け巡った──。
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　同日、深夜──。

　男子寮の自室の窓をコツコツと叩たたく音でレオンは椅子から立ち上がる。

　現在、戒かい厳げん令れい下により学生は寮から出ることを禁じられており、クレインの不意打ちのような視察にレオンとしても有効な対策を取ることができず、寮内での待機を余よ儀ぎなくされてしまった。

　さらに、レオリアが逮捕されたことはレオンも夕食時の食堂で知った。クレインから派遣された行政官が、レオリアが反逆罪で拘束されたことを告げたのだ。

　続けて行政官曰いわく、今回のクレインの視察における真の目的は、ローウェン市内でレオリアと結託する反体制派の一斉摘発であり、学生諸君に危害が及ぶことはないので安心してほしいとのことである。

　それを聞きながらレオンはおもいきり悪態をつきたい気分だった。

　クレインの真の目的は言わずもがなのチェルシーの奪だつ取しゆであり、反体制派の摘発云うん々ぬんは体のいい〈偽装用物語カバーストーリー〉に過ぎない。

　すぐにでもチェルシー、シャルロットと合流したかった。できればレオリアも救出して安全な場所まで逃げたかったが、学園内をうろつく兵士が予想以上に多く、思うように行動を起こせなかった。

　そんな折、食堂から自室に戻ると、窓の隙すき間まに紙し片へんが差し込まれていた。

　紙片の内容を要約すると、警備の手薄になる深夜にチェルシー共々助けにいくとのことだった。

　宛あて名なはなかったが、おそらく生徒会の学生が危険を顧かえりみず来てくれたのだと思う。

　そして今、まさに紙片に書かれた通りに窓を叩たたく者が現れた。

　薄手のカーテンを少しだけ開くと、窓の外にローブを頭まですっぽりとかぶった二人組が立っていた。

　異様さから一瞬レオンは身構えたが、よくよく見ると眼鏡をかけた女子生徒──メルシャとチェルシーの二人だった。

　メルシャが手振りだけで出てくるように指示する。

　レオンは小さくうなずくと、短剣ダガーと首飾り、革袋に入れておいた現金など最低限のものだけを手にして窓を開いた。

　ちなみにレオンの部屋は男子寮一階の奥にあり、寮裏の雑木林に面しているため目立ちにくいのが利点だった。

　そのまま彼は窓枠に足をかけて外に出る。

　音を立てずに地面に降りると、チェルシーがキュッとレオンの服の裾すそを握った。

「……レオン、無事だった？」

　青白い月明りが、彼女の心配そうな顔を浮き上がらせる。

「おれはなんともない。チェルシーこそ大丈夫だったか」

「うん。メルシャさんのおかげで」

　声のトーンは低かったが、パッと見には特にケガなどはしていないようだった。

「まずこのローブを着てください」

　そこでメルシャが入ってきて男性用のローブをレオンに差し出す。

「深夜とはいえ、まだまだ見張りが警けい戒かいしています」

　言われるがままに受け取り、レオンはローブを身に着ける。

　それを確認してメルシャが再び口を開く。

「状況は最悪です。レオリアさまは捕まり、役員の方たちも軟禁されています。わたしのような一般会員ですら監視の目が厳しくて……」

　どうやら彼女も命いのち懸がけで助けに来てくれたようだと、レオンは内心で感謝する。

「これからどうするんですか？」

　小声でレオンはメルシャに指示を仰ぐ。

「現状選べる選択肢はほとんどありません。市内のどこかに潜伏するか、ローウェン市から脱出するかです」

　メルシャが回答するように二つの案を提示する。

「でも前者なら隠れ家が必要になるし、後者だと一万の兵の包囲網を突破しなくちゃいけないですよね？」

　反論というわけではないが、レオンは欠点を指摘する。

「……一万人なんて相手にできないから、どこかに隠れるしかないわね」

　それを受けてチェルシーが前者を選択した。

　確かにその選択しかないだろうとレオンも思う。先の亡命作戦ですら千人の大軍に四苦八苦していたのだから。

　しかしメルシャが小さくかぶりを振る。

「選ばせるような言い方をしてしまいましたが、生徒会としてはあなた方をローウェン市から逃がす計画を立ててあります」

　そういえば数日前に、ディーヴァも「近隣の都市に逃せばいい」と言っていたことをレオンは思い出す。

「たった三人でどうやって一万人と戦うのよ」

　ひとりチェルシーが心細そうにつぶやく。

　それはレオンも同感だった。現在の戦力では百人の包囲網ですら突破できる自信はなかった。

「戦う必要はありません。こういうときのための脱出ルートが存在します」

　メルシャがレオンとチェルシーの顔を交互に見やり、

「地図にもあえて載のせていない大昔の地下下水道を通ってローウェン市の外に出ます」

　彼女の説明によると、学園に点在する井戸の内一つだけ枯れ井戸があり、そこから下水道にいくことができるという。その枯れ井戸も本館校舎の裏にあるそうで、本館校舎なら男子寮からそれほど離れていない。

「よし、それじゃあ早速……」

　希望を得てレオンは二人に移動をうながそうとして、重大な違和感を覚える。すぐにそれの正体に気づく。

「なあ、シャルロットがいねえんだけど」

　緊急事態だったため、この瞬間までシャルロットの存在を見落としていた。

　チェルシーが辛つらそうな表情をレオンに向ける。

「シャルロットは置いてきたの……これ以上迷惑かけたくなかったから」

　消え入りそうな声でチェルシーが報告する。

「……そうだな」

　レオンもその言葉に納得していた。

　これ以上はもうシャルロットを巻き込むべきではないと思った。自分たちと行動を共にしなければ彼女が危害を加えられることも、まして死ぬこともないからだ。それでなくても、最近の彼女は精神面で不安定になっている。

　むしろ反逆罪で拘束されているレオリアのほうが命にかかわりそうで心配だった。

「でも会長はできれば助けたい」

「うん──」

　チェルシーも思いは同じようで同意する。

　しかし。

「いきましょう。機を逃したらすべてが台無しになります」

　メルシャがレオンたちから顔をそむける。そして有無を言わさぬ口調でもって本館校舎へと歩いていく。

　彼女のほうがよほどレオリアを助けたいのだろうに、自分たちのためにその気持ちを堪こらえてくれていることに思い至り、レオンはチェルシーの手を引くと黙ってその背中を追いかけた。




　本館校舎までは見張りの兵士に気づかれることなく到着した。

　裏手に回って枯れ井戸も見つけ、周囲に気を配りながら、あらかじめメルシャが近くの茂みに隠しておいた縄なわ梯子ばしごと角灯ランタンを使って降りた。

　井戸の底に横穴が開いており、やや窮屈であったが、そこを五、六十メートルも進むと旧下水道にぶつかった。

　ローウェン市の近くを流れるノルガヴォ川の下流域に、浴場や噴水、公共便所の廃水を流すためのものだった設備である。

　それがある時期に要人の避難経路として採用され、都市の詳細地図にも記載しない、まさに秘密の通路になった。

　新下水道も造られ、今やこの旧下水道を知る者はローウェン市のごく一部の有力者だけだという。

　そんな旧下水道を三人は歩いていく。

　廃水はもはや流れていないので通路自体は乾いているが、空気の通りが悪いためか、饐すえたとても嫌な臭いが充満している。

「メルシャさん、ここから出たらおれたちどこにいけばいいんですか？」

　先頭を歩くメルシャにレオンは問いかける。

「…………」

　だが返答はなく、彼女が手にする角灯ランタンの淡あわい光だけがユラユラと揺らめき、周囲の闇やみを申し訳程度に切り取っている。

　聞こえなかったのだろうかとレオンがもう一度声をかけようとしたとき、

「ねえ、前にもなにか光ってる……」

　チェルシーが立ち止まってレオンの服の裾すそを軽く引いた。

　レオンとメルシャも歩くのをやめる。

　それからレオンは前方に目を凝こらす。数十メートル先にも揺らめく光源があるのを見つけた。

「誰かいるのか？」

　そうつぶやく内に段々と光が近づいてきて、徐々にその輪郭がはっきりと形作られていく。

　どうやら前からやってくるのは二人のようだ。

　互いの距離がさらに詰まった瞬間、レオンは愕がく然ぜんとして我が目を疑った。

「シャルロット……？」

　目の前に現れたのは角灯を掲かかげた銀髪の幼おさな馴な染じみだった。さらに彼女の一歩後ろには、あの僧衣ダルマテイカの少年がいた。ただ暗がりだからだろうか、以前戦ったときに比べて幼く見えた。

　とはいえ、その組み合わせの奇妙さにレオンの頭はうまく回らず、若じやつ干かんの混乱から行動がとれず身体からだが固まってしまう。

「……ごめんなさい」

　そんなレオンの耳元でメルシャの消え入りそうな声が聞こえた。

　え？　と思うや、彼女が歩を進めてシャルロットたちの前に移動する。そして僧衣の少年に相あい対たいした。

「レオン・カーター、チェルシーの二名を連れてきました」

　対して少年は大様に構えながらねぎらいの言葉をかける。

「ご苦労さまです。あなたのおかげで無事、Ｙヨグの娘を捕えることができますね」

　二人のやり取りから、自分たちが嵌はめられたことを知ってレオンは声を張り上げる。

「メルシャさん、おれたちを裏切ったんですか！」

　だがメルシャがこちらに振り向くことも、釈明することもない。代わりに僧衣の少年が涼しげな微び笑しようと共に口を開く。

「ローウェン市は広いですからね、変に逃げられれば厄介ゆえ、彼女に連れて来るように頼んだのですよ」

「テメエに訊きいてるんじゃねえ！　メルシャさん、答えてください」

　レオンは再度メルシャに声をかけるが、彼女がこちらに振り向くことはない。

　少年に向かい合ったまま、

「約束通りレオリアさまを解放してください」

　強い意志の宿る声で訴える。

　メルシャの裏切り行為が、レオリアを救うためだというのが間接的にわかる。

「ふむ。参りましたね。彼女の処遇はクレイン王子殿下が決めることで、身にはどうすることもできないのですよ」

　含み笑いと共に、少年が大きく開いた僧衣ダルマテイカの袖そで口ぐちに手を入れる。

「約束が違います！　ちゃんと救きゆう済さいをしてくれるというから」

「ええ、それはもちろん違たがえることはない。救済はいたしましょう」

「だったら早く……!?」

　メルシャの声が途中で途切れる──少年が袖口から暗器よろしく取り出した小剣で、彼女の腹部を突き刺していた。

「……ど……どうし、て……」

　空気が抜けるような息を一つ、メルシャがその場に崩れ落ちた。

「ふ、ふざけるな!!」

　瞬間的に頭に血がのぼり、レオンは僧衣の少年めがけて躍おどりかかる。

　敵との距離が一気に詰まった刹せつ那な、シャルロットが流れるような動作でレオンの軸足を払った。

　勢いがついていたこともあり体勢を持ち直すことができず、レオンは横倒しに倒れる。

「なにを怒っているの、レオン？」

　シャルロットが艶えん然ぜんとした笑えみでレオンを見下ろす。

「お前こそなに笑ってんだよ。メルシャさんが殺されたんだぞ」

　レオンは腹筋に力を込めて起き上がろうとする。

　が、いつの間に顕けん現げんさせたのかシャルロットが長剣ナイトソードを握っており、その切っ先がレオンの喉のど元もとを捉えていた。

　身動きができずレオンは小さくうめく。

「殺した？　猊げい下かは約束を守って彼女の魂を救済したじゃない」

　なにを怒ってるの？　と言わんばかりにシャルロットが怪け訝げんな顔をする。

　しかしレオンとしては、意味不明な価値観に染まる幼おさな馴な染じみにこそ異常性を感じて、胸中に狼ろう狽ばいの感情が湧き上がる。

「レオン・カーターよ、彼かの者の魂は業ごうより解き放たれ、確かに救きゆう済さいされたのですよ。悲しむことも憤ることもありません」

　僧衣ダルマテイカの少年もレオンを見下ろしながら諭さとすように声をかける。

「ただの人殺しじゃねえかよ！」

　途と端たん、喉のどに長剣ナイトソードの切っ先がかすかに食い込み、鋭い痛みが走った。

「レオン、猊げい下かへの無礼はダメよ。ちゃんと謝って」

「バカなこと言うなよ……」

　再び喉に長剣の切っ先が沈み、その鋭敏な痛みにレオンはうめく。

「レオン？」

　光のない瞳ひとみで見下ろしながら、シャルロットが再び謝罪をうながす。

「や、やめて、シャルロット──」

　レオンの視界には映らないが、チェルシーの悲痛な声が聞こえた。

「あら、チェルシー」

　シャルロットが顔を上げる。おそらくチェルシーのほうを向いたのだろう。

「心配しなくても大丈夫よ？　謝れば猊下は許してくれるから。さあ早く謝りましょう……」

「シャルロット・エスターレ、その者は身にくだることはないでしょう。とはいえ、今後のことを考えればまだ救済するわけにもいかない」

　僧衣の少年の声も聞こえる。

「嘆なげきなさい！　虚空ニキリタ」

　続いて発動句とおぼしき詠えい唱しようが耳を打ち、ほぼ同時に紫色にほの光る霧きりが充満して、レオンを包み込んだ。

　痛みはないが、意識が急速に閉じていき、思考がうまく紡つむげなくなる。

「ぐうぅ……」

　歯を食いしばって耐えようとするが、そんな努力もむなしくすぐにレオンは意識を失った。
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　冷たいなにかがほおを打ち、レオンは目を覚ました。

　彼はボンヤリとした意識の中で周囲を見渡す。石造りの室内、申し訳程度に敷かれた藁わらの上に自分は横たわっており、目の前には鉄格子が嵌はまっている。

　と、天井から水滴が落ちてレオンのほおを打った。

　そこでやっと記憶が活性化して、地下下水道から脱出を図ったこと、だが僧衣ダルマテイカの少年によって気を失わされたこと、そしてメルシャが殺されたことなどが目まぐるしく頭の中を巡る。

「……メルシャさん」

　レオンはメルシャの最さい期ごを思い出して辛つらい気分になる。彼女は自分たちを裏切った人間に違いないが、レオリアを救うための苦く渋じゆうの決断だったのだろうと考えると恨みよりも悼いたむ気持ちのほうが湧いてくる。

「せめてチェルシーが無事でいてくれれば」

　祈るような気持ちでつぶやくとレオンは起き上がる。それから、ケガなどをしていないか軽く身体からだを動かしてみた。

　手足を軽く振り、屈伸、上半身を左右にひねる──痛みなどはなく、身体をサッと見るに出血しているところもなかった。

「だけどいろいろなくなってるな」

　首に手をやるが、男子寮を出るときに身に着けてきた首飾りがなくなっていた。腰にさした短剣ダガーと現金を入れた革袋も。

　服装も寮を出たときの学園の制服だけで、その上から着用していたローブは捨てられたのかなくなっていた。

「早く出たいけど、ここって牢ろう屋やだよな……」

　太い鉄格子がガッチリと嵌っており、まともな寝具もなく、隅には便所の代わりなのだろう異臭を放つ桶おけが置かれている。否いやが応でも自分が罪人として扱われているのが理解できる。

　室内は自分一人しかいない。鉄格子の隙すき間まから周りを窺うかがうと、明かりを絞った角灯ランタンの弱い光の中、似たような造りの牢ろうが並んでいるのがわかる。

　だが左右の牢には誰もいないようで人の気配はなかった。

「静かだな」

　レオンはポツリとつぶやく。

　そのときだった。かつんかつんという足音が響いてきた。徐々に音が大きくなり、誰かがこちらに向かってきていることがわかる。

　しばらくののち二人の男がレオンの前に現れた。

「誰だ……？」

　ひとりは僧衣ダルマテイカに身を包んだ、十歳過ぎの幼い顔つきの少年──目鼻立ちからして前に自分を襲ってきた少年で間違いないと思うのだが、あのときは十五、六歳ほどの年齢だったはずだ。

「……なんで前よりも子供っぽくなってるんだ」

「ふむ。ワイグよ、貴様また少し若返ったな」

「レオン・カーターを捕えるのに紋もん章しよう術を使いましたれば」

　レオンの疑問に反応するように、もう一人の男──長袖の上着コタルデイに毛皮を羽織り、黒髪で、目元に深いクマが浮いている美青年が僧衣の少年に何事かを囁ささやいた。

　小声なのでなにを言っているのかは聞こえなかった。

　それから青年が、鉄格子ごしにレオンを見下すような目つきで見る。

「コレがレオリアの飼い犬か」

　向こうは自分を知っているようだが、レオンはこの美青年を知らない。そんな初対面の相手にコレ呼ばわりされて腹立たしさを覚える。

「あんた誰だよ」

　クマの浮いた、ゾッとするほど冷たい青年の目をレオンは睨にらみ見据える。

「貴様は自分の国の王子の顔も知らんのか？」

「……王子？」

　レオンの脳裏に、レオリアの政敵でもある第一王子の名前が浮かんだ。

「クレイン・ウィル・アグノリア──」

「駄犬、貴様程度が軽々しく呼んでいい名ではない。わきまえろ」

　美青年──クレインが腰に吊つっている小剣に手を置き、

「レオリアの犬をひと目見に来ただけだったが、いっそここで殺してしまおうか？　王族への不ふ敬けいならば処刑の理由にもなろう」

「殿下、ご寛かん恕じよでもってお収めくださりますよう」

　クツクツと老人じみた笑いを上げて僧衣の少年が一歩前に出る。

　見た目は少年なのに、醸かもし出す不気味な雰囲気は、冷徹な空気をまとうクレインを凌りよう駕がしているとレオンは思った。

「なぜかばう」

　クレインが少年に首を巡らす。

　対して少年は相変わらずの老成した笑えみを浮かべて答える。

「前のときはそれで失敗しましたもので」

「前のときだと？」

「我らが無む貌ぼうなる神がレオン・カーターを殺してしまったがためにＹヨグの娘が暴挙に出てしまったのですよ」

　訝いぶかしげな目つきになるクレイン。少年がなにを言っているのか理解できていないようである。

　しかしレオンは反射的にその言葉にピンとくるものがあった。

　──前のときにレオン・カーターを殺した……。

　それはウィンチェスター文書で何度も読み返した情報──前の世界での絶望的な結末、顔のない男との最終決戦での敗北の話であると直感する。

　そしてそれを知っているということは……、

「お前も教官と同じで時間を遡さかのぼってきたってことか」

　目の前の少年に向かって真実に迫る決定的な一言を放った。

　一瞬の静せい寂じやく。

　ついでそれを打ち破るように哄こう笑しようする──先ほどまでの低い笑いとは打って変わって、高らかに、さも滑こつ稽けいだといわんばかりに僧衣ダルマテイカの少年が激しく笑い出したのだ。

「なにがそんなにおかしい！」

　怒りよりも気持ち悪さが先立ちレオンは声を荒げる。

　だが少年の哄笑はいよいよ激しくなる。滑稽なる者を蔑さげすむように、無知なる者を憐あわれむように、その高笑いは牢ろう獄ごく内を満たしていく。

　しばらくの間笑い続け、やっと笑うことに飽あいたようで、

「なるほどなるほど、レオン・カーター……あなたにとってはオズワルド・ウィンチェスターと言ったほうがいいですね。あなたは彼が時間を遡ってやってきたと思っておいでなのでしょう」

　愉快そうに何度もうなずく。

「ええ、ええ、ただの人間の思考力ではそれが限界でしょうとも。なにが起こったかなど正確に理解などできようはずもない。なれば一つだけ真実をご教授いたしましょう──オズワルド・ウィンチェスターは時間を遡ってなどおりませんよ」

　饒じよう舌ぜつに語る少年に、レオンは眉まゆを寄せる。

「……時間を遡ってない？　じゃあ教官はどうやって……ていうか、お前は一体何者なんだ」

「身でございますか？　……ふむ。いいでしょう。身は」

「ワイグよ、おれは貴様のことになど興味はないぞ？」

　二人のやり取りについていけない疎外感からか、クレインが話を打ち切るようにうながした。

　途と端たん、僧衣ダルマテイカの少年──ワイグが恭うやうやしくひざまずく。

「これは身としたことが殿下の御前で戯たわむれがすぎましたな」

「もういい。戻るぞ。犬の相手をしているくらいなら、Ｙヨグの娘を愛めでているほうがまだマシだ」

　クレインの何気ない一言にレオンは食らいつく。

「チェルシーはどこにいる！」

　ワイグとのやり取りでチェルシーの安否を脇にやってしまっていた。そう、今は少年の正体よりも彼女のことを第一に考えなくてはいけない。

「Ｙの娘より自分のことを心配したらどうだ」

　興が失うせたというように気けだるげな眼まな差ざしで一いち瞥べつすると、

「今は生かしておいてやろう。だがおれがＹの力を手に入れた暁あかつきにはレオリア共々処刑してやる」

「死が累るい々るいとしておりますな」

　クレインの声に続くようにワイグがレオンに声をかける。

「お気づきか？　レオン・カーター、あなたを中心に死が渦巻いている。オズワルド・ウィンチェスター、カロン・ロッドマンはあなたのせいで死んだ。そしてレオリア・イル・アグノリアも死ぬ」

　少年は口の端はしを歪いびつに吊つり上げ、

「あなたがＹの娘と出会わなければ誰も不幸にならなかったものを──あなたが死を運んでいるのですよ？　あなたは誰も守ることなどできない。あがけばあがくほど誰かが死ぬだけです」

「ふ、ふざけるな!!」

　仲間の死を引き合いに出され、瞬間的にレオンの頭に血がのぼる。しかもワイグの言う「あなたのせいで死んだ」という部分が彼のトラウマを刺激する。

　思わず鉄格子を握りしめてこじ開けようとするが、当然人間の膂りよ力りよくではビクともしない。

「……こんなもの。煉れん獄ごくの紋もん章しよう！」

　紋章を解放する。そのまま炎ほのおで溶かしてやろうと考える……が、なんの反応もない。本来なら全身を紅ぐ蓮れんの炎ほのおがまとわり、自由に炎を操ることができるはずなのに。

　ハッとしてレオンは自身の左手の甲に目をやる──Ｙの紋章同様、紋もん様ようが黒ずんで濁っていた。

「あなたの紋章は身の暗黒紋で封じさせてもらいましたよ」

　その言葉にレオンは立ち眩くらみのような感覚に陥おちいる。自分の持っている力のすべてを剥はぎ取とられたのだ。声も出せず、まじまじとワイグを見つめることしかできなかった。

　動揺から身動きできずにいるレオンにワイグが続ける。

「レオン・カーター、運命を受け入れなさい。次の新月の晩にすべてが決します。そのときまでおとなしくしていることです」

「なんにせよ、貴様はもう詰みだ。出来ることはなにもない。尻尾しつぽを振る相手を間違えた愚を呪のろえ」

　それを最後にクレインとワイグがもと来た道を帰っていく。

「待て！　ここから出せ!!　チェルシーに会わせろ」

　レオンは鉄格子を握りしめて咄とつ嗟さに叫んでいた。

　が、彼の声は角灯ランタンの光の届かないほの暗い通路に掻かき消きえていった。

「待てよ！　待て……」

　徒労感からレオンはその場に膝ひざをついた。

　ローウェン市がクレインの手に落ち、レオリアも拘束され、もはや形勢を逆転させることは不可能なように思えた。

　そして呪じゆ詛その言葉のようにレオンの頭の中でワイグの声がこだまする。

『あなたは誰も守ることなどできない。あがけばあがくほど誰かが死ぬだけです』

　ワイグの声と共に、レオンの脳裏にオズワルドとカロンの無念の最さい期ごがよみがえる。

　さらに容赦なくワイグの声が響き渡る。

『カロン・ロッドマンはあなたのせいで死んだ』

　声と同時にカロンの儚はかなげな顔が浮かび、レオンは両手で頭を押さえながら身み悶もだえる。動どう悸きが激しくなり、荒々しい呼吸を繰り返す。

「……おれのせいで」

　絶望的な状況に、レオンの心は徐々に自責の念で押し潰つぶされていった。





　　　　２






　チェルシーは柔らかなベッドの上で目を覚ました。

　上半身だけ起こしてグッと伸びをすると、彼女は口元に手を当てて小さなあくびもする。桃色の髪が軽やかに躍おどった。

　気持ちのいい倦けん怠たい感かんが身を包み、ボンヤリとした意識の中で周囲を見渡す。

　今自分は天てん蓋がい付きの豪華なベッドに寝ているというのが分かった。絹のレースも掛けられており、まるでお姫さまの寝台みたいだと思った。

「……ここどこだろ」

　レースを左右に引いてチェルシーは室内も見渡してみる。

　それほど広くはないが清潔感のある部屋──籐とうの椅子と丸机が置かれ、大きな窓からは柔らかな陽ひ射ざしが差し込んで床に陽ひだまりを作っている。

　さらに、丸机には水差しとグラス、色とりどりの果物を乗せた銀製の器うつわが置いてあった。

「美お味いしそう」

　きゅうぅとお腹なかが鳴り、チェルシーはベッドから起き上がって丸机まで歩く。

　銀の器に盛られている果物──その中でも真っ赤で、自分の顔が映りそうなくらい磨かれたリンゴに目がいった。

「食べてもいいのかな──」

「どうぞ、お好きなだけお召し上がりください」

　突然、声をかけられてチェルシーは顔を上げる。

　丸机の対面の椅子に、僧衣ダルマテイカをまとった少年が穏おだやかな微び笑しようでもって座っていた。先ほどまで誰もいなかったはずなのに……。

　そして、そこでやっとチェルシーの記憶が活性化する。

「……あたし地下の下水道で」

　レオンたちとローウェン市を脱出するために下水道を進んでいたのに、この僧衣の少年とシャルロットに阻はばまれたのだ。

　それによってメルシャは殺され、レオンと自分は気を失った。

　チェルシーはハッとする。

「レオンは？　ねえレオンはどこにいるのよ」

　今この部屋には自分と少年の二人しかいない。レオンも別室で無事なのだろうか？　それとも……。

　チェルシーの手のひらに嫌な汗が滲にじんでくる。

　メルシャ同様に殺されたのではないかという不吉な想像をしてしまう。目の前の少年は人の命などなんとも思っていないような人間なのだ。少なくともメルシャを殺すときに、この少年はなんの躊ちゆう躇ちよもしなかった。

「ねえ答えて！　レオンはどこにいるの!!」

　思わず声を荒げてチェルシーは少年に迫っていた。怒りが不安と恐怖を一時的に上塗りしている。

「貧民街スラムに隣接した監獄でございますよ」

　勿もつ体たいぶることもなくしごく呆あつ気けなく答えると、少年は相変わらずの笑えみでチェルシーを見やる。

「それにしても、人間などに好意を寄せるとは。Ｙヨグの血統としての自覚を持っていただきたいものでございますね。あなたさまは〈神〉なのでございますよ？」

　少年が笑みを浮かべたまま、だけれど目つきだけは怖いくらい真剣にチェルシーを見つめる。

「人と睦むつび合うなど言ごん語ご道どう断だんでございます。あなたさまは〈神〉であり、〈万ばん物ぶつの真理〉、〈森しん羅ら万ばん象しよう〉でございますれば、御おん身みの神性についてゆめゆめ忘れられぬよう」

「ち、違う。あたし、神さまなんかじゃないもん。レオンと一緒にいたいだけだもん」

　普段は高貴だのなんだのと言っているチェルシーも、内心では自身の存在の不可解さに不安を募らせている。それゆえの高飛車な態度だが、実際に自分を〈神〉だとか、〈支配者〉などという選民的な思想は持っていない。

　チェルシーの願いは仲間との穏おだやかな日常である。もちろん、父親に会いたいという渇かつ望ぼうはあるが、徐々にこの場所こそが彼女の居場所となりつつあるのだ。

　そして父親の存在に匹敵するほど、レオンのことが彼女の中で大きなものになっている。それにまだ告白の返事を聞いていない……。

「お諦あきらめください、我らが姫よ。レオン・カーターとあなたさまとでは住む世界が違うのですから。次の新月の晩、あなたさまをお父上のもとにお連れいたしましょう」

　少年が立ち上がり、丸机を横切ってチェルシーの前まで移動する。それから、苦労して手に入れた貴重品を愛めでるように、両手で彼女の手を握り込んだ。

「嫌っ！　あんたみたいなやつと一緒にいきたくない。パパのところにはレオンに連れていってもらうんだから」

　拒絶するようにチェルシーは少年の手を払い、後ずさって彼と距離を取った。

　僧衣ダルマテイカの少年が残念だと言うふうに緩ゆるやかに首を振る。

「よろしいのか、姫よ？　その愛いとしいレオン・カーターは身の手の内にあれば、あなたさまの返答次第ではいかようにもできるのでございますよ。いっそ生なま爪づめの一枚、いや眼球の一つでも土産みやげとして持参すればよろしかったか？」

「……!?」

　明確な脅し文句だった。しかしこの少年は迷わず人を殺すことができる。自分がかたくなな態度を取り続ければ、脅しをそのまま実行に移すことも厭いとわないだろう。

「卑ひ怯きよう者もの──」

　チェルシーは唇を噛かみながら、怒りを湛たたえた瞳ひとみで僧衣の少年を睨にらみ見据える。

　少年はうんうんと満足げにうなずき、

「ご同意いただけて恐悦至極にございます。それでは身はひとまずご無礼させていただきましょう」

　片手を大仰に前に出して深々と腰を折ると、少年の身体からだを深しん淵えんからの闇やみが包み込む。そしてチェルシーがまばたきをする間もなく、彼の身体は闇と共に霧む散さんした。

「……一体なんなのよ、あいつ。気持ち悪い」

　チェルシーは緊張が解けておもわずその場にうずくまった。

　しばらくそうしていたが、少しずつ気分が落ち着き、ゆっくりと立ち上がる。それからフラフラとベッドまで戻って仰あお向むけに倒れた。

　精神的な疲労から空腹感は失うせて、ふかふかの寝具に沈み込みながら彼女は目をつぶった。

「レオン──」

　愛いとしい人の名をチェルーは口の中でつぶやいた。

「あんたが無事でいてくれるならあたしはなんだってやる……だからお願い、どうか無事でいて」

　それは祈りの言葉だった。

　事実、チェルシーはレオンが傷つかずにいてくれるのなら、利用されるとわかっていても奴やつらの言うことに従ってもいいと思った。

「……怖い」

　シーツを握りしめながら彼女は今の自分の心を支配する感情を吐と露ろする。

　彼女を苛さいなむのは恐怖の感情──しかしその恐怖は、囚とらわれた自分がこの先どうなるかわからないからというものではなく、レオンが既に殺されていたらどうしようというものである。

　ただレオンを失うのが怖かった。

　自分は殺されてもいいからレオンだけは生きていてほしい。彼がいない世界など想像もできないと思った。

　もしも命を量る天てん秤びんがあるのなら、自分の命よりレオンのそれのほうが確実に重いだろうと確信する。

　こんな気持ちは初めてのことだった。

　これが誰かを好きになるってことだろうかと考える。

　それから、そもそも自分はいつからレオンのことを好きになったのだろうと、不意にそんなことが頭の中を巡った。

　聖堂地下で出会い、Ｙヨグの紋もん章しようが宿っていたために主従の関係になり、運命によって自分を守ってくれる少年──。

　最初は仲間としての感情すらなかった。

　スケベでいやらしいことを言う蒼あお髪がみの少年のことが苦手だった。

　でも父親を探して迷子になった自分を迎えに来てくれた。父親のもとまで連れていくと約束してくれた。見知った人間の一人もいない世界で、彼の言葉は自分にとって救いの言葉だった。

　たぶんそのときから惹ひかれはじめたのだと思う。

　レオンはいつも一生懸命だった。

　前だけをまっすぐに見つめて、戦って、ボロボロになって、それでも諦あきらめずに前に進もうとする。

　ガルゼノン王国の小しよう砦とりでにだって命いのち懸がけで助けに来てくれた。独りぼっちにはさせないと言ってくれた。その言葉で胸が熱くなった。

　そしてその胸の熱はときめきとなって、自分がレオンにとっての特別でありたいと思うようになったのだ。

　そこまで考えてチェルシーは恥ずかしさでちょっとだけ身み悶もだえる。

　筋立てて思い出していくと、自分がとてもチョロイ女だということをまざまざと思い知らされてしまう。

「でも好きになっちゃたんだからしょうがないじゃない！　お風呂のぞきの変態だけど、それはあたしに興味を持ってくれてるってことだし、あれで意外と真面目まじめだし、笑った顔は結構かわいいし……とにかく大好きなんだもん！」

　言い訳するように、だけどのろけるようにひとりの部屋で声を大にしてレオンのことが好きであることを叫ぶ。

　そうするうちに段々と心の奥底から力が湧いてきた。

　先ほどまで怯おびえていたこと──レオンを失うのが怖いという気持ちに怒りの感情が頭をもたげてくる。

「あたしはなに気弱なこと考えてたのよ！」

　チェルシーはむくりと起き上がる。

「確かにレオンを失うことは怖いわ。でもなにもしないで震えているうちにすべてが終わっちゃうことのほうがもっと怖いじゃない」

　自分自身に喝かつを入れるように言葉を紡つむぐ。

「好きになったから弱くなるなんてナンセンスよ！　誰かを好きになったら強くならなくちゃダメなのよ！」

　半分はこの絶望的な状況において自分を鼓舞するため、もう半分は守られているだけのお姫さまから脱却したいという彼女の強い意志だった。

「……レオンは牢ろう獄ごくにいるって言ってたわよね」

　チェルシーの中でレオンを助けにいこうという思いが強くなる。

　でも、自分一人でどうやってレオンを助ければいいのだろうと不安になる。

「生徒会長も捕まってるし、シャルロットも別人みたいになっちゃった……」

　味方らしい味方がいないことに心細さが先立ってしまう。

「だけどこんなところでジッとしてるなんて我慢できない」

　とにかくここから脱出しようと考える。

　あの僧衣ダルマテイカの少年が約束を守ってくれる保障なんてないのだから。むしろこんな場所で自分がおとなしくしていれば、レオンはもう用無しということで殺されてしまうかもしれない。

　そんな想像をしてしまえば、いよいよレオンを助けにいかなければと焦しよう燥そう感にお腹なかの辺りが疼うずいた。

「まずここが何階なのか確かめなくちゃ」

　チェルシーは窓際に移動すると、両開きの大きな窓を開いて上半身を乗り出した。

　階下を眺めてここが建物の三階だということを確認する。高さは十メートルほどだろうか？　さらに窓の外には、下町の集合住宅アパートメントなどとは真逆の広大な敷地を持った豪邸が散見され、ここがローウェン市でも貴人が住む山の手地区エリアなのだと理解できた。

　次に彼女は部屋の扉まで歩き、ドアノブを回す。が、予想通り、外側から施錠されており開くことはなかった。

「……やっぱり窓から逃げるしかないわよね」

　扉を解かい錠じようできるほどの道具ツールも技術もチェルシーにはない。だが、カーテンやシーツを結び付けてロープを作ることはできる。

　そう考えて、改めて窓辺に寄り、チェルシーは愕がく然ぜんとする。よく見れば窓にカーテンなど取り付けられてなかったのだ。おそらく、彼女がこういう行動に出ることを予測して、あらかじめ取りはずされていたのだろう。

　ベッドのシーツだけでは長さが足りず、天てん蓋がいから掛かるレースでは強度に不安があるので使えない。

　呆ぼう然ぜんとしながらチェルシーは窓から階下をのぞき込んだ。

　──いっそ飛び降りてみる？

　すぐに、十メートルの高さから飛び降りるのは、たとえ地面が芝生でも現実的ではないと自じ嘲ちよう気味にため息をついた。

　しばらくぼうっと窓の外を眺めていると、ソレに気が付いた。

　自分の部屋から二部屋ほど先に、煉れん瓦が製の雨あま樋どいの管パイプが外壁に取り付けてある。管は地上まで伸びており、伝つたっていけば降りることができそうだ。さらに建築様式なのか窓の下には張り出しがあり、それを足場にしてヤモリのように壁に張り付けば移動できそうだった。

　とはいえ、昼間では警備の人間に見つかる恐れがあるので、決行するなら夜になってからだろう。

　そしてチェルシーは意を決した顔をすると、

「あたしは絶対にレオンを助ける──」

　自身の思いを静かに口にした。




　深夜──。

　草木も眠るような時間になってチェルシーは脱出を決行する。

　まず暗くら闇やみに目を慣らして、彼女は窓枠を乗り越えた。足場の張り出しは片足分の幅しかないので慎重に移動しなければ落ちてしまう。

　下を見ないようにしながら外壁にペタリとくっついて、チェルシーはすり足でゆっくりと雨あま樋どいまで進む。

　途中、初秋のやや冷たい風が吹き抜けて思わずブルリと震えた。

「……寒いわね」

　彼女が身に着けているのは学園の制服（夏服）だけである。メルシャからもらったローブはこの部屋で目覚めたときにはなくなっていた。

　肌寒さを我慢しながら進む。ズリズリと身体からだを外壁に擦すりつけて、野や暮ぼったくダサく移動する。

　これが物語の主人公ならもっと颯さつ爽そうとカッコよく行動できるのにと思った。

　そして急に可お笑かしくて笑いが込み上げてくる。

　神さまといってもこんな程度の高さでビビって怖々としてしまうのだからだ。

「あたしなんてただの人間と同じじゃない。ただの人間なら──」

　つぶやきながら、チェルシーは気分が高こう揚ようしていくのを感じる。

「レオンと同じ世界の住人よ。住む世界が違うなんてことない」

　胸の辺りがポッと温かくなる。それと同時に恐怖もなくなった。

　身体からだ中じゆうに力がみなぎり、先ほどまでのすり足から一転、力強い足取りで彼女は雨あま樋どいまでたどり着いた。

　煉れん瓦が製の管パイプは触ってみると頑丈な造りで、これなら地上まで無事に降りることができるだろう。

　チェルシーは管にしがみつくと両腕、両足に力を込めながらゆっくりと、細心の注意を払って降りていく。

　そうして制服を汚しながらもなんとか大地に降り立った。

「やったわ」

　チェルシーは小さく両りよう拳こぶしを引いて喜びの声を上げる。まだ屋敷から抜け出しただけなのに彼女はレオンとの再会を確信する。

「あらチェルシー、お散歩？」

　まるで計ったかのようなタイミングで、背後から自分の名前を呼ぶ声が聞こえた。

「えっ？」

　ドキリと心臓が跳ね上がり、チェルシーは全身から血が引くような感覚を覚えながら振り返った。

　振り返った先にシャルロットが立っていた。

　彼女は青白い月の光を神秘的に浴びて穏おだやかにほほえんだ。

「ねえ？　あなたはどうしていつもそうなの？」

　それから彼女が二歩三歩とチェルシーのもとまで歩んできた。

「我わが儘ままで自分勝手、猊げい下かは部屋でおとなしくしているようにと言われたはずよね？　どうしてこんなところにいるの？　お父さんに会いたいんじゃないの？」

「……シャルロット？」

　シャルロットの静かな迫力にチェルシーは身動きが取れず固まってしまった。

　優しく笑っているのに、どうしてだろう、得体の知れないなにかに絡め取られていくような、背筋の凍りつきそうな恐怖がある。

　しかしシャルロットはそんなチェルシーの気など知らないというふうに、屋敷を見上げながら話を続ける。

「このお屋敷ね、民会の議長宅なんだって。猊下があなたのために接収したのよ？　ほんと至れり尽くせりよね」

　シャルロットがチェルシーに向き直る。透き通るような飴あめ色いろの瞳ひとみがまっすぐに見つめてくる。でもその瞳はとても冷たかった。

　それを受けて、チェルシーの中で恐怖と同時に悲しみが生まれる。

　シャルロットがこんな冷たい目で自分を見たことなんて、今までに一度もなかったからだ。

　真面目まじめで優等生で、融ゆう通づうの利かないところもあるけど、自分のことをよく気にかけてくれる。お風呂では丁寧に身体からだや髪の毛を洗ってくれるし、町に出れば食いしん坊の自分のために文句を言いながらもお菓子を買ってくれる。そんな優しい少女なのに……。

　チェルシーはシャルロットに一歩を踏んだ。

「あたし、シャルロットのこと好き……優しくて、温かくて、お姉さんみたいで、本当に大好きよ」

　素直な気持ちを切実な想おもいで吐と露ろする。途と端たん、自分の目元に涙の粒が込み上げてきた。

　──お願い。昔の優しいシャルロットに戻って。

　チェルシーは心の中で祈る。

「そう、お姉ちゃんのように思ってくれてたんだ」

　と、シャルロットもチェルシーへと距離を詰めてきた。

　手を伸ばせば届くほどに二人の距離が縮まる。

「わたしはあなたのこと」

　艶えん然ぜんとした、シャルロットらしくない妖あやしい笑えみを浮かべて、

「大っ嫌い──」

　次の瞬間、彼女の美しい顔が悪魔のような形ぎよう相そうに変わる。

「きれいな桃色の髪、庇ひ護ご欲をそそる顔、自己主張の強い大きな胸──どれもこれも全部が嫌い！　全部がムカつくのよっ!!」

　がっしとチェルシーの肩を掴つかみ、シャルロットが声を荒げる。

「弱々しく振る舞いながら、そのいやらしい胸でレオンを誘惑してるんでしょ！」

　制服ごしにもシャルロットの爪つめが食い込んで、チェルシーは痛みから小さくうめく。

「い、痛い、シャルロット……」

「痛い？　わたしのほうがよっぽど痛いわよ。ずっと大好きだった人があんたのことばかり見てる。それがどれだけの苦痛かわかる？」

　力を余計に込められる。痛みと恐怖と悲しみで目の前が涙で滲にじんだ。

「……うぅ」

「ねえ、あんた神さまなんでしょ？　だったらこっちに来ないでよ。こっちは人間の世界なの。神さまの側がわに帰れ！」

　瞬間、シャルロットに足を払われてチェルシーは横倒しに倒れた。

　したたかに肩を打ち、痛みから身体からだを丸める。加えて精神的ショックから頭の中がぐるぐる回り、気持ち悪さから吐き気がしてきた。

　──あたし、シャルロットのことをいっぱい傷つけてたんだ。

　もちろん彼女がレオンのことを好きなのは知っていた。












　──シャルロットの気持ちを知っててあたしレオンに告白しちゃったんだ。

　今になって考えると、とても罪深いことをしたように思える。

　──でも、だけど……。

　しかしこれだけはハッキリと言える。

　シャルロットを不幸にしてやろうとか、奪ってやろうとか、抜け駆けしようとか、そんなよこしまな気持ちでレオンに告白したのではない。彼への想おもいが溢あふれて、気がつけば思いの丈たけを打ち明けていたのだ。

　ずっとレオンと一緒にいたいだけ。

　この人間の世界で穏おだやかに暮らしたいだけ。

　神さまの側がわになんていきたくない。

「……お願い、します。あたしも人間の側にいさせてください」

　シャルロットにというよりは、もっと別ななにかに許しを請こうように、あるいは懇こん願がんするように、チェルシーは口を開いていた。

　しかし無情にもなんの返答もなかった──。





　　　　３






　レオンは牢ろう屋やの壁面を背に座り込み、起きているのか寝ているのかよくわからない心もちの中にあった。

　一体どれくらいの日にちが経たったのだろう？

　一日中、薄ぼんやりとした角灯ランタンの光を浴びていると、いい加減時間の感覚というものを失ってしまう。

　加えて、現在のレオンはワイグの言葉により気力を失っており、食事の回数を数えるのも億おつ劫くうだった。

「……なんでこんなことになっちまったんだろう」

　靄もやのかかったような意識の中でレオンはつぶやくともなくつぶやいた。

「ちょっと前まではみんな生きてたのに。教官もカロンも」

　カロンやシャルロットと共に、オズワルドの授業を受けていた頃のことが頭をよぎった。平凡な毎日だったけど、今となってはかけがえのない日常だ。

「おれはチェルシーと出会っちゃいけなかったのか？」

　すべてが歪ゆがみだしたのは、やはり聖堂の地下でチェルシーを見つけたときからだろう。それを機にして、血で血を洗う戦いが始まったのだから。

　そんな激戦の中でオズワルドもカロンも死んでしまった。

「やっぱり、チェルシーと一緒にいちゃいけなかったんだな」

　レオンは乾いた笑い声を出していた。

「罰が当たったんだ。おれごときがチェルシーのような得体の知れないものに関わろうなんてしたから」

　後悔ばかりが化物みたいに膨ふくれ上がった。

「もういい。なにも考えたくない。全部が終わるまでここでジッとしてよう」

　自や棄けというよりは諦てい念ねんの言葉を吐き出す。厭えん世せい的てきな気分が猛毒のように自身の内面を犯していき、レオンは力なくうつむいた。

　それから目を閉じて石にでもなったように動くのをやめた。

　とてつもなく長い時間をそうしていたように思える。が、案外数分くらいのことだったのかもしれない。

　不意に誰かの気配を強く感じてレオンは目を開けた。

　鉄格子の内側──自分の目の前に誰かの足が見える。いつの間に入ってきたのだろうかと、しかしさほど興味を覚えることもなくレオンは憂ゆう鬱つつそうに顔を上げた。

　その人物の顔が視界に入った瞬間、まるで電撃に打たれたようにレオンの身体からだはびくりと震えた。

「……カロン」

　かすれた声でその人物──カロンの名前を呼んだ。

　目の前に、生しよう涯がい最高の相棒バデイ、カロン・ロッドマンが立っていたのだ。

「な、なんで、どうして……」

　レオンはうまく言葉が紡つむげず、口を間抜けに半開きにしながら、それでもよろよろと立ち上がった。

「……カロン、カロンッ！」

　歓喜よりも安あん堵どの感情が先に立つ。喉のどの奥がいがらっぽくなり、目頭が熱くなると同時に鼻の奥がツンとした。

「おれ、おれさ、お前がいないと全然ダメなんだ……」

　カロンが生きていることの疑問より、彼が目の前にいるという事実に胸がいっぱいになり、レオンはすがるように弱音を吐いていた。

　しかしカロンはレオンの目を真剣に見つめて、

「レオン、甘えちゃダメだよ」

　彼らしい柔らかな声音こわねだが、そこには腑ふ抜ぬけたレオンをたしなめるような厳しさもあった。

「ぼくは自分の意思で生きて、そして死んだんだ。ウィンチェスター教官だって同じだよ。チェルシーのせいなんかじゃない。もしもレオンがそんなことを考えるのなら、それはぼくと教官に対する侮ぶ辱じよくだ。絶対に許さない──」

　強い口調でカロンは続ける。

「辛つらいことや悲しいことから目をそらさないで。レオンはそんなに弱い人間じゃない。まだやれることがあるだろ？　最後まで諦あきらめないで」

　その言葉に、それでもレオンはぶんぶんと左右に首を振り、

「でもおれ一人じゃダメなんだ。みんないなくなっちまった。カロンも教官も、チェルシー、シャルロット──みんないなくなっちまったんだ」

　とめどなく涙が溢あふれ出ていた。

　まるで幼児のように駄だ々だをこねているようだった。

　自分がちっぽけで情けなくて、でも心細くて、もうどうしていいか分からず、レオンは顔をクシャクシャにしながら口を開く。

「一人じゃ戦えねえよ」

「レオンは一人じゃないよ」

　カロンが両手でレオンの左手をふわりと包んだ。

「ぼくはいつでもレオンと一緒にいる。だからそんな顔しないで。チェルシーとシャルロットを助けにいこう」

「カロン──!?」

　そこでハッとしてレオンは顔を上げた。

　今自分は牢ろう屋や内の壁面を背にして座っており、もちろん見上げた先にカロンはいなかった。

　どうやら夢と現実の境界で幻を見ていたようだ。

「……夢かよ」

　ぐったりとしてレオンは落らく胆たんの息をつく。

　しかし次の瞬間、なんだか左手が温かくなっているのに気付いた。

　あれ？　と思って左手に目を落とすと、煉れん獄ごくの紋もん章しようがかすかに輝いている。

　依然、紋もん様ようは黒ずんで濁っているが、それでもほのかな光彩を放っているのだ。しかもよく見れば、右手のＹヨグの紋章も小さく煌きらめいている。

　さらにＹの紋章が機能しているのか、煉獄の紋章を蝕むしばんでいた〈濁り〉のすべてが光の粒子に還かえり、吸収される。すべてを吸いきると再びＹの紋章は光を失った。

「なんでこんなことが……？」

　戸と惑まどいと疑問がよぎったが、すぐにレオンは相棒バデイの名を口にする。

「カロン、お前が助けてくれたのか？」

　理屈ではなく感情の部分で理解すると、

「そうだよな。おれは一人じゃねえよな。おれたちはずっと一緒なんだ」

　左手の煉獄の紋章に語りかける。すると、それに反応するように紋章が輝く。

　その輝きに、先ほどまでレオンを犯していた〈絶望〉が溶けていく。それと同時に、自身の不ふ甲が斐いなさと愚かさに、心の底から怒りが込み上げてきた。

　──チェルシーと出会っちゃいけなかった？

　ギリッとレオンは歯を食いしばる。

　──チェルシーのような得体の知れないものに関わろうとしたから罰が当たった？

　すっくと立ち上がる。そして右拳こぶしを硬く握り込み、

「……ふざけるなっ！　レオン・カーター!!」

　おもいっきり自身のほおに右拳を叩たたき込こんだ。

「チェルシーに全部の責任を押し付けるような言い方しやがって！　惚ほれた女を助けるどころか、諦あきらめるための言い訳にしやがって──このクソバカ野郎っ!!」

　上半身を派手にのけ反らして、まるで獣の咆ほう哮こうのように怒声を上げた。

　心が弱っていたからとはいえ、最低最悪のことを考えていた自分が許せない。だからといって自傷行為に耽ふけっている暇などない。この無ぶ様ざまを解消するためには行動を起こす以外にはないのだ。

　そう、チェルシーを助けにいく。おかしくなってしまったシャルロットも救う。もう一度平穏な日常を取り戻す！

　レオンは左腕を高らかに掲かかげる。

「煉れん獄ごくの紋もん章しよう！」

　紋章の解放──レオンの全身を紅ぐ蓮れんの炎ほのおが包み込んだ。

「焼けろ！　火刃ルオータ」

　続けて、紋章術の詠えい唱しようをする。紋章術の練度が上がったのか、炎の刃やいばが二枚顕けん現げんして、鉄格子の上端と下端を焼き切った。

　切断面がドロドロに溶けた鉄格子が抜け落ち、石造りの床面に派手な音を響かせた。

「よし！」

　床面を二度、三度と踏み込み体勢を整えるとレオンは牢ろう屋やから出る。

　角灯ランタンの光を頼りに左右を視認すると、どうやら自分の閉じ込められていた牢ろうが一番端はしのものだということが分かった。

「燃え上がれ！　蒼炎纏レジエロ・フイアンマータ」

　身体強化の紋章術、その発動句を唱える。途と端たん、レオンの全身を覆おおっていた紅蓮の炎が蒼あお緑みどり色に変色して、質量も倍加する。

「一気にいくぞ！」

　身体の内側から爆発的な熱量が湧き上がり、それに引っ張られるように気分も高こう揚ようしていく。

　レオンは姿勢を低くすると、まるで氷上を滑るように細い通路を駆け抜ける。

　通路を突っ切り、上り階段を発見する。勢いをつけたまま階段を一息にのぼると、上階の踊り場には出入り口の鉄扉があった。

　と、鉄扉がきしみを上げて開く。

　外側から二人組の看守たちが入ってくる。レオンが破った鉄格子の音を聞きつけて、何事かと様子を見にきたのだろう。

　レオンと看守たちは鉢合わせる形で対面する。

　彼らはレオンの姿を見て一瞬呆ほうけたような顔をする。脱獄という事実を飲み込めていないようだ。

　そしてその刹せつ那なの隙すきを突き、レオンは先手を取る──まず一人目の看守の鼻び梁りように裏うら拳けんの一撃を見舞う。看守は鼻血を噴いて尻しり餅もちをついた。さらにレオンは動きを止めず、二人目の看守の前で反転すると後ろ回し蹴げりを放つ。看守のこめかみに踵かかとが炸さく裂れつし、彼は横倒しに倒れるとその場で昏こん睡すいした。

　敵を瞬時に蹴け散ちらしてレオンは鉄扉を通過する。

　通路が左右に伸びており、等間隔で嵌はめ殺ごろしの窓が設置されていた。窓からは、暗くら闇やみに芝生の庭が街灯の光に浮かび上がっている。

　レオンはそれを見て今が夜間で、牢ろう屋やが地下に造られていたことを理解する。

　──右か左かどっちに進む？

　が、逡しゆん巡じゆんの間もなく、通路の右側奥の曲がり角から看守が二人現れる。

　左に進もうとして、しかしそちら側がわからも巡回なのか二人組の看守がやってくる。

　どうするべきかとレオンは頭を悩ませる。

　身体強化の紋もん章しよう術は、その効果が解けるまでは他の術が使えなくなる。

　もちろん、数人の看守くらいなら打ち倒すことは簡単だが、施設内の構造がわからない中で、これ以上派手に暴れて大人数に囲まれることになると厄介だ。

　レオンは窓外の庭を見やり、

「だったらいっそここから突破してやる！」

　嵌め殺しの窓に向かって突進する。肩から全力でぶち当たるや、身体強化の紋章術を使用していることもあり、ほとんど衝撃を感じることもなく窓ガラスを破は砕さいして外に出ることに成功した。

　そのまま勢い余って芝生の上を二転三転と転がり、その勢いを利用して素早く立ち上がると庭の様子をざっと確かめる。

　数十メートル先に、高さ五メートル以上の鉄てつ柵さくが巡っている。かなり高い。先端には当然、ヤジリ状の泥どろ棒ぼう除よけがついている。

「大丈夫だ。いける──」

　レオンはスッと息を吸い込むと鉄柵までダッシュする。

　鉄てつ柵さくの前まで来る──レオンは芝生に付着した露を両手に擦こすりつけて滑り止めにすると、腕の力だけで鉄柵を登っていく。握力と膂りよ力りよくが十分にあれば、足を使ってよじ登るよりも早く登ることができる。

　てっぺんのヤジリ付近まで登ると、レオンは下半身を振り子のように左右に振って徐々に勢いをつけていく。

　勢いがついたところで宙を蹴けり上げ、タイミングを合わせて両手を鉄柵から離す。身体からだがすっぽ抜ける形で下半身から先に鉄柵を超える。そのまま自由落下するので、一度だけ猫のように空中で前転をして勢いを殺して地面に着地した。

「よっし！」

　軽く拳こぶしを引いてレオンは喜びの声を上げる。

　呆あつ気けないほど簡単な脱獄は、入れられていたのが一般の牢ろう屋やだったからだろう。

　罪人が紋もん章しよう師しだった場合、通常、帝都の紋章師専用の監獄に入れられる。超希少品なのだが紋章を封印できるアイテムが存在し、帝都の監獄にはそのアイテムを使用した紋章師用の牢屋がある。

　本来ならレオンも帝都まで護送されるはずなのだが、僧衣ダルマテイカの少年──ワイグの暗黒紋で紋章を封じられていたので、ローウェン市の監獄で十分という判断がなされたのだろう。

　だが結果として、ワイグによる紋章の封印に窮地を救われた。

　もしも帝都まで送られていれば監獄の警備もここの比ではなかっただろうし、首尾よく脱獄できてもローウェン市に帰る時間が掛かりすぎてチェルシーを救うのに間に合わなかったと思う。

　そう、ワイグは「次の新月の晩にすべてが決します」とレオンに言っているのだ。

　それを思い出して夜空を見上げるが、曇天ゆえに月は見えず、まさかもう新月の晩を過ぎてしまったのではないかと不安になった。

　と、周囲が騒がしくなり、レオンは自分が追われる身であることを再認識する。

「……とにかく、今はここから離れなくちゃな」

　焦あせる気持ちをなんとか落ち着かせながら、路地裏の暗がりへと進んだ。

　──この辺って貧民街スラムだよな？

　ローウェン市において監獄は貧民街に隣接される形で置かれている。

　運がいいとレオンは思った。闇やみ夜よに紛まぎれて迷路のような貧民街に逃げ込めば追手を撒まくことができる。ただ、本当に道が入り組んで複雑怪奇な構造になっているので、一歩間違えれば自分がどこにいるのかわからなくなってしまう。

　ローウェン市に住んでいるといっても、普通の住人は貧民街の地理に明るくない。

　──ここに逃げ込むのはいいとして、これからどうしようか？

　学園に戻ることはできないし、こんな場所には知り合いもいない。オマケに寮を出るときに持ってきた現金は没収されている。

　無一文の逃走犯ではチェルシーを助けることもできない。

　行き詰まりにレオンが顔をしかめたとき、誰かに腕を掴つかまれた。

　追っ手かと思い、反射的にレオンは腕を振り払うと逆に相手の手首をねじ上げる。

「ちょ、バカ。わたしだよ、レオン」

　聞き慣れた声が耳じ朶だを打つ。

　レオンは掴んだ手首を緩ゆるめながら、暗くら闇やみの中でその人物の顔をまじまじと見つめる。街灯もなく、月明かりもなかったが、目を凝こらすと少しずつ闇に目が慣れてきた。

　その人物の顔を確認してレオンは驚きで目を丸くする。

「……ディーヴァ姉ちゃん」

　メルシャの話では軟禁されているはずの生徒会役員デイーヴア・エスターレが目の前に立っていた。




「すげえ……!?」

　レオンは目の前の光景に息を呑のむ。

　学園の大講堂（数百人以上を収容可能）に匹敵する広大な室内に、百人近い人間と大量の武器が置かれている。そのほか、干し肉などの保存食の入った木箱や、飲料水の入った樽たるもあった。

　ここは貧民街スラムのとある民家の地下室である。

　追手から逃れるのが先決だと言うディーヴァに手を引かれ、レオンは訳も分からず連れてこられた。

「いざというときのためにさ、レオリアがずいぶん前にこの民家を買い取ってたんだ」

　ディーヴァが何人かの人間に手を振りながら説明する。

「こんなデカい地下室があるなんて。上はボロ家なのに」

　上階の民家は貧民街にありがちな漆しつ喰くいの剥はがれかかった粗末なもので、地下にここまで広い空間があることなど想像できない。

「この地下室は大昔、密造酒の組織が拠点にしてたんだ。カムフラージュのために入り口を民家に仕立て上げて、さらに複数の入り口が存在する」

　部屋の中にはいくつかのドアがある。そこから地下道が走っており、それぞれ入り口となる民家に繋つながっているとディーヴァが言う。

　それらの民家も押さえてあるとのことだ。

「とりあえずそのへんに座ってくれ」

　ディーヴァにうながされてレオンはそばに置いてある木箱に座る。彼女も隣の木箱に腰を降ろした。

「それにしても、ディーヴァ姉ちゃんは軟禁されてるって聞いたからビックリしたぜ」

　レオンは改めて彼女との再会に喜びの声を上げる。

「こっちこそ驚いたよ。まさか自力で牢ろう破りするなんて」

　ディーヴァもホッとしたような優しげな目でレオンを見る。

　それから彼女がいろいろと話してくれた。

　女子寮の自室に軟禁されていたディーヴァは、生徒会に所属していない友人（監視の対象外）の手引きで学園を脱出して、有事の際の集合場所になっていたこの隠れ家に避難した。そしてここで同志たちと落ち合ったとのことだ。

　ここにいる百人近い人たちはレオリアを支持する同志で、民会の議員から一般市民までさまざまな職種の人たちである。もちろん、学園を抜け出した紋もん章しよう学園の生徒たちも含まれている。

　さらにディーヴァは、看守の知り合いからレオンが監獄に入ったという情報提供を受けて、なんとか救出できないかと連日監獄の近くで張っていた。その看守は同志ではなかったので脱獄の手引きまでは引き受けてくれず──

「──どうすることもできなくてヤキモキしてたんだ。そしたらお前が飛び出してきたからおもわず目を疑ったよ」

　ディーヴァが肩をすくめ、しかし嬉うれしそうにほおを緩ゆるめる。

「わたしの話はこれくらいだけど、レオン、あんたは一体なにをやらかしたんだ？　看守もあんたの罪状はクレイン王子への不ふ敬けい罪ざいだとしか言ってなかったし」

　表向きはそういう罪状で自分は拘束されていたのかとレオンは胸がむかついた。

「実はさ、おれとチェルシーはメルシャさんと一緒に学園を脱出しようとしたんだ──」

　レオンはあの夜のこと──地下下水道を通って、逆に待ち伏せに遭あったこと、シャルロットがクレイン側がわにいること、メルシャが殺されたことなどを語った。

　その話を聞いていたディーヴァが愕がく然ぜんとした顔をして、

「シャルロット、どうしてクレイン王子の手下になんて……てっきり女子寮でおとなしくしてると思ってたのに」

「すまないディーヴァ姉ちゃん、本当はおれがもっとシャルロットのことを見てなきゃいけなかったんだ。それにメルシャさんのことも守れなかった」

　自分の不ふ甲が斐いなさを悔いながらレオンはうなだれる。

「……メルシャは、あの子はレオリアのことを特に慕したってたからね。わたしを含めて役員全員が軟禁されたから、焦あせっちゃったんだろうね」

　メルシャのことを悼いたむようにディーヴァが軽く目を閉じる。

　しばらくして目を開けると、

「メルシャのこともシャルロットのこともレオンのせいじゃない。わたしこそちゃんと気にかけてなくちゃいけなかったんだ」

　後悔ばかりが二人の胸の中を埋め、場に沈黙が流れる。

「ディーヴァ姉ちゃん、新月の晩ってまだだよな？」

　先に口を開いたのはレオンだった。

　悔かい悟ごの念は残るものの、囚とらわれているチェルシーのことを思い出すと、居ても立ってもいられない気分になる。

　そしてレオンの質問を受けてディーヴァが驚いたような顔をする。

「新月って、レオンもクレイン王子の行動を把握してたのか？」

「一回だけ奴やつらが牢ろうにやってきて、新月の晩にすべてが決まるって言ってたんだけど。姉ちゃんこそクレインがなにをやるか知ってるのかよ」

「一応こっちにも内通者がいてね。新月の晩に聖堂でなんらかの儀式を執とり行うみたいなんだ」

「聖堂って学園管かん轄かつの？」

　レオンは喰くいぎみに食いつく。今はチェルシー救出のための情報が少しでもいいから欲しいのだ。

「ああ。お前たちが前に風呂のぞきの罰掃除してた聖堂だよ」

　学園管轄の聖堂、そこはかつてチェルシーが眠っていた場所である。そこでクレインとワイグがなにかの儀式をするらしい。

　なにの儀式をするのか？

　ウィンチェスター文書には『顔のない男の召喚』という一文があるが、具体的なことは分からない。

　文書を読み解いても、決戦の場の記述や儀式に関しては曖あい昧まいで、それについては『死の前後の記憶が飛んでいて、詳しく思い出せない』とオズワルドの注意書きが入っていた。

「なあ姉ちゃん、新月の晩っていつになる？」

　もう一度同じ質問をレオンはディーヴァにする。

「明日の晩だよ」

　とんでもない答えが返ってきた。過ぎてこそいなかったものの、もはや一日の猶ゆう予よもない状況なのだ。

「いまからチェルシーを助けにいく！」

　言うや、レオンは立ち上がり、そのまま駆け出そうとする。

「バカ言っちゃいけない！　なんの策もなくどうしようっていうんだ」

　ディーヴァも立ち上がってレオンの肩を抱き寄せるようにして押おし留どめめた。

　彼女の腕の中でレオンはもがきながら、

「じゃあどうすりゃいいんだ。このままチェルシーを見捨てろっていうのかよ」

「少しは落ち着けって、レオン。そもそもチェルシーの居場所をわかってるのか？　こんな夜中に闇やみ雲くもに出ていってもなんにもならないだろ」

　冷静に諭さとされてレオンも多少の落ち着きを取り戻す。呼吸を整えるとディーヴァが身体からだを離してくれた。

「先に言っておくけど、わたしはチェルシーがどこにいるのか知らない」

「そんなわけないだろ。ディーヴァ姉ちゃんはおれが牢ろう屋やに入ってたことも知ってたじゃねえかよ。だったらチェルシーの情報だって持ってるはずだろ」

　自分のことを考えてくれているとしても、今はそんな気づかいをしてほしくなかった。ただ、チェルシーがどこに囚とらわれているのかを知りたい。

　考えてみれば自分はまだチェルシーに告白の返事をしていないのだ。

「頼むよ姉ちゃん！　おれはもう大切な人間を失いたくないんだ」

　懇こん願がんするようにレオンが自身の想おもいをぶつけると、ディーヴァが銀色の髪を雑に掻かきながら大きなため息をついた。

「……当たりは付いてるけど裏はとってない。おそらく民会の議長宅にいる。だけどもしかしたら別な場所にいるかもしれない」

　そこで一度区切り、

「わたしたちは今、レオリアの奪還を考えている。あいつは民会の本部庁舎に囚われている。これは裏を取ってある確かな情報だ。だけど警備もガチガチで近づくこともできない」

　いきなりレオリアの話に変わり、レオンは口を挟むこともできず、ただディーヴァの話を聞く。

「だけど明日の夜になればクレイン王子が聖堂に向かうから警備が多少緩ゆるむ。そこでこちら側がわの陽動部隊が市内のあちこちで騒ぎを起こして警備の兵たちを混乱させる。その機に乗じて本隊が本部庁舎を急きゆう襲しゆうする」

　ディーヴァがこれ以上ないくらいに真剣な顔をする。そして飴あめ色いろのきれいな瞳ひとみがレオンを見据えた。

「だからレオン、お前も本隊に加わって戦ってくれ。レオリアを助け出したら、本隊をそのままチェルシー救出部隊として聖堂に向かわせるから」

　正直、本隊を分割して聖堂に駆け付けたかった。

　しかし室内を見渡すに百人ほどしかいない。ここにいないだけで同志はまだいるのかもしれないが、それでも千人も二千人もいるわけではないだろう。そこからさらに陽動部隊を編制するとなると、確かにこれ以上の分割は命取りになる。

　時間との勝負になると思った。

　レオリアを救出しても、その前に〈儀式〉が終了してしまったら、どんなことが起こるのか分からない。

　単身で乗り込むという手もあるが、敵の戦力によってはまったく歯が立たず殺されてしまう可能性もある。

　どちらがより救出の可能性が高いか頭の中で考える。

　しばらくの間、葛かつ藤とうに苦しみながら、

「……わかった」

　レオンは共闘する旨むねを了承した。





　　　　４






　新月の晩──。

　民会議長宅のチェルシーの部屋にクレインとワイグが入ってきた。クレインは軍装だが、ワイグは相変わらずの僧衣ダルマテイカの姿だった。

　しかしチェルシーはさしたる反応も示さない。

　あの晩の一件以来、彼女は心を閉ざして人形のような日々を送っている。

「Ｙヨグの娘よ、いよいよこの日が来たぞ。貴様も愛いとしい父親に会えるのだ、さぞ嬉うれしいことだろうよ」

　クレインが上機嫌に語りかけるが、チェルシーは椅子に腰かけたまま顔を上げることもしない。

　父親に会える──目が覚めたばかりのころなら喜びで跳びはねていたかもしれない。だが今の彼女には空虚な思いがわだかまるばかりだった。

　──パパのところに帰ろう。そして全部忘れてしまおう。

　感情の光の失うせた瞳ひとみでそんなことを考えた。

　──みんなの不幸の元凶があたしなら、この世界から消えてしまったほうがいいんだ。

　諦てい念ねんの感情が極きまわり、もはや悲しいと思うこともなかった。

「ところでワイグ、学園から生徒会役員デイーヴア・エスターレが脱走したらしいが、それについてはどう対処している？」

「どうも今日この時を狙ねらってレオリア王女の奪還を目もく論ろんでいるようでございますな」

「レオン・カーターも昨夜脱獄したと聞くぞ」

「すでに手を打ってございますれば、憂慮は杞き憂ゆうとなりましょう」

「……いいだろう。貴様の人間性はともかくとして、その手腕についてだけは高く評価している」

　クレインたちがなにかを話していたが、小声だったためチェルシーには聞こえない。というか、もはや彼らの会話になど興味はなかった。

　それからクレインが、テーブルに置いてあったポロンと呼ばれる独特のワイン容器を手にする。中身は蜂蜜入りワインムスルム──彼はポロンを高く掲かかげてその細長い注ぎ口から自身の口にワインを流し込んだ。

　少し早い祝杯のつもりか、彼は上機嫌でワインを味わっている。

　そのとき、扉をノックする音が響いた。

「入れ──」

　至福の時間を邪魔されてか、クレインが煩わずらわしそうな声音こわねで応答する。

　扉が開き、シャルロットが入ってきた。

　彼女の服装も学園の制服ではなく、絹の上衣シヤツに鋼鉄の胸甲を付け、その上から緋ひ色いろの外衣サーコートを羽織っている。さらに前腕部まで覆おおった籠手ガントレツトも着用していた。

　騎兵のような格好をしたシャルロットが背筋を伸ばす。

「準備が整いました。いつでも出発できます」

「ご苦労さまです、シャルロット・エスターレ」

　ワイグがシャルロットにねぎらいの言葉をかけ、ついでチェルシーに向き直ると恭うやうやしく頭を垂れる。

「姫よ、機が熟してございます。身どもと聖堂まで参りましょう」

　チェルシーはシャルロットと目を合わせることもせず、無言でうなずいた。

　そんな中で、再びクレインが独りごちるように口を開く。

「……聖堂か。Ｙヨグの娘が眠っていたというが、あの場所は一体なんなのだろうな」

「僭せん越えつながらお答えいたしましょう」

　耳ざとくワイグが反応して、

「あの場所こそ宇宙の始まりの地であると同時に、宇宙の中心点、そしてトラペゾヘドロンを安置する聖せい櫃ひつでございます」

　なにが嬉うれしいのかクツクツと嫌な声で嗤わらった。

　対して、クレインは嫌悪的な顔をすると鼻にかかるような声を上げる。

「ふん。貴様の言うことはいちいち意味が分からんな……まあいい。戯言たわごとはそこまでにしてＹにお目にかかりにいこうか」

　クレインの号令に、シャルロットが礼を取ると扉を開ける。

「ではいこうか、Ｙの娘──」

「……はい」

　生気のないかすれ声でチェルシーは答え、億おつ劫くうそうに倦けん怠たい感かんをかもしながら立ち上がった。





　　　　※






　チェルシーたちが聖堂に向かったのと同時刻──貧民街スラム地下の拠点にて、ディーヴァたちもレオリア救出作戦を開始しようとしていた。




「いいか？　もう一度説明するけど、まず、既に市内各所に散らばっている陽動部隊が土木作業用の発破を使って騒ぎを起こす」

　地下室でディーヴァがレオンに作戦について話してくれる。

「敵の警備部隊が動いたところで、レオリアの囚とらわれている本部庁舎を一点集中で襲しゆう撃げきする。それが終わったら聖堂に向かってチェルシーの救助だ」

　最終確認のようなものなのでレオンは静かに目顔で了承する。

　それから室内を見渡すと、武装した百数十人の人々が緊張からか無言で作戦の開始を待っていた。

　同志の数は、先発している陽動部隊と合わせても全部で二百人もいなかった。

　クレインの率いる一万の兵の大半は都市城壁の外にいるといっても、これだけの人数では正直に言って心もとなかった。

　そんなレオンの胸中を知ってか知らずかディーヴァはさらに続ける。

「レオリアを救出したら、協力者が確保している逃走ルートでローウェン市を脱出する。そのまま帝都に向かって、クレインの暴挙を皇こう帝てい陛へい下かに訴える。陛下はレオリア寄りだからね、悪いことにはならないはずさ」

　協力者とはディーヴァたちに情報を流している内通者のことで、その人物がいろいろと動いてくれているらしい。

　一国の王子と王女、どちらに肩入れするかで今後の出世が大きく変わってくる。次期皇帝最有力候補のクレインか、現皇帝から信頼されているレオリアか、野心を持った連中がさまざまな思惑の中で自分を売り込もうとしているようだ。

　その内通者も振り子のように揺れながらこちら側がわについたのかもしれない。

「よし。そろそろ時間だ。全員所定の位置で待機、騒ぎが起こったら本部庁舎を目指してくれ」

　ディーヴァが全員の顔を見渡して作戦の開始を告げた。

　みながそれに応こたえるように勇ましく声を張り上げる。そして二、三十人で構成される五つのグループに分かれ、所定の位置──この地下室の入り口となる各民家に向かった。

　レオンは得物となる小剣を手にする。本当は使い慣れたものがよかったのだが、愛用の短剣ダガーは牢ろうに入れられたとき没収されており、この部屋の武器の中にも短剣はなかった。

「レオン、いくよ」

「了解だ」

　小剣の鞘さやを腰のベルトの隙すき間まに差して、レオンはディーヴァたちのグループと共に上階のボロ民家に上がった。

　廃はい屋おくを演出するため、窓という窓を木板で塞ふさいでいるので闇やみが色濃く堆たい積せきしていた。

　出入り口の前でディーヴァがレオンに振り向く。

「もうそろそろ最初の爆発音が聞こえるはずだ。最初の一発は合図のために貧民街スラムの近くで爆発させる。その後は広範囲で派手にやってもらう」

「なあ姉ちゃん、それって一般の人たちに……」

「大丈夫だ。あくまで騒ぎを起こすだけ。誰かを標的にするものじゃない」

　それを聞いてレオンは安あん堵どの息を吐く。

　いくら大義のためとはいえ、無関係の人間を巻き込めば、やっていることはクレインと同じになる。

　それから合図の爆発音が聞こえるまで屋内で待機する。

　が、なかなかそのときがこない。

「……おかしいな。なにか手違いでもあったのか？」

　ディーヴァが思案顔をして、

「ちょっと外の様子を見てくる」

「おれもいく」

　二人は玄関のドアを開いて外に出た。

　瞬間、煌こう々こうたる輝きがレオンの網膜を焼いた。不意の出来事になにが起こったのか分からず、本能的に身を屈かがめて防御の姿勢をとった。

　なんの光だろうか？　新月の晩なので当然月明かりではない。

　レオンは目を細めながらなんとか現状を確認する。

「……なっ!?」

　あまりのことに息の詰まったような間抜けな声が出る。

　レオンの目前──民家を幾重にも取り囲むように完全武装の兵士が、赤々と燃えるたいまつを掲かかげている。

　目算だが百人以上いるように思う。

「やられた……」

　うめくようなディーヴァの苦々しい声が聞こえた。

「姉ちゃん、一旦中に入ろう」

　態勢を立て直すため、レオンは後ずさりながら背後に首を巡らす。

　と、背後で慌ただしくドアが開く音がして、待機していたはずの仲間が転げるように外に出てきた。

「ディーヴァさん！　裏切り者がいるっ!!」

　引きつった声を上げ、その男は肩口を押さえている。押さえた手の隙すき間まから血の雫しずくがぽたぽたとしたたる。

　ついで怒号と共に次々と仲間が民家から出てくる。

　そして最後に血走った目つきをした男三人が屋内から現れた。

「……あんたたちどうして」

　ディーヴァが拳こぶしを握りしめながら男たちに問う。

「時勢ってやつでさぁ。王子殿下が軍部を牛ぎゆう耳じってる以上、どうやっても王女殿下に皇こう帝ていの目なんてねえ」

　ネバっこい口調で答えながら、男の一人が一メートルほどのショートスピアをディーヴァに向ける。

　ディーヴァの呼吸がわずかに荒くなる。それでも彼女は男を睨にらみつけた。

「いいのか？　皇帝陛へい下かはクレイン王子のこの暴挙を許さない。帝都にレオリアが直々に訴え出ればクレインの奴やつはよくて幽ゆう閉へい、ヘタすりゃ処刑だ」

「そりゃ王女殿下を助け出せたらの話でしょう？」

　フフッと侮あなどるような声を上げ、

「見てくださいな。おれたちを取り囲んでる兵隊の数を。こんなもの、どちらにつけば得かなんて火を見るよりも明らかだ」

「……くそ。レオリアさえ助けられれば」

「無理ですねえ。他の連中も今頃は捕まってるか殺されてるか。なんにせよ今回の決起は失敗だってことですわ」

　合図の爆発音が聞こえてこないことから考えるに、陽動部隊を含めて全員が敵兵に取り込まれているというのはおそらく間違いないだろう。

　レオンは左手にチラリと視線を落とし、

「ディーヴァ姉ちゃん、おれの煉れん獄ごくの紋もん章しようでなんとか道を切り開く」

　そう告げて紋章を解放しようとした刹せつ那な、上空でゴォオオオと強風が吹き抜ける。いきなりのことにレオンはおもわず夜空を仰いだ。

　なにかが編隊を組んで向かってくる。

「……竜騎兵ドラゴンライダー!?」

　ガルゼノン王国の固有兵科である竜騎兵が迫ってくるのだ。しかもその数が半端ではない。夜空を埋め尽くすような大軍、数百騎はいるのではないだろうか。

「なんでガルゼノン王国が……」

　レオンは呆ぼう然ぜんとつぶやき、

「そうか。ガルゼノンの奴らこのどさくさに紛まぎれて、一気にローウェン市を侵略するつもりなんだな」

　ガルゼノン王国からしてみれば、クレインとレオリアが消耗してくれれば漁夫の利を得る形でローウェン市を手に入れることができる。まさに国境線を上書きできる千せん載ざい一いち遇ぐうの好機である。

　周囲のクレイン閥ばつの兵士たちも、突然の敵襲に浮足立っている。

　そうするうちにも竜騎兵ドラゴンライダーが上空に集結して空中浮遊ホバリングをする。そして投擲槍ジヤベリンを落とすように垂直に投下した。

　一連の動作があまりにも鮮やかでレオンは反応が遅れる。

　投擲槍が豪雨のように降り注ぐ！

　なす術すべもなく立ちすくむレオン。脳裏に槍やりに串刺しになる自分を想像する。

「レオン、心配しなくてもいい。大丈夫だ」

　ディーヴァの声が耳じ朶だを打つ。危機的状況だというのに、彼女の声音こわねには余裕の響きが混ざっていた。

　その言葉は数秒後に現実のものになる。

　雨あられとばら撒まかれる投擲槍は次々とクレインの兵を貫つらぬいていくが、レオンたちの方には一本たりとも投下されなかった。

「……それにしても、まさか間に合ってくれるとは」

　安あん堵どの息をディーヴァが漏らす。

　対してレオンはいまいち状況が飲み込めず、手にした小剣を構えながら辺りの様子をうかがうことしかできない。

　レオンの眼がん前ぜんでは負傷者のうめき声が充満する地獄が広がっている。さらに竜騎兵の威容から、難を逃れた敵兵が逃げまどい、レオンたちへの包囲網が崩れた。

　そしてそれを確認したようで、上空から一人のガルゼノン兵が飛び降りてくる。面めん頬ぼおをおろした兜かぶとと、防寒仕様の、毛皮のような鎧よろいをまとっている。

「久しぶりだね、レオン」

　レオンの目の前に着地したガルゼノン兵が親しげな声を出し、おもむろに面頬を上げる。そこに現れた素顔は……、

「……イオーラさん？」

　呆ほうけたような声を出すレオン。

　飛び降りてきた兵士はガルゼノン兵などではなく、先の亡命作戦でレオンたちを導いてくれたザヴァラ王国の女軍人、イオーラ・フェアラートだった。

「イオーラさん！　どうしてこんなところに」

　喜びと懐かしさでレオンは気分がやたらと高こう揚ようしていく。

「わたしとレオリアとでザヴァラ王国に助けを求めたんだ。クレインへの対策を練るって話を前にしただろ？」

　答えたのはディーヴァだった。

　レオンはディーヴァの言葉から記憶を巡らす──確かに、クレインが侵攻する前に生徒会の役員室で、レオリアがなんらかの〈対策〉を練ると言っていた。

「ありがとうございます、フェアラート少佐」

「エスターレ副会長、遅くなってすまなかったね。急なことで、すぐには国王陛へい下かの承認も下りなかったんだ。間一髪だったようで肝きもが冷えたよ」

「とんでもないです。こんな大軍を動かしていただけるなんて思ってもいませんでした」

「まだまだこんなものじゃないさ。この竜騎兵ドラゴンライダーは先遣隊だよ」

　そこでイオーラが悪戯いたずらっぽくニヤリと笑う。

「ローウェン市に向けて三万のザヴァラ王国軍が進軍しているんだ」

「──三万!?」

　桁外れの軍勢にディーヴァが絶句する。

「ザヴァラみたいな小さな国がよくそんな大軍を……」

　レオンも頭の中が真っ白になり、とんでもなく無礼なことを口にしてしまった。

「すみません！　せっかく助けに来てくれたのにバカなことを言っちゃって」

　軽率な発言をレオンはすぐに謝罪する。すると、イオーラが気にしていないというふうに片目を軽くつぶってみせた。

「余裕ってわけじゃないけど、動員できない数でもないよ。いくら小国でもね」

　可愛かわいがっている子をちょっとだけいじめるように、わざと〈小国〉という言葉を使うイオーラ。

　レオンは苦笑して頭を下げる。それから戦いの場であることを思い出して、浮ついた気分を落ち着けるように心がける。

　冷静になると、今度は別の疑問が湧いてきた。

「イオーラさん、どうしてザヴァラが竜騎兵をあんなに持ってるんですか」

　そもそも竜騎兵はガルゼノン王国の固有兵科なので他国は所有していない。数騎ならまだしも、現在、夜空を覆おおっているのは数百騎もの竜騎兵なのだ。

「亡命作戦が成功したあとでね、女王派パトリオータの竜騎兵がこぞってザヴァラに亡命してきたんだ。思ったよりもずっとマリーディア女王さまの人望が厚かったってわけさ。あれならいずれ国を取り戻せるよ」

　痛快だと言わんばかりに、イオーラが腰に手を当てて得意げに答えた。

　その説明にレオンは胸が熱くなる。

　──マリー、よかった。きみのもとに多くの人たちが駆けつけてくれて、本当によかった。

　が、感かん慨がいに耽ふける暇もなく、上空からレオンを呼ぶ声が聞こえた。

「レオン・カーター！　女王陛下からの御ご下か賜し品だ。受け取れ」

　見上げた先には飛竜に騎乗するノース・テイラーの姿が見える。彼はガルゼノン王国の女王派パトリオータで、やはり先の亡命作戦で共闘している。

　そしてなにかが落ちてくる。

　レオンはそれを抜ばつ群ぐんの動体視力でもってキャッチする。

「これって……!?」

　レオンの手のひらにあるのは紅縞瑪瑙サードニクスをはめ込んだ首飾りだった。亡命作戦が終了したあと、マリーに返したものだ。

「女王さま、やっぱりあんたに持っててもらいたいみたいなんだ。少しは女心ってものを分かってやんな」

　出来の悪い弟を諭さとすような口調でイオーラが告げる。

「……マリー」

　その思いに応こたえることはできないだろう。自分の胸の中にいる女性はたった一人チエルシーだけだから。

　しかし彼女との絆きずなの印として首飾りを身に着ける。

「さて、と。グズグズしてる暇はないね。数じゃまだクレイン王子の兵のほうが多いんだから」

　イオーラが軍人の凛り々りしい顔つきになり、

「レオリア王女の身柄を確保しよう。ザヴァラ軍人の恐ろしさをとくとみせてやるよ」

「イオーラさん！　ディーヴァ姉ちゃん！」

　話がまとまりそうになったところでレオンは二人に願い出る。

「おれはやっぱり今すぐチェルシーを助けにいきたい。援軍を少しでいいからチェルシー救出に貸してほしい」

「チェルシーも捕まってたのかい？」

　初耳だという顔でイオーラが腕を組んだ。

　レオリアとディーヴァが救助を求めていたときにはまだチェルシーは捕まっていなかったので、彼女が知らないのも無理はないだろう。

「少佐、わたしからもお願いします」

　ディーヴァもレオンの気持ちを汲くんでイオーラに頭を下げてくれた。

「そうだね。チェルシーも一緒の作戦に従じゆう事じした仲間だ」

　そう言って了解してくれた。続いてイオーラがスッと右腕を上げる。

　それを合図に、空中浮遊ホバリングしていた飛竜から次々に兵士が飛び降りてくる。どうやら乗り役ライダーとは別に歩兵も騎乗していたようだ。

「ノース！　あんたは竜騎兵ドラゴンライダーを率いて、三万の本隊が到着するまでの間城壁を囲んでる敵兵を牽けん制せいしてくれ」

「了解した！　フェアラート少佐、無む茶ちやはするなよ。あなたは見ていて危なっかしい」

「余計なお世話だよ！　さっさといきな」

　ノース率いる竜騎兵ドラゴンライダーが都市城壁の方向に飛ひ翔しようしていく。

　さらにイオーラがその場に残った歩兵たちに指示を出す。

「五十人だけわたしと一緒にきな。残りはエスターレ副会長の指揮下に入って会長さんの奪還に向かってくれ」

　それからレオンに振り向き、

「チェルシーが囚とらわれてる場所はどこだい？」

「学園の近くにある聖堂です」

「ローウェン市の構造は一応頭に入ってるけど、あんたが先導してくれ」

「少佐！　おれもお供させてください」

　と、聞き覚えのある声と共に一人の歩兵が前に出た。

　レオンは男の顔を確認して思わず目を見開く──二メートル近い長身、かつては快かい活かつな笑えみを見せていたが、今は口元を真一文字に引き結んでいる。

「アニマ……」

　元生徒会〈広報〉を務め、ガルゼノン王国女王派パトリオータの諜ちよう報ほう員いん、かつてバネー砦とりでの襲しゆう撃げきを手引きしたアニマ・ランコールだった。

　彼の行方をレオンはなんとなく想像していたが、やはりザヴァラ王国のマリーのもとにいたようだ。

　アニマがディーヴァに一礼する。それからレオンに向き直った。

「レオン──」

　憂うれいを帯びた目で、しかしまっすぐにこちらの目を見つめる。

「おれのことが殺したいくらい憎いだろう」

　レオンを見つめるアニマの目の色は、深い悔かい悟ごの念と自己嫌悪が混ざったような哀かなしいものだった。

　ふと、「アニマも、バネー砦の予想以上の死傷者数に苦しんでいた」というディーヴァの言葉がよみがえり、レオンは複雑な気分になる。

「……おれだってレオニダム・オーケットを殺してる」

　絞り出すようにレオンは言葉を紡つむぐ。

　恩おん讐しゆうを超えられるほど達観をしているわけではなかったが、それでもカロンの死とこれまでの激戦を経て、ほんの少しだけアニマの心に寄り添うことができた。

「レオン、いい男になってきたね。少しだけオズワルドに近づいたんじゃないかい」

　イオーラが嬉うれしそうに口を笑みの形に変え、

「やる気が出てきたよ。お前たち、あとで飯でも酒でも好きなだけ奢おごってやる。だから気合い入れてかかりな!!」

　彼女の大盤振る舞いに歩兵たちが「おうっ!!」と歓声の声で応こたえた。




「イオーラさん、三万のザヴァラ王国軍が来てくれるっていうけど、それって大丈夫なのかな？　会長のためとはいえ大軍で攻めてきてるわけだし」

「なんだいレオン、内政干渉を心配してるのかい？」

　聖堂に続く森林区画エリアを疾駆しながら、レオンはイオーラに疑問の声をかける。

「難しいことはよくわからないですけど、これがきっかけでアグノリアとザヴァラが戦争になるんじゃないかって……」

「そうだね。国境を、数に物を言わせて無理やり押し通ってきたから侵略行為もいいところだ。戦争になるどころかこれがもう戦争っていっていいくらいだよ」

「……マジですか？」

　口の中が焦しよう燥そう感で乾いてくる。クレインの侵攻にザヴァラとの今後の緊張関係、収拾のつかない泥沼にハマっていくようだ。

　そんな狼ろう狽ばいするレオンにイオーラが悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべる。

「安心しな。うちの国王陛へい下かからアグノリアの皇こう帝ていに密書を送ってある。いろいろと同時進行だったからまだ届いてないかもだけど。でもそっちの皇帝は会長さん寄りだっていうし、彼女を無事に助け出せればそれで手打ちに持っていけるさ」

「ザヴァラがそこまでして助けてくれるなんて。ヘタすりゃ、なんかこう賠償金とかめちゃくちゃ取られそうなのに」

「そりゃ、無事に手打ちになったってお金はたくさん取られるさ。でもね、そんなものは先行投資だって、うちのエルク王子殿下は考えてる。会長さんが皇帝に即位できれば、うちはアグノリアに大きな貸を作ったことになる。マリーディアさまについてだってそうさ。彼女がガルゼノンの女王に返り咲けば、やっぱり大きな貸になる」

　純粋な正義など存在せず、水面下では国家による思惑や打算があることをイオーラがそれとなく教えてくれる。

　それでも前線で戦う兵は命がけであり、国家の命令だとしても助けに来てくれたことにレオンは心底感謝する。

「おしゃべりもここまでだね」

　森林を抜けて丘陵地帯──小高い丘の上に建つ聖堂が目前に迫っていた。

「結構いますね」

　見上げた先の丘には警備の兵たちが大量に配置されており、こちらの倍以上はいるように見える。

　敵たちもこちらを視認しているようで警けい戒かい態勢を取っている。

「あまりグズグズしたくないね。一気に突破しよう」

　イオーラがチラリとアニマに目配せする。

「おれが道を切り開きます──」

　静かにうなずくと、アニマがずんずんと丘を進んでいく。敵側がわから軽くざわめきが起こる。それはさざ波の音にも似ており、戦端が開く間際の独特の雰囲気である。

「なにやってんだ！　ひとりで突破できるわけねえだろ」

　しかしレオンはアニマの無謀な行動に叫んでいた。

「心配いらないよ」

　イオーラが頼もしそうな顔でアニマを見やり、

「あいつの紋もん章しようは斬きり込み隊としては十分なものさ」

　と、アニマが、最前線の敵兵に戦闘開始の距離まで近づいた。

「──人狼ワーウルフの紋章！」

　そして満を持して紋章を解放する。

　途と端たん、二メートル近い身長が三メートル以上に膨張し、皮の鎧よろいが破は裂れつするように弾はじける。瞳ひとみが焔ほのおのように爛らん々らんと輝き、顔つきも獣じみた獰どう猛もうなものに変化、そして全身が漆黒の体毛で覆おおわれた。

「あいつ、獣紋持ちだったのかよ」

　目の前の光景にレオンは息を呑のむ。一度獣紋の紋もん章しよう師しとは戦ったが、なるほどあの紋章のタフネスなら斬り込み隊としては申し分ないだろう。

「ウォオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオオッ!!」

　アニマが上半身を弓なりに反りかえし、狼おおかみの遠とお吠ぼえとは似ても似つかない歪いびつな声を上げる。

　聞く者の神経を恐怖で刺激するような声に、恐慌をきたしたひとりの敵兵がロングソードを構えて襲いかかってきた。

　剣でアニマの肩口を斬りつける……が、剣のほうがぽっきりと折れてしまった。

　次の瞬間、アニマが丸太のような右腕でその敵兵をなぎ払った。敵は軽く三メートルは吹き飛び、地面に派手に叩たたきつけられた。

「すげえ……」

　文字通り人を超えた強きよう靭じんな肉体にレオンは感かん嘆たんの声を上げる。

　と、アニマがこちらに振り返り、突撃するというように目顔で告げる。それからもう一度だけ歪な声で吠えて丘を駆け上がった。

「続くよ！　一気に聖堂を制圧する!!」

　イオーラの号令で、レオンたちはアニマに続いて聖堂を目指す。

　敵兵はこちらの突撃に浮足立ち、すぐには集団的な行動には出られず、散発的に個人々々が襲ってくる程度だった。

　士気の高まりも相まって、レオンたちは襲いくる敵兵を蹴け散ちらしながらあっという間に聖堂に到着する。

　聖堂内に踏み込んだ。

「チェルシー!!」

　声を大にして叫ぶが返事などなく、代わりに室内に詰めていた敵兵たちを呼び寄せることになってしまった。

　室内にも相当数の敵がおり、レオンたちは何手かに分かれると、交戦しながら礼拝堂を中心に各部屋を確認していく。

　が、どこにもチェルシーはいない。

「いないね。本当にここにチェルシーは捕まってるのかい？」

「これだけ敵兵がいるのが証拠だと思うんですが……」

　聖堂にチェルシーたちがいるという情報は、あくまでもディーヴァの内通者からのものであり、もしかすれば敵兵も含めてこちらを欺あざむく偽情報だという可能性もある。

「隠し部屋でもあるってことか」

　その言葉でレオンはハッとする。肝心な場所をまだ探していなかった。

　──なにやってんだおれは。

　チェルシーと出会った〈地下〉のことをすっかり失念しており、レオンは唇を噛かんだ。

「こっちです。来てください」

　イオーラと共に礼拝堂裏の物置に急行する。

　室内には地下の小部屋に降りる階段がある。急いで降りると、小部屋中央に、石造りの螺ら旋せん階段に続く入り口が開いていた。

　前にオズワルドがこの入り口を塞ふさいだと言っていたが、こうやって開いているということは、チェルシーたちが〈地下〉に降りたということだろう。

「この先にきっとチェルシーがいます」

「……ずいぶん深そうだね」

　イオーラが螺旋階段を興味深げにしげしげと見つめる。

　そのとき味方の兵が慌てて小部屋に駆け下りてきた。

「少佐！　外を守っていた敵兵が次々と中に入ってきます！」

　どうやら、獣紋を恐れて立ちすくんでいた連中が我に返って、聖堂内に雪な崩だれ込んできているようだ。

「まずここの安全を確保しなくちゃね。迎え撃うつよ」

「イオーラさん、先に地下に降りてもいいですか」

　レオンは単独行動を願い出る。軍として行動している以上、輪を乱す行動は士気にも影響してくることは理解していた。

「チェルシーを守りたいんです。お願いします!!」

　イオーラと味方の兵に深く頭を下げる。

　わずかな沈黙──。

「……小剣、使いづらいだろ？　短剣ダガーに比べて倍以上も長いから」

「え？」

「わたしのを貸してやるよ」

　言うや、イオーラが器用にレオンの手から小剣をもぎ取り、代わりに自身が使っていた短剣を握らせる。

「あのお嬢ちゃんがうらやましいよ。あんたにそこまで想おもわれててね」

「……イオーラさん」

　レオンは手にした短剣を握る。小剣よりも刀身がかなり短いが、勝手知ったる得物であり、なんなく手に馴な染じんだ。加えてイオーラの心遣いに胸が熱くなる。

「ありがとうございます。おれ、いってきます」

「敵を片付けてすぐにいく。ヤバいと思ったら深追いしちゃダメだよ」

「了解です」

　感謝するように、レオンは目つきだけで礼を取り、螺ら旋せん階段に踏み込んだ。

　巨大な空洞を囲むように延々と続く螺旋階段を、二段飛ばし、三段飛ばしで駆け降りていく。

　光り苔ごけが群生する壁面、淡あわい光に浮き上がる浅浮き彫りレリーフを横目で見るともなく見ながら、あの浅浮き彫りはなにを描いているのだろうと疑問に思った。

　だが、すぐにチェルシーを助けだすことだけに集中する。

　そこからは脇目も振らずひたすらに走り抜けた。

　そして底に到着する。

　石いし畳だたみの床に、中央に設置された台座──前に来たときと同じで、殺風景で遮しや蔽へい物もない空間である。

　しかしチェルシーの姿は見当たらなかった。

　その代わりといってはなんだが、見知った人物がひとり、台座の前で立っていた。学園の制服ではなく、胸甲の上に外衣サーコートをまとった姿だ。籠手ガントレツトも装着している。

　彼女もレオンを認めて、らしくない艶えん然ぜんとした笑えみを浮かべる。

　レオンは彼女へ近づいていく。

　二人を隔てる距離が詰まる。

　レオンはまっすぐに彼女の目を見ると、

「チェルシーの居場所を教えてくれ。頼む！　シャルロット」





　　　　５






「チェルシーの居場所を教えてくれ。頼む！　シャルロット」

　目の前のシャルロットにレオンは懇こん願がんする。

　シャルロットの笑えみがピタリとやんだ。そして真冬の荒野を思わせるような冷たく、寒々しい目をする。

　形のよい唇が小さく開いた。

「一生懸命──」

「は？」

「チェルシーのことになると一生懸命なのね」

　飴あめ色いろの瞳ひとみをスゥッと細める。それは怒りの感情を表しているようにも、絶望に喘あえいでいるようにも見えた。

「ねえレオン、どうしてメルシャさんと学園から逃げるときわたしを置いていったの？　いらない子だから切ったの？」

　シャルロットの言葉に、とんでもない誤解だとレオンは大降りに首を振る。

「違う！　お前を巻き込みたくなかったんだ。チェルシーと話し合って、せめてシャルロットだけでも無事でいられるようにって」

「そっか、わたしってあんたたちの仲間じゃなかったんだ」

「だから違うって！　お前にこれ以上負担をかけたくなかったんだ」

「大丈夫よ？　レオンのことを怒ってるんじゃないの。どうせチェルシーに唆そそのかされたんでしょう？」

　次の瞬間シャルロットが穏おだやかな瞳に戻り、柔らかい口調ではにかんだ。

　しかしレオンは彼女の言っていることも、その表情の歪いびつな変化にもついていけず、背筋に冷たいものが流れるのを感じる。

「……どうしちまったんだよ、シャルロット」

　レオンは苦しげにつぶやくが、彼女は無視するように続ける。

「あの子が全部悪いんでしょ。わたしたちの平和な日常を壊した元凶、教官もカロンもチェルシーのせいで死んだのよ」

　シャルロットの発言にレオンは耳を疑った。

　さらにほぼ同時に爆発的な怒りが込み上げてきて、

「なに言ってんだよ!!　チェルシーはなにも悪くねえ。いくらシャルロットでも今のは取り消せよ」

　自分も牢ろう屋やの中で似たようなことを考えてしまったゆえに、同族嫌悪の形でシャルロットを糾きゆう弾だんしていた。

　言葉を発してから後悔の念がムクムクと湧き上がる。

「……すまねえ。だけどさ、チェルシーは大切な仲間だろ？　クレインたちから助けたいんだよ」

　説得できると思っていた。多少変わってしまってもシャルロットはシャルロットだと思っていたから。

　でも──。

「そう。じゃ、しょうがないか。天てん壌じようの紋もん章しよう！」

　紋章の解放。シャルロットの両手に、それぞれ長剣ナイトソードが形成される。彼女は二本の長剣を中段に構えてレオンを見据える。

「レオンはチェルシーに騙だまされてるのよ。だから目を覚まさせてあげなくちゃ。わたしがちゃんと守ってあげる」

　フフッとほほえむや、シャルロットが一足で間合いに入る。

　右の振り下ろし！

　レオンはそれを短剣ダガーで受け流すが、間かん髪はつを容いれず左の長剣が迫ってくる。受ける余裕がない。バックステップでもって間一髪で回避すると彼女との距離を取った。

「放て！　剣閃キヤローレ」

　それを見越してか、シャルロットが発動句を唱える。左右の長剣の切っ先からそれぞれ光こう弾だんが放たれる。

「煉れん獄ごくの紋章──」

　体勢が不安定な中、レオンはなんとか紋章の解放をする。紅ぐ蓮れんの炎ほのおが全身を覆おおう。だが紋章術を使うだけの時間的余裕はない。

　迫りくる二つの光弾を、レオンは全身に巡る炎を上半身に集約して防御に徹てつする。

　着弾!!

　基本技とはいえ、直撃によってレオンは後方に吹き飛ばされた。

「がっ……!?」

　血まじりの咳せきをする。炎で防御したおかげで致命傷は避けられたが、内臓が悲鳴を上げている。

　それでも肉体を鼓舞してレオンは機敏に立ち上がった。

「あーあ、これで寝てくれればよかったのに」

　シャルロットが軽くため息をつく。

「やめろシャルロット。おれたちが戦ってどうするんだよ。早くクレインたちを止めにいかなきゃチェルシーが」

「チェルシーチェルシーチェルシーッ!!　どうしてレオンはあんな子がいいの？　わたしのほうがきれいだし、わたしのほうが優秀だし、わたしのほうがレオンを愛してるじゃない!!」

「……!?」

　突然の告白にレオンは一瞬、思考がとまる。

　──シャルロットがおれを愛してる？

　レオンの困惑を見て取ったようで、シャルロットがゆっくりと言葉を紡つむぐ。

「わたしの気持ちに全然気づいてなかったでしょ？　わたしずっと昔からレオンのことが好きなのよ」

　シャルロットの瞳ひとみが儚はかなげな色を灯ともし、一瞬泣き笑いのような切ない顔をした。

　なにか答えなくてはいけないとレオンは思うが、焦あせれば焦るほど予想だにしなかった彼女の気持ちに戸と惑まどってしまう。

　シャルロットは幼おさな馴な染じみであり、仲間の中では最も長い年月を共にすごしている。異性というよりも兄妹のような感覚で、恋愛に関する感情を持ったことは今までに一度もなかった。

　今だって彼女の気持ちに応こたえることはできない。それについて誠実に答えなくてはいけないだろう。

　レオンは収拾のつかない頭の中をなんとか整理しようとする。だが、まるで時間切れだといわんばかりにシャルロットが再び長剣ナイトソードを構えた。

「わたしね、考えたの。どうすればレオンをわたしのものにできるんだろうって。チェルシーさえいなくなればいいって思ったんだけど、それだけじゃダメみたい。だから──」

　二本の長剣を掲かかげ、その切っ先を交差させる。

　──なんかヤバいぞ！

　どす黒いオーラがシャルロットを包み込んでいくのがはっきりと見えて、本能的にレオンはとんでもない危機感を覚える。

「だからレオンを壊しちゃうわね。そうすればいつまでも一緒にいられるもの。わたしがずっとずうぅっとずうぅぅぅっと面倒を見てあげるから……」

　狂気と情念を孕はらみ、怒っているのか泣いているのか悦よろこんでいるのか理解しがたい感情で、シャルロットはその美しい顔を歪ゆがめる。

　そして極大技インフイニトの詠えい唱しようをおこなう。

「舞い乱れよ！　極彩色に煌めく朔望極夜インフイニト・ノツツエポラーレ」

　発動句を唱え終わるのと同時に、蒼あお白じろく煌きらめく無数の白刃が空間内に満たされ、反射し合う刃やいばの輝きがレオンを照らし出す。

　Ｙヨグの紋もん章しようが使えない今、極大技に対抗するには極大技しかない。

　炎ほのおの極大技はまだ試したことがないが、使えるという確信がレオンの心の中に広がる。そう、自分には最高の相棒バデイがついててくれる。カロンと一緒ならできないことなど何一つとしてない！

「焦土と化せ！　原初に還す大神の鉄槌インフイニト・サクロ・エルツイオーネ」

　レオンも極大技インフイニトの発動句を唱える。

　唾だ液えきを飲んで見守る刹せつ那な、地鳴りと共に床面が揺れる。かすかな揺れは次第に大きく激しくなり、ついに大地の怒りを吐き出すようにあちこちの石いし畳だたみが砕け散り、天を撃うち抜く真紅の矢のごとく火柱が立ち上がる。

　そしてそれに触発されるように無数の白刃が乱舞する。刃やいばの青白い輝きと、炎ほのおの橙だいだい色いろの照り返しが混ざり合い、真昼のような明るさでもって地底を包み込む。

　さらに光度は激しく暴力的に増していく。目を開けられないほどの光に、堪たまらずレオンは目をつぶってしまう。

　しばらくの間、刃の風切り音と火柱が立ち上がる轟ごう音おんを聞きながら、姿勢を低くして身を守る。

　音が止やみ、静せい寂じやくに包まれる──。

　レオンはゆっくりと目を開く。空間内がまるで巨人が暴れまわったあとのようにめちゃくちゃに破壊されている。唯一無事なのは中央の台座くらいだ。

「……どうして」

　呆ぼう然ぜんとした声音こわねでつぶやくシャルロット。

　胸甲や籠手ガントレツトが部分的に破壊されていたが彼女に負傷したところは見られず、レオンも無傷である。極大技同士でうまく相そう殺さいしてくれたようだ。

「どうしてうまくいかないのよ！」

　しかしシャルロットを覆おおう漆黒のオーラは消えておらず、彼女が砕けた床面を器用に踏み分けながら向かってくる。

「欲しいものはなにも手に入らない！　好きな人はいなくなる！　わたしの望みはなにも叶かなわない！　だったら全部壊れちゃえばいいのよっ!!」

　感情の爆発と共に左右の長剣ナイトソードを振り回す。

「……シャルロット」

　レオンは短剣ダガーを逆手に剣の軌道を見み極きわめる。

　相手の攻撃は派手な大振りで素人相手なら威い嚇かくにもなるだろうが、実戦経験を積んだレオンにとっては一度見切ってしまえば単調な攻撃でしかない。

　──よし。シャルロット自身、二刀流に慣れてねえから一撃々々が雑になってる。

　ボロボロになった床面につまずかないようにしながら、紙一重で彼女の連撃をよけていく。

　いつでも反撃はできるが、できるだけシャルロットを傷つけたくない。

「よけるなぁあああああああっ!!」

　シャルロットが獣のように吠ほえる。そしてその瞬間、彼女の右手の甲──籠こ手てが砕けて露出している〈天てん壌じようの紋もん章しよう〉から禍まが々まがしい光が溢あふれ出る。

　直感的にレオンは理解する。

　──あの紋章がシャルロットを狂わしているんだ。

　自分の紋章が封じられたように、僧衣ダルマテイカの少年──ワイグの暗黒紋によってなんらかの操作を受けているのだと思い至る。

　──シャルロットを助けるにはどうすればいいのだろう。

　彼女の斬ざん撃げきをよけながら考える。前に煉れん獄ごくの紋章の封印を解いたようにＹヨグの紋章でなんとかできないか、と。

　レオンは自身の右手の甲に目を落とす。

　依然、Ｙの紋章は黒ずんでいるが、もうこれに賭かけるしかないと思った。

「頼むＹの紋章！　もう一度力を貸してくれ、シャルロットを助けてくれ!!」

　レオンの願いに呼応するようにＹの紋章がかすかに光った。

「シャルロットォオオオオオオオオオオッ!!」

　右腕を掲かかげると同時に、シャルロットの天壌の紋章から溢れていた禍々しい光と彼女を覆おおう漆黒のオーラがＹの紋章に吸収されていった。

　同時に、レオンの心の中に絶望や恐怖、妬と心しんといった負の感情が流れ込んでくる。彼の身体からだを内側から支配しようとするように〈闇やみ〉が広がる。

　──これがシャルロットを狂わせていたのか！

　大切な仲間を苦しめた〈闇〉になど負けるわけにはいかなかった。気持ちを強く持ち、レオンは〈闇〉に対たい峙じするように叫ぶ。

「こんなものに負けるかよ！　おれはもう二度と仲間を死なせねえ!!」

　決意の咆ほう哮こうにより、自身を侵食しようとした〈闇〉を打ち払った。

　すぐにレオンは銀髪の幼おさな馴な染じみを見やり、

「シャルロット！」

　彼女の名前を呼ぶ。

　シャルロットはひざまずくようにその場にくずおれていたが、レオンの声を聞くと弱々しく顔を上げた。

「レオン」

　愕がく然ぜんとした顔でシャルロットが口を開き、ついで長剣ナイトソードの刃やいばを自身の首筋に当てた。そのまま引き抜こうとする！

「バカ野郎!!」

　咄とつ嗟さに短剣ダガーをダーツの要領でシャルロットの手元に投とう擲てきする。間一髪！　長剣の柄に当たり、その衝撃で彼女は長剣を取りこぼした。

　慌ててレオンは彼女のもとに駆け寄り、もう一本の長剣ナイトソードも奪うようにもぎ取った。

「……お願い、死なせて」

　蚊の鳴くような声でシャルロットが死を願う。

「もう生きていけない。わたし大変なことしちゃった」

　抑揚のない、心の底から絶望している者の声だった。

「シャルロットは悪くねえよ。全部あいつらに操られてただけだ」

　レオンも膝ひざをつく。そしてシャルロットを慰めるように優しく声をかける。

　だが彼女は力なく首を横に振る。

「違う──」

　唇を小さくわななかせながら、

「操られてたけど操られてなかった。あれは全部わたしの本心──チェルシーを妬ねたんでたのも、レオンを殺してしまおうとしたのも……醜みにくい心に歯止めが利かなくなって、黒くて汚い感情に背中を押されて」

「それでもだ！　それでもシャルロットは悪くない」

　レオンはシャルロットの言葉を遮さえぎり、声を大にして彼女の罪を否定する。

「お前がチェルシーを優しく面倒みてたことをおれは知ってる。〈飾りの紋章デコレーシヨン〉ってバカにされてたおれをいつも気にかけてくれたことを知ってる。誰よりも仲間を大事に想おもってるってことをおれは知ってるから、お前の心の中に汚いものがあったっておれはお前のことを悪くないって言い続ける!!」












　途と端たん、シャルロットの瞳ひとみから感情がほとばしるように涙が溢あふれ出だす。それは次から次へ、まるで湧き水のようにとめどなく込み上げては、彼女のほおを伝つたっていった。

「……いっぱい間違えた。たくさん間違えた」

　懺ざん悔げをするように胸の前で両手を組み、

「チェルシーを悲しませた。メルシャさんを見殺しにした。殺さなくていい犯罪者ひとを殺してしまった──どうやって償えばいいのかわからない」

「一緒に考える──」

　レオンはシャルロットの肩を抱く。

「お前が納得できる答えにたどり着けるまでおれも一緒になって考える。だから一人で泣かないでくれ」

　シャルロットがレオンの胸に額を押し付け、「ひっ、ひっぐっ」と嗚お咽えつを漏らす。そして涙で濡ぬれた顔を上げると、彼女は自身の想おもいを再度レオンに打ち明ける。

「あたしはレオンのことが好き。ずっとずっと好き……」

　彼女の想いを受け、レオンは誠実に答えることを誓う。決してはぐらかしたり、うやむやにしたりしないで。

「──ごめん。おれはチェルシーのことが好きなんだ」

　自分の本心を告げる。

　一瞬シャルロットの表情が切なげに歪ゆがむ。目を伏せ、自身の想いが受け入れられなかったことを噛かみしめるように唇を引き結んだ。

　しばらくの間そうしていたが、自身の気持ちに無理やり区切りをつけるように顔を上げる。

　涙でクシャクシャになった顔を、それでも彼女は凛りんとした顔つきに戻して、はっきりとした声音こわねで望みを口にする。

「チェルシーに謝りたい。だからレオン、お願い、あの子を助けて」

「もちろんだ。絶対に助ける」

　シャルロットに力強くうなずき、レオンは床に落ちている短剣ダガーを拾うと立ち上がった。

　──だけどチェルシーはどこにいるんだ？

　この地底にはレオンとシャルロットしかいない。隠し部屋があるようにも見えず、焦あせる気持ちが募っていく。

　そんなレオンの心を読んだようでシャルロットが答える。

「チェルシーたちはあの台座から……」

　中央の台座に視線を向けて続ける。

「猊げい下か……ワイグがレオンの首飾りを掲かかげたら、よくわからないんだけど、どこかに消えちゃったの」

「首飾りっていうと、コレか？」

　レオンは首からさげている紅縞瑪瑙サードニクスをつまんでシャルロットに見せる。

「え？　どうして持ってるの？」

「イオーラさんたちが助けに来てくれてさ、マリーからもう一度預かったんだ。それでこれをどうすればいい？」

　一刻でも早く追いかけたくてシャルロットに問いただす。

「台座の上でその石を掲げてただけなんだけど」

「わかった」

　足元に注意しながらレオンは台座まで走る。そして、かつてチェルシーが浮いていたその台座にのぼった。

　首飾りを取りはずして紅色の石を持ち上げてみる。

「本当にこれでいいのか……!?」

　そうつぶやいた瞬間、手にした紅縞瑪瑙が浮き上がり、その姿を変えていく。

　美しい紅色は、輝くような闇やみ色いろに染まり、偏方多面体とでもいうのか、大小さまざまな切断面を多数備えた、限りなく球体に近い宝石に生まれ変わった。

　レオンは魅入られるようにその輝く漆黒の宝石を見つめる。すると不思議なことに彼の心の中にこことは別の空間──神殿の回廊を思わせる光景が広がった。

　さらに驚くことに、この宝石が『進みたいか？』とレオンの脳裏に問いかけてきた。

　その問いに答える前に、レオンは一度だけシャルロットに振り向く。

「どうやらチェルシーのところにいけそうだ」

「わたし、待ってるから。レオンとチェルシーが戻ってくるの待ってるから」

　シャルロットがぎこちない笑えみを浮かべて送り出してくれる。

「おう！　チェルシーを助けだして必ず帰ってくる」

　レオンは再び闇の宝石を見つめて自分の意思を告げる。

「おれをチェルシーのもとに連れてってくれ！」

　刹せつ那な、宝石から光と闇が噴出してレオンを絡め取る。知覚する世界が曖あい昧まいになり、現実と夢想の境界が薄れていく。それでもレオンの意識は途切れることなく、最後の戦いの場へといざなわれる感覚に全身の細胞が打ち震えた。
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　光と闇やみが混ざり合い、不定形の名状しがたい生物どもが跋ばつ扈こする、〈狂気〉と称するような場所でクレインは鼻にかかるような息を吐く。

「奇妙なものだな。先ほどまでは神殿のような造りだったというのに……だがなるほど、神が御お座わす場所というのはこういうところなのだろう」

「殿下よ、このようなところが神の座であろうはずがございません」

　独り言ごちるクレインに、隣にたたずむワイグが低く嗤わらった。

「ここは、身どもの神が囚とらわれている牢ろう獄ごくでございます」

「……牢獄？　窮極の門を開きＹヨグのもとまで連れていくと言っていたが、このおれを欺あざむいていたということか？」

「滅相もない。窮極の門なら殿下の目の前にいるではございませぬか」

「いる？」

　恭うやうやしく、しかし卑いやしさを滲にじませる仕草でワイグが頭を垂れ、〈それ〉を指し示す。

　クレインは大儀そうに顔をむける。

　そこには、先刻ワイグによって意識を奪われたＹの娘がいた。より厳密には、ふわふわと浮いた巨大な球体の中で、Ｙの娘が粘ねん膜まくと濃厚に蔓まん延えんした瘴しよう気きのようなものに包まれている。

「あの娘がなんだというのだ」

　わずかに険を含んだ声でクレインが問うと、ワイグがゆっくりと顔を上げた。

「窮極の門、それはＹ──すなわち〈宇宙の真理〉へと通じる唯一にして絶対の象徴シンボル、そしてその正体こそが……」

　一度区切り、ワイグがＹの娘を見やる。

「そう、Ｙの仔ここそが門を開ける〈銀の鍵かぎ〉であると同時に、〈窮極の門〉そのものであり、Ｙのすべての力を継承する〈器うつわ〉なのでございます」

「……やはり貴様にたばかられている気分だ」

　自身の理解の範はん疇ちゆうを超える情報にクレインは眉まゆをしかめる。

「そもそも、ガルゼノンの小しよう砦とりでにあった虹にじ色いろの扉が窮極の門ではなかったのか？」

　かつての報告ではそのように聞いていたはずだと、クレインは忌いま々いましげに問いただす。

「あれは〈常闇の御扉トラペゾヘドロン・ゲート〉──身どもの主神、無む貌ぼうなる神が囚われているこの空間に通じる扉でございます」

　ワイグが僧衣ダルマテイカの懐から闇やみ色いろの宝石を二個、三個と取り出した。

「あの扉は、この〈輝くトラペゾヘドロン〉を使って建造した不完全な代しろ物ものでございます。不完全ゆえに血の供く物もつなる面倒なものを用意しなければならなかった。しかし、ローウェン市の聖堂地下──聖せい櫃ひつたるあの場所ならば、新月の闇やみ夜よと〈輝くトラペゾヘドロン〉があれば十分なのですよ」

「なるほど。貴様がおれにおもねっていたのは、おれにローウェン市を占拠させるためか」

　互いに利用し合う関係であることは承知しているが、自分が一方的にワイグの手のひらの上で踊っているように感じてクレインは鼻はな白じろむ。

「アグノリアの王子よ、その者は愚ぐ昧まい、無能の者なれば、無礼はどうかお許しください」

　それはワイグの声ではなかった。いや、声質は同一人物と思えるほど似ているが、クレインの後方から聞こえてきたのだ。

　クレインは振り返った。

　先ほどまではなにもなかったはずなのに、今は彼の目の前に豪ごう奢しやな椅子が置かれており、そこに寝そべるような怠たい惰だな格好でひとりの青年が座っていた。

　青年──黒銀ブラツクシルバーの髪に人好きのする笑えみを浮かべ、しかし個々の顔の部位パーツが認識できず、それはまるで顔がないようにも見える奇妙な男だった。

　本能的な恐怖からクレインは一歩二歩と後ずさる。

「ああ！　神よ、身どもの神よ、あなたさまから切り離されて幾星霜、お会いしとうございました。あなたさまの使徒にして、〈無力なる顕けん現げん体〉、ワイグ・リ・ウィグリィ＝ホーギーでございます」

　対して、ワイグが彼らしくない歓喜の声を上げ、よろよろと進み出ると、男の前でひざまずく。

　それは、今までクレインにしていた慇いん懃ぎん無ぶ礼れいなものではなく、心からの忠ちゆう誠せいを誓うような臣下の礼だった。

「ワイグ・リ・ウィグリィ＝ホーギーよ、ずいぶんと時間がかかりましたね」

「人間程度の力しか持たぬ無力なる身の上では思うようにことが運ばず、あなたさまがレオン・カーターにＹヨグの紋もん章しようをはじめ力を与えすぎますれば……戯たわむれも大概になさいませ」

「ふむ。少しばかり遊びがすぎたようですね」

　男が楽しそうに笑い、

「さて、ワイグ・リ・ウィグリィ＝ホーギーよ、わたくしはあの日、早々に姫に封じられたことで、この世界の成り立ちを詳しく理解していません。再びわたくしのもとに還かえりなさい」

「あなたさまの御み心こころのままに──」

　言うや、ワイグの身体からだが深い瑠る璃り色の光に包まれる。光は伸縮を繰り返しながら徐々に小さくなっていき、ついには親指ほどの球体になると男の身体からだの中に吸い込まれていった。

「……なるほど。レオン・カーターとオズワルド・ウィンチェスター──同世界に同一人物がいるのはそういうことでしたか」

「ワイグはどうなったのだ、貴様何者だ」

　ないがしろにされる不快感が恐怖に勝り、クレインは男に相あい対たいする。

　男は相変わらず笑えみを浮かべたまま、

「わたくしですか？　わたくしは千の顔を持つゆえに顔なく、千の名を持つゆえに名なき者──Ｙヨグの強壮なる従者でございます。そしてワイグ・リ・ウィグリィ＝ホーギーは、わたくしが姫に封印されたときに切り離したわたくしの力の一部、今、その記憶、意思、精神のすべてを回収したのでございます。これでよろしいか？」

　ぞんざいな説明だが、目の前の男が自分とは遥はるかに格の違う存在であることを理解して、クレインは奥歯を噛かみしめる。

「アグノリアの次期皇こう帝ていであるこのおれが、所しよ詮せんは貴様の使い走りだったということか」

　対等に構えていた頃の自分が滑こつ稽けいでしょうがなかった。

「あまり卑ひ下げなさいますな、殿下。姫をレオン・カーターから引き離し、ここまで連れてきてくださったことをわたくしは感謝しておるのですよ？　それ相応の見返りを、殿下が望む、万ばん物ぶつの理を超越する神の力を与えてもよいと考えております」

「鼻先に餌えさをぶら下げるような物言いだ。おれになにをやらせたい？　言ってみろ」

「話が早くて助かりますね。では単刀直入に──レオン・カーターがここに向かってきております」

　男はフッと息をついた。

「前回は姫の目の前でレオン・カーターを殺したことで、思わぬしっぺ返しを食らってしまいましたが、今や姫の自我も消滅の間際、もはやこの段ではなにもできますまい。なればレオン・カーターを生かしておく理由もない──」

　クレインはみなまで聞かず、

「いいだろう。レオン・カーターを殺してきてやる」

「期待しておりますよ？　彼かの者を始末した暁あかつきには、殿下も我々神の仲間入りです」

　男が愉快そうに告げる。

　──そのときはこの屈辱を存分に晴らさせてもらう。

　無言でクレインは男を見据えた。





　　　　２






「……この先にチェルシーはいるのか？」

　視界がはっきりすると、レオンは注意深く眼がん前ぜんに広がる光景に視線を走らせる。

　地面には黄緑色の半透明の岩が精密に敷き詰められており、壁面には得体の知れないモノを描いた浅浮き彫りレリーフが施され、光源となる光り苔ごけは群生していないのに煌こう々こうたる光で満たされた大広間である。

　さらには神殿のように柱廊が続き、緋ひ毛もう氈せんも敷かれている。

　レオンは周辺を警けい戒かいしながら緋毛氈の上を小走りで進む。

　途中まで進んだとき、何者かがたたずんでいるのが見えた。

　初めて会ったときは長袖の上着コタルデイに毛皮をまとっていたが、今は軍装に細身剣レイピアを手にしている。

　黒髪に黒い瞳ひとみ、美しい面立ちの青年──冷酷な目つきとそれを強調するような深いクマが浮いていた。

「クレイン！」

　相手の名を叫ぶとレオンは短剣ダガーを逆手に構える。煉れん獄ごくの紋もん章しようは既に解放済みだ。

　対するクレインの表情は怒気を帯びて醜みにくく歪ゆがんでいく。

「下げ郎ろうの分際でおれの名を気安く呼ぶなっ!!」

　激げき昂こうするや、

「翠すい嵐らんの紋章！　轟ごう雷らいの紋章！」

　水系と雷系の上級紋章を解放する。クレインの全身を雷と水流が巡り出す。

「双紋ダブルギツド……!?」

　レオンはおもわず顔をしかめる。チェルシーのところまであと一歩だというのに……。

「そこを通してくれって言っても、通してくれるわけねえよな？」

「つくづく言葉遣いというものを知らんようだな──撃うち抜け！　乱水弾レジエロ・グランデイネ」

　苛いら立だたしげな声音こわねと共に、クレインが発動句を唱える。

　小石ほどの水の塊かたまりが無数に現れ、散弾よろしくレオンを穿うがとうとする。

「爆はぜろ！　火球爆裂レジエロ・フイアンマ」

　レオンもすかさず紋章術の詠えい唱しようをおこなう。

　巨大な火球が顕けん現げん、即座に破は裂れつする。炎ほのおのつぶてと水の散弾が衝突して派手に水蒸気が上がり、周囲が視界不良になる。

　だがほとんど間を置かず、水蒸気の壁を打ち破るようにクレインが躍おどり出る。

「死ねぇええええええ!!」

　クレインが細身剣を刺し突とつの型に構え、レオンの心臓を正確に刺し貫つらぬこうとする。

　高い反射神経でレオンは体をずらして紙一重で刺突の一撃をかわす。そして体たい捌さばきの反動を利用して短剣を切り上げる。

　なめらかな手て応ごたえ、ついでクレインのほおから花びらが散るように鮮血がほとばしった。

「よし！」

　そのまま追撃としてレオンは上体を寝かせると、棒立ちになっているクレインのあごを足刀で突き上げる。

「ぐぁっ!?」

　引き潰つぶれたような短いうめき声を上げて、クレインが背中から倒れた。

　レオンは体勢を整えると彼を一いち瞥べつする。

「わりいけど、こんなところで立ち止まってる暇はねえんだ」

　しゃべっている時間も惜しく、倒れているクレインの脇をすり抜けて、レオンは再び柱廊を駆け出す。

「レオン・カータァアアアアアアッ!!」

　が、レオンの背を怒号が打ち、さらにとんでもない殺気も感じる。

　おもわず振り返るとクレインが立ち上がっており、ほおの傷口をぬぐいながら狂気を宿した瞳ひとみで睨にらみつけてくる。

　女性よりも美しい顔を屈辱と憤ふん怒ぬでクシャクシャにしながら、

「おれはアグノリアの次期皇こう帝ていにして、万ばん物ぶつの理を超えていく者だ！　貴様ごとき血統の卑いやしいクズが侮あなどっていい存在ではないぞ!!」

　クレインの身体からだを覆おおう雷と水流が、まるで彼の怒りに反応するように狂わんばかりの激しさで流れ出す。

「霧む散さんせよ！　安寧なる夢幻世界インフイニト・アツクエルージヨラ」

　水系の極大技インフイニトの発動句を唱える。

　途と端たん、クレインを中心に半径五十メートルを優に超える、巨大な水のドームが形成される。それと同時に内部で濃のう霧むが発生して、まとわりつくようにレオンを包み込んだ。

　──この極大技は確か……。

　亡命作戦時にバハル砦とりで付近の森林戦で、この術を吸収して使ったことをレオンは思い出す。殺さつ傷しよう力こそないが、ドーム内にいる敵の意識を奪うことができる。

　霧きりにさらされて意識が飛ぶ前にレオンは精神を集中させる。

「焦土と化せ！　原初に還す大神の鉄槌インフイニト・サクロ・エルツイオーネ」

　激しい地鳴りと同時にあちこちから火柱が噴出して、天を衝つくように水の天てん蓋がいを穿うがつ──相そう殺さいする形で水の巨大ドームを破壊すると火柱も消え去った。

「……なんとかなったな」

　レオンが安あん堵どの息をついたとき、フッとクレインが鼻で笑うのが聞こえた。

「まだこんなものではないぞ！　浄化せよ！　天よりくだされし神罰の雷槍インフイニト・フルミナツツイオーネ」

　それは雷系の極大技の詠えい唱しようだった。

　クレインが勝ち誇るように口の端はしを歪ゆがめながら顔を上げる。レオンもそれにつられる形で上を見た。

　柱廊の天井を埋め尽くすように無数の魔法陣が出現していた。魔法陣は濃い紫色の電流で彩られ、辺り一面が暗紫色の輝きに覆おおわれる。

　その奇妙な美しさとは裏腹に、魔法陣から雷鳴が響き、今にも雷が落ちようとしている。

　レオンはもう一度、炎ほのおの極大技インフイニトを唱えようとして軽い眩暈めまいを覚える。極大技の連発はさすがに精神的に応こたえる。もう少しだけ時間があれば気力も回復するのだが……。

　そんな打つ手のない状態の中で、無数の魔法陣から雷が放出される。それはまさに天界よりくだされる怒れる大おお槍やりのようで、数秒後には審判を受ける咎とが人にんのようにレオンは焼き尽くされるだろう。

　轟ごう音おんと閃せん光こうにさらされ、なすすべなく立ち尽くすレオン。

　しかしそのとき、

「Ｙヨグの紋もん章しよう──」

　レオンの耳に懐かしい声が響いた。

　同時に、魔法陣や、放出された雷が光の粒子へと還かえり、その粒子がレオンの背後に流れていく。

　瞬間的になにが起こったのか理解できず、それでもレオンは惹ひかれるように振り返った。

「……!?」

　あまりのことにレオンは呆ぼう然ぜんとしてしまった。

　呆ほうけたようにその人を見やりながら、口を開くよりも先に胸の奥から言葉にできない感情がせり上がってくる。ついで、目頭が熱くなったかと思うと視界が滲にじみ、レオンは唇を震わせながら声を出す。

「きょ、教官……」

　そこに立っていたのはローウェン市の教官服に身を包み、自分と同じ蒼あお色の髪をした男性──オズワルド・ウィンチェスターだった。

　オズワルドがレオンの隣にまで歩いてくる。

「よう。ずいぶんと苦戦してるじゃねえか」

　まるで朝、教室で出席をとるときのような、あの頃となにも変わらない、ちょっと枯れた感じの緩ゆるい口調で声をかけてくる。

「……なにが『よう』だよ。生きてるんだったらもっと早く帰ってきてくれよ。おれたちがどれだけ悲しい思いをしたか」

　レオンは目元をぬぐうと、泣き笑いのような顔をしてオズワルドに文句を言う。

　だがオズワルドはちょっと困ったような顔をして、

「……わりいな。生きてるってわけでも、生き返ったってわけでもねえんだ」

　オズワルドの言っていることの意味が理解できず、レオンは首をかしげる。

「今のおれは魂の残りカス、あるいは残留思念のようなものだ。現実の世界ではない、この狭間はざまの世界だからこそなんとか出てくることができた……とはいえ、すぐに消えちまうんだけどな」

「……また会えたってのに」

　一瞬でも楽観的なことを考えてしまった自身の浅はかさに、レオンは唇を噛かんだ。

「おれはもう死んじまってる。その事実は覆くつがえせないんだ」

　辛つらそうに目を細めて、オズワルドが寂しげに笑った。

　それからオズワルドがレオンの右手を掴つかみ、その甲をまじまじと見る。

「使い物にならないくらい濁っちまってる……それだけ身体からだを張って辛い戦いをしてきたんだな？」

　その言葉で、レオンの胸中にオズワルド亡なき後の激戦の数々が蘇よみがえり、

「……マリーは守れたけど、代わりにカロンを死なせちまった。シャルロットも危険な目に遭あわせたし、チェルシーもさらわれた」

　自分の不ふ甲が斐いなさばかりが口を衝ついて出た。

「……ずいぶんと苦労をかけたな。おれがやらなくちゃいけないことを、全部お前に押し付けちまった」

「違う！　教官が悪いんじゃねえ、おれが弱かったから……」












　そんな優しい言葉をかけてもらってはいけないと思った。

　自分は、オズワルドが死の際に「仲間を守ってくれ」と託した願いを全然叶かなえられなかったのだから。

「お前さんは弱くなんかないさ、驚くぐらい強くなった。おれの誇りだよ」

「おれは強くなんか、おれは……」

　それ以上は胸がいっぱいになり、もう言葉にすることができなかった。

「しぶけ！　水槍撃レジエロ・ステイツラ」

　発動句の詠えい唱しようが聞こえたかと思うと、水の長槍パイクが射出される。が、それもすぐに光の結晶になり、オズワルドの右手に吸い込まれていった。

「……どういうことだ？　下げ郎ろう、貴様なにをした！」

「うるせえな、三さん下した。テメエ、おれの大切な仲間に手を出したんだ、当然、覚悟はできてるよな？」

　オズワルドの静かな迫力に、クレインが「ぐぅ」と小さく喘あえぐ。

　それからオズワルドがレオンの右手の甲に自身の右手の甲を近づける。

「その穢けがれはおれが持っていく」

　言うや、レオンのＹヨグの紋もん章しようの濁りが浮き上がり、オズワルドのＹの紋章に吸収されていった。

「教官、いいのか？　これじゃ教官の紋章が……」

「構わねえよ。おれはもうそんなに長くは留とどまっていられないんだ。それにお前の師匠だからな、これくらいなんでもねえ」

「……師匠っていや、イオーラさん、本当に頼もしい人で、ものすごく助けられてる」

「そうか。あいつにゃ、世話になりっぱなしだったな」

　イオーラのことを思い出しているのか、オズワルドの表情が穏おだやかなものになる。

　が、それとは真逆にクレインの顔が恥ち辱じよくで真っ赤になっていた。

「おれを無視するんじゃない！　浄化せよ！　天よりくだされし神罰の雷槍インフイニト・フルミナツツイオーネ」

　再度、極大技インフイニトの詠唱──天井に無数の魔法陣が出現するも、やはり光の粒子となって、今度はレオンのＹの紋章に吸収された。

「学習能力のない野郎だぜ。レオン、ケリをつけるぞ」

「了解だ、教官！」

　レオンは右腕を、オズワルドは左腕を掲かかげ、

「浄化せよ！　天よりくだされし神罰の雷槍インフイニト・フルミナツツイオーネ」

「焦土と化せ！　原初に還す大神の鉄槌インフイニト・サクロ・エルツイオーネ」

　かつてレオニダムとの決戦で共闘したときのように、二人はそれぞれ極大技の発動句を唱える。

　天井には紫電ほとばしる無数の魔法陣が展開され、床面にはゴォオオオという地鳴りが起こる。そして同時に、激しい落雷と、火山の噴火のように火柱が噴き出した。

「クレイン、お前はあまりにも奪いすぎた」

「分ぶんというものをわきまえろ。おれはクレイン・ウィル・アグノリア。この国を統すべ、万ばん物ぶつの理を超えていく者だ！」

「寝言は寝てからにしてくれ──」

　レオンの言葉と共に、クレインが雷と炎ほのおに蹂じゆう躙りんされ、悲鳴を上げる間もなくこの世界から消滅した。

　安あん堵どのため息をつきそうになったとき、

「レオン、おれもここまでのようだ」

　ハッとして、レオンはオズワルドに振り向いた。

　彼の身体からだの輪郭がボンヤリとしており、その存在自体が希薄になっている。目に見えるのにそこにいることがうまく実感できない感覚……。

　直感的に、これが本当に最後の別れだと理解する。

「……教官」

　伝つたえたいことやぶつけたい思いはたくさんあるのに、うまく言葉にならないもどかしさにレオンは奥歯を噛かみしめる。

「この先に顔のない男がいる。あいつがすべての元凶だ……でもな、もしも戦うのが怖かったらこのまま引き返すって道もある。チェルシーを守って欲しいっていうのは、所しよ詮せんおれの我わが儘ままだ」

　オズワルドが気づかうようにレオンに選択の余地を残す。

「あんたの我が儘はおれの我が儘じゃねえかよ」

　無理やり口の端はしを笑えみの形に吊つり上げ、

「それに誰のためでもねえ。おれがチェルシーを守りたいから守るだけだ」

「すべてを終わらせてこい、レオン。Ｙヨグはお前の味方だ。きっと助けてくれる」

　無言で二人は視線を交わす。

　オズワルドの輪郭はもうほとんど世界に溶け込んでおり、あと数十秒もすれば完全に世界の一部となるのだろう。

　そのとき、彼の目が「いけ」と言うようにまたたいた。

「……ッ」

　レオンは言葉を飲み込んだ。これ以上はなにを言っても未練にしかならないと思ったから。

　溢あふれる思いを断ち切り、レオンはオズワルドに背を向けると最後の戦いの場に向かって走り出す。

　強く拳こぶしを握りしめて、前だけを見据えて、駆けて駆けて駆け抜ける。

　自分が前に進む姿を見せようと思った。

　それこそが師であり友であり、自分自身であるオズワルドへの手た向むけになると信じて──。
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　どれくらい走っただろうか？

　気づけば神殿を思わせる柱廊は消え去り、代わりにあの空間が広がっていた。

　名状しがたい化け物どもが楽器を狂ったようにかき鳴らす、狂気を絵に描いたような異常な場所だ。

　そしてレオンを待ち受けるように豪ごう奢しやな椅子に顔のない男が座っていた。

　もう何度も相あい対たいしている、あの寝そべるようなだらしのない格好に、顔のない顔に軽薄な笑えみを貼り付けた姿で。

　ただ、僧衣ダルマテイカの少年──ワイグの姿が見当たらない。とはいえ、今はそんなことを気にしているだけの余裕はなかった。

「レオン・カーターよ、こうして実際にお会いするのは初めてですね。なんとも感かん慨がい深いものです」

　レオンが口を開くより先に、顔のない男が話しかけてきた。

「なにが初めてだ！　何度も何度もおれの目の前に出てきやがったくせに」

　声を張りながらも、レオンは油断なく眼がん前ぜんの敵との距離を測る。

　そんなレオンの慎重さを嘲あざけるように、顔のない男がクツクツと低く嗤わらう。

「いえいえ、実体としてお会いするのは初めてですとも。今までのは一種の精神感応、この空間に直接呼び寄せていたわけではございません」

「だからどうした！　そんなことよりチェルシーを返せ」

　レオンは戦闘体勢を取りながら視線だけで辺りをうかがう。すると顔のない男からわずかに離れた場所に巨大な球体が浮いており、その中に、濃のう霧むのように蔓まん延えんした闇やみと共にチェルシーの姿がかすかに見えた。

「チェルシー!!」

　叫び、レオンは球体まで一気に距離を詰める。

　が、あと一歩というところで、目の前に顔のない男が椅子ごと現れる。まるで空間を無視するように一瞬で移動してきたのだ。

　レオンはたたらを踏んで立ち止まる。

「おやめなさい、レオン・カーター。〈窮極の門〉たる姫は、自身の自我をつかさどる〈銀の鍵かぎ〉を使って扉を開こうとしております。そしてＹヨグの大いなる力を〈器うつわ〉である肉体に納め、万能の存在に昇華されようとしております」

　顔のない男が初めて嘲ちよう笑しよう以外の、情念のような粘つく感情を声に含ませる。

「ああ、姫がＹの力のすべてを継承したなら、Ｙ──ヨグ＝ソトホース自身を呼び寄せることができる。やっと、ヨグ＝ソトホースに会えるのです」

「……なにを言ってるんだ？　お前、一体なにが目的なんだよ」

　目の前の敵がなにを求めているのか理解できず、レオンは身構えながら問う。

「会いたいだけですよ、ヨグ＝ソトホースに。あの御お方かたにもう一度会いたい。ただそのためだけに今日まで生きてきた──」

「会いたい？　そんなくだらねえ理由でローウェン市を占領させたり、メルシャさんを殺させたり、シャルロットを狂わせたりしたのかよ……」

　その理不尽さ、身勝手さに、怒りの焔ほむらがレオンの腹の底から渦を巻くように込み上げてくる。

　だが、レオンが怒りをぶつけるより先に、

「くだらなくなどない!!」

　顔のない男が、それまでの道化師然とした口調からは想像もできない硬質な声音こわねで怒鳴る。

「子が父親に会いたいという願いのどこがくだらないというのだ？」

「……子？」

　理解が追い付かずレオンは呆ほうけたような声を出す。

「もうよい。あなたの役目は終わりました。どうぞ安らかに」

　途と端たん、顔のない顔がぽっかりと空洞になり、赤ん坊の泣き声のような、小動物の威い嚇かくする声のような、聞く者を発狂させる声が響いた。

　レオンは反射的にバックステップを駆使して、顔のない男と大きく距離を取る。

　そうするうちに、空洞の闇やみの最奥からなにかが蠢うごめきながら這はい出だしてくる。それは〈腕〉だった。真っ黒な霧きりのように質量や実体があやふやで、空洞から出てきた瞬間に巨大ミミズドールよりも大きく膨ふくれ上がった。

　それはかつてガルゼノン王国の小しよう砦とりで、その地下で顔のない男と戦ったときの再来といってよかった。

　さらに前回同様、〈腕〉から無数の触手が生える。

　その触手が一斉にレオンを貫つらぬこうと直線上に、最短距離で襲いくる。

　あまりの速度と迫力にレオンは防御の紋もん章しよう術はおろか、よけることも身を屈かがめることもできない。

「くっ──」

　うめくことしかできないレオン。

　触手の大群は目の前まで迫り……しかしそのすべての触手がレオンを穿うがつ直前で、まるで根を焼かれて干からびる植物のように、次々と萎しおれて消えていった。

　そしていつの間にかレオンの目の前に、ローブをすっぽりとかぶった不思議な者が立っていた。

　その人はレオンの手を握り、

《──ひとまず安全な場所に》

　直接頭の中に声が響いてきた。さらにローブの人の身体からだが柔らかく発光して、その光がレオンにも伝でん播ぱする。

「ウムル・アト＝タウィル！　なぜ邪魔をするのです。まさかそれがヨグ＝ソトホースの意思だというわけではないでしょうね」

　顔のない男の忌いま々いましげな声が聞こえたが、すぐにレオンはローブの人からの光に全身を包み込まれた。
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　気が付くとレオンは乳にゆう白はく色しよくで満たされた空間に立っていた。

　周りを見渡してみるがなにもない──文字通りなにも存在しない空間なのだ。上下左右、奥行き、すべてが乳白色一色のため、広いのか狭いのかも判然としない。

　しかし不思議と心がやわらいだ。まるで大いなる存在の掌てのひらの上で守られているような安心感がある。

　と、レオンの目の前に、謎めいた文字に彩られた、六角形の巨大な台座が現れた。そして先ほどの衣服にすっぽり身を包んだ、性別の区別がつかない人が台座にのっていた。

　また台座の下には、眷けん属ぞくなのか、同様の衣服に身を包み込んだ者どもが蠢うごめいている。

《我はウムル・アト＝タウィル──〈導くもの〉にして、〈門を護まもるもの〉、そして〈延命せられしもの〉である》

　その声はやはり、直接頭の中に響き渡るものだった。

「……ウムル」

　レオンはハッとする。

　その名前はチェルシーから何度か聞いていたもので、確かオズワルドに〈オズワルド・ウィンチェスター〉の名前を与えたのも、このウムルとかいう謎の存在だったはずだ。

《我は、汝なんじがＹヨグと呼称する存在──ヨグ＝ソトホースの意思、記憶、精神を体現する者である》

　ウムルが再びレオンの脳内に語りかけてくる。

「精神の体現……？　よく意味がわかんねえけど、それってあんた自身がＹヨグってことなのか？」

　レオンの疑問の声に、ウムルはわずかな沈黙を経て、

《否いな。我はヨグ＝ソトホースを代行するものであり、その叡えい智ちのすべてを内包し、すべての権限を管理する者なれど、ヨグ＝ソトホース自身ではない》

「じゃあＹは一体どこにいるんだ？」

　質問というよりも、単に疑問が口を衝ついて出た。

　ウルムがおごそかにそれに対する回答をする。

《ヨグ＝ソトホースの承認は取れている。今から我は、ヨグ＝ソトホースのすべてを汝なんじに語ろう──》
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　ヨグ＝ソトホース。

　それは生物であり、情報であり、概念である。

　生物としての彼は、ときに人間との間に仔こを成すこともある。

　しかし。

　ヨグ＝ソトホースの仔らは、一部の例外を除いて、そのほとんどが非ひ業ごうの最さい期ごを遂げている。

　次に情報としての彼である。

　彼は、過去・現在・未来──そのすべてに起こる事象を細大漏らさず記録する者である。

　情報としての彼に自我はなく、その膨大な知識を温存するだけであり、彼にたどり着くことができたなら、文字通り〈すべて〉の知識を得ることができるだろう。

　そう、彼こそは万ばん物ぶつの真理なのである。

　そして最後に概念としての彼である。

　彼は森しん羅ら万ばん象しよう、この宇宙で起こるすべてである……いや、逆であろうか、彼の内側にこそ宇宙は内包されており、すべての事象こそが彼なのである。

　始まりに始まりなく、終わりに終わりなき者。

　永えい劫ごうの循環なる者。

　偉大なる隣人。

　彼以前には〈無〉すらなく、彼以後にも〈無〉すらない。

　彼の意思で、宇宙は何度でも終わりと始まりを繰り返すのである。




　その始まり、いや、そもそも始まりなどというものがあったのかどうかはわからない。

　彼はただそこにたたずんでいるだけだった。

　彼を取り巻くものは〈無〉ですらない〈無〉だけであった。

　そして。

　永い時間が経たった。

　もちろん〈時間〉などという概念もなかったのだが。

　彼はずっと考えていた。

　自分は何者なのかを。

　自分はなにを成すべきなのかを。

　存在意義をただただ欲していたのだ。

　彼が、自分のしたいことをしたいようにすればいいという、あまりにも単純な回答にたどり着くには、〈時間〉という概念を用いるとして、宇宙の始まりから終わりを数兆回繰り返すほどの時間のあとであった。

　そんな中で彼は孤こ独どくの感情を覚えてしまった。

　それは彼の中の、〈生物〉としての萌ほう芽がのようなものだったのかもしれない。

　孤独の感情は募っていき、ついに耐えられなくなった彼は、〈無〉ですらない〈無〉をほんのひとつまみだけ千切り取って、それに命を吹き込んだ。

　それこそが顔のない男──〈這はい寄よる混こん沌とん〉、〈燃える三眼〉、〈闇やみをさまようもの〉、ナイアルラトホテップである。

　彼は、ナイアルラトホテップという友を得たことで、さまざまな感情を獲得していくことになる。

　そののち、彼は自分が自由な存在であり、好きなことをすればいいという回答を得、宇宙の創造へと着手するのである。

　何度も何度も宇宙の始まりと終わりを繰り返した。

　ナイアルラトホテップと共に。

　生命の起こりは神秘的であった。

　誕生した生命の進化の過程はおもしろかった。

　星の誕生と消滅は美しかった。

　その〈宇宙〉に手を加えることもあれば、ただ傍ぼう観かんすることもあった。

　彼は後者を好み、ナイアルラトホテップは前者を好んだ。

　あるとき、カーターと名乗る人間が彼の元を訪れた。

　カーターは魔道の力を極きわめ、彼に謁えつ見けんした極めて稀まれな人間であった。もちろん、カーター以前にも彼に謁見した人間はいたのだが、うつつの世界では小説家、夢の世界では旅人であったカーターを、彼はこよなく愛したのだ。

　ナイアルラトホテップは、カーターに対しては相当の嫌悪感を持っていたようだが……。

　それはさて置き。

　それからも、彼らは何度となく宇宙の創造と破壊を繰り返していく。

　だが、徐々に、彼とナイアルラトホテップの間に溝みぞができ始めていった。

　さらに永い年月の果て。

　彼は自身を限りなく無力な存在に落とし込むことで、宇宙を、そこに住まうすべての生命体のものとして、一切の干渉をやめようと考えた。

　対してナイアルラトホテップは、創造と破壊の遊戯をもっと低俗に、もっと残ざん酷こくに繰り返したいという、破壊衝動の塊かたまりへと変わっていった。

　それを悲しげに見ていた彼は、ナイアルラトホテップを諭さとす意味も込め、忽こつ然ぜんと姿を消したのである。

　神の不在の瞬間であった──。
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《ヨグ＝ソトホースは旧ふるき友ナイアルラトホテップをたしなめたかったのだ。自身が無力なる者になることで。対して、ナイアルラトホテップが行状を改めることはなく、しかしヨグ＝ソトホースへの慕情を日に日に強めていった》

　ここで一度ウムルは言葉を切った。

　レオンはあまりのことに声を出せない。そもそも〈宇宙〉などという概念がもうすでに理解の範はん疇ちゆうを超えていた。

　再びウムルが語り出す。

《ヨグ＝ソトホースの力は、ヨグ＝ソトホース及び彼の血縁者しか使えない。ゆえにナイアルラトホテップはヨグ＝ソトホースに再び謁えつ見けんするために、彼の娘であるチェルシーを狙ねらったのだ》

　レオンはウムルの話に集中する。

《ナイアルラトホテップはレオン・カーター……汝なんじがオズワルド・ウィンチェスターと呼ぶ男をチェルシーの目の前で始末することで、彼女の現世における未練を断ち切り、彼女を操ろうと考えた。しかしそれが裏目に出た》

「……裏目？」

　オズワルドが顔のない男に殺されたことは〈ウィンチェスター文書〉で知っている。が、その前後の記述は曖あい昧まいにしか書かれておらず、前の世界ではなにがあったのだろうかと、レオンはおもわず唾だ液えきを飲み込んだ。

《最愛の者を目の前で殺されたチェルシーは、ヨグ＝ソトホースの力を継承することを決意した。しかし彼女はヨグ＝ソトホースの娘ではあるが人間の血が濃かったゆえに、その力のすべてを継承するには未熟な存在であった。彼の力を継げば自我の崩壊を招き、力を行使すれば肉体が消滅する──》

「それは死ぬってことか？」

《有り体ていに言えばそうなる。しかし彼女はそれを承知で、力の継承と行使をおこなった》

「じゃあチェルシーは……」

　その先は言葉が出てこなかった。

《ヨグ＝ソトホースの力を継承してチェルシーの自我は崩壊したが、彼女の〈魂〉は健在であった。そして彼女は肉体の消滅を厭いとわず力を行使──一度宇宙を終わらせ、すべてをやり直すために、因果律を含めて前回の宇宙と酷似した新たな宇宙を創造した》

「〈宇宙〉を一回終わらせて、もう一度創る……？」

　レオンではもはや理解できなかったが、ウルムは話し続ける。

《その過程でチェルシーの魂は砕けかけていたが、ナイアルラトホテップを狭間はざまの世界に縛り付け、さらに殺されたオズワルド・ウィンチェスターを甦よみがえらせて新生された宇宙へと連れていった。そしてチェルシーの魂は完全に砕けてしまったが、彼女は魂の欠片かけらから自分自身を創造して、そののち消滅した──その欠片から生まれたのが現在のチェルシーである》

　そこでウムルの話は終わったようで沈黙が訪れた。

　だがレオンは衝撃的な話に理解が追い付かないまま、それでも頭の中で必死に整理して、そこで大きな疑問を覚える。

「チェルシーが新しい〈宇宙〉を創って、そこに教官を連れていったっていうけど……教官は時間を遡さかのぼってきたんじゃないのか？」

《否いな。オズワルド・ウィンチェスターは時間遡そ行こうをしたのではなく、いうなれば地続きで、この新生された宇宙に移ったのである。そしてこの宇宙は大陸歴１４３２年から開始された──本来なら大陸歴１４４２年、聖堂地下で汝なんじと今のチェルシーが出会うところから宇宙は始まるはずだったが、調整がうまくいかなかった》

「……それは〈宇宙〉が今から十年前に始まったってことか？　おれは十六歳なんだぜ？　十年前より以前の記憶だって持ってるのに、矛盾しないか？」

《否。汝らが新生以前の記憶を持っていると思い込んでいるだけ──それが因果律を含めて新生するということ》

　説明を受けても、その説明が既に理解不能なものだった。

「つまり〈宇宙〉は何度も始まりと終わりを繰り返していて、一個前の〈宇宙〉はＹヨグの力を使ってチェルシーが終わらせて、前回と同じ〈宇宙〉を創って、その〈宇宙〉は大陸歴１４３２年から始まっている……じゃあ、おれと教官は別人になるんじゃねえのか？」

《否。汝──この宇宙で生まれたレオン・カーターと、オズワルド・ウィンチェスターとでは、確かに魂の性質に多少の誤差は認められる。しかしそれは許容される範囲内であり、同一人物と結論付けても問題はない》

「まあ、おれと教官が同一人物っていうのはいいんだけど……なんていうか、〈宇宙〉の新生だとかトンデモすぎて、やっぱり信じられねえよ」

《我は汝なんじの主観を強制するものではない。しかし我は真実しか語らぬものである》

「そう言われると身も蓋ふたもねえな」

　そこでレオンはまた一つの疑問を覚える。

「……前のときのチェルシーはなんで宇宙の破壊と創造なんてややこしいことをしたんだ？　普通に顔のない男を倒して、死んだ人間を生き返らせればよかったんじゃねえか？　Ｙヨグの力ならそんな程度のこと余裕だよな」

《是ぜ。ヨグ＝ソトホースならば。しかし未熟なるチェルシーでは、宇宙誕生以前から存在するナイアルラトホテップを斃たおすことは叶かなわず、彼女は一度宇宙を新生させることで、ナイアルラトホテップと宇宙の接点を断ち切ったのである──結果、ナイアルラトホテップは宇宙と隔絶された狭間はざまの世界に幽ゆう閉へいされることになった》

　自分の魂が粉々になるまで戦った前回のチェルシーに、レオンは思いを馳はせる。

　それと同時に、未いまだ見ぬＹに対して怒りが込み上げてくる。

「チェルシーがこんなに一生懸命がんばってるのに、Ｙはなにをしてんだよ！　助けてもやらねえ、会ってもやらねえ、最低の父親だ」

《否いな。ヨグ＝ソトホースは自身の仔こらを愛している。しかし過去、彼の仔らは一部の例外を除き、みな非ひ業ごうの最さい期ごを遂げている。そしてその仔らの死は、例外なくヨグ＝ソトホースを求めた結果である──前回のチェルシーも彼の力を継承したことで消滅している》

　レオンはそこでふと、かつてバネー砦とりででチェルシーがウムルに記憶を消されたと言っていたことを思い出す。

「……チェルシーの記憶を消したのはそういうことなのか」

《是。チェルシーにはすこやかに生きてほしい。それがヨグ＝ソトホースの意思である》

「でも助けてやるくらいは……なあウムル、Ｙはどこにいるんだよ」

　先ほどの話では、無力な存在になって姿を消したとのことらしいが、その程度の説明では納得できなかった。

「愛してるっつっても、口先だけじゃ、やっぱりクズ野郎だ」

　レオンの言葉に、逡しゆん巡じゆんでもするようにウルムが沈黙する。

《ヨグ＝ソトホースは限りなく無力な存在──自身の記憶を封印して、この星で人間として生きることを決めた。そのため、彼自身、自分をヨグ＝ソトホースであると認識していなかった》

　再び、おごそかに語り出す。

《ただ、ヨグ＝ソトホースはチェルシーを守ろうと決めていた。自身の記憶は封じていたが、彼女と共にいられる場所で生きることにした。彼女が目覚めたときもその場にいた》

「チェルシーが目覚めたときって……？」

　聖堂地下で、初めてチェルシーと出会ったときのことを思い起こす。

　しかしその場にいた者など、自分とカロン、シャルロット、眼帯の紋章師ヴアンデツド、そして巨大ミミズドールくらいのものだった。

「いい加減なこと言うなよ。Ｙヨグなんて、少なくてもそう思わせる奴やつなんていなかった」

《否。あの場にヨグ＝ソトホースはいた。ヨグ＝ソトホースは……》

「ウムル、ありがとう。ここからは交代するよ」

　突如、ウムルから別な声が聞こえる。その声は肉声らしく、レオンの耳じ朶だを打つ。聞いているだけで心が落ち着く温かい声だ。

《ヨグ＝ソトホース、よろしいのか？》

「うん。ナイアルラトホテップとはもう決着をつけなくちゃいけないと思ってたんだ」

　どういうわけか、ウムルの中から会話が聞こえてくる。

「だったら彼と共に戦おうと思う」

《御意──》

　それを最後に、頭の中に直接響いてくる声はやんだ。そしてウムルが、すっぽりとかぶったローブのフードをめくりあげる。

　現れた素顔は、栗くり色いろの髪の、美少年ともいえる顔立ちの……、

「……カロン？」

「レオン、ぼくが、ヨグ＝ソトホースなんだ」
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「レオン、ぼくが、ヨグ＝ソトホースなんだ」

　六角形の台座からウムル……カロンが飛び降りると、ゆっくりとレオンの前まで歩いてきた。

　レオンはあまりの衝撃に声が出ない。オズワルドと再会したとき以上の驚きよう愕がくだった。

「この格好、変かな？　学園の制服姿でもよかったんだけど」

　いつものようにカロンがはにかみながら、

「本当のぼくは人間では知覚できない姿をしてるから」

「な、おまっ、バカッ！」

　あまりにも普段通りにカロンが接してくるので、レオンは混乱ぎみに声を上げていた。

「お前、一体誰なんだ……本当にカロンなのかよ」

　カロンがかすかに困ったような顔をする。

「ビックリするよね、こんなふうに出てきても。ぼくも自分がまさかヨグ＝ソトホース自身だったなんて、バハル砦とりでで死ぬまで知らなかったんだ」

　ゆっくりと言葉を選ぶように続ける。

「自爆技で死んだ後にこの空間で目を覚ましてね、自分の正体を理解した……娘チエルシーのそばにいようとカロン・ロッドマンっていう人間になったんだって。死ねばすべてを思い出すように条件付けをしていたんだ」

　それからカロンが申し訳なさそうに、うなだれるように頭を下げる。

「自分の正体を理解したときにすぐレオンたちを助けてあげたかったんだけど、ぼく自身まだヨグ＝ソトホースとしての認識が追い付いていなくて……」

「カロンッ！　おれはＹヨグだとか、〈宇宙〉だとか、そんなものはよくわかんねえ。でもお前がバハル砦で勝手に死んじまったのは許せねえ」

　レオンは怒鳴るように声を荒げる。カロンが庇ひ護ご欲をそそるような弱々しげな表情で、小さく身をすくめる。

「ごめんね──」

「でも生きててくれてよかった。Ｙだろうがなんだろうが、カロンが生きててくれてよかった……」












　しゃべりながらレオンは目元をぬぐっていた。

「永遠のような時間の中で、レオンと一緒にいた時間がもっとも心が安らいだよ」

　カロンがほほえむ。だが次の瞬間には真剣な表情になる。

「チェルシーを助けにいこう。かなり危ない状態なんだ」

「危ない状態？」

　オウム返しにレオンは聞き返す。

「魂の欠片かけらから創られた現在のチェルシーは、前回のチェルシーより遥はるかに未熟で不完全な存在なんだ。そんな彼女がＹぼくの力を使えば、今度は欠片すら残らず消滅しちゃう」

「そんな……」

　レオンの脳裏に、巨大な球体に取り込まれたチェルシーの姿が浮かぶ。

　助けにいかなくてはいけないという焦しよう燥そう感と同時に、瞬間的に浮かんだ疑問をカロンにぶつける。

「なあカロン、Ｙヨグってのはすべての出来事を知ってるんだろ？　だったらもうずっと前から対策を練るとか、極端な話、顔のない男を生み出さないとかいろいろできたんじゃねえのか？」

　的確な指摘だったようで、カロンが寂しそうに目を伏せる。

「そうだね。レオンの言う通りだよ。ナイアルラトホテップを創る前からこうなることは全部わかってた。でもぼくはあの子を信じていたかった。初めてできた大切な友達だったから……」

　Ｙが寂しさに耐えられず顔のない男を創ったのだとウムルが言っていたのを、レオンは思い出す。

「……前回、ガグとの戦いで自爆技を使って、自分がヨグ＝ソトホースだと理解したときに決めたんだ。もう一度だけあの子を信じようと、もしあの子の狂気が改まらなければ、そのときはすべてに決着をつけよう、って」

　静かな決意を語るカロン。

「わかった。チェルシーのところに連れてってくれ」

　レオンの言葉にカロンが唇を引き締めて目顔でうなずく。

　そして、先ほどウムルがしたような柔らかな光をカロンが放ち、その光が二人を包み込んだ。




　次の瞬間には、レオンとカロンは乳にゆう白はく色しよくの世界から顔のない男が囚とらわれている狭間はざまの世界に移動していた。

　顔のない男は相変わらず椅子に座っているが、空洞になった顔の穴からは一対の〈腕〉と〈眼〉が顕けん現げんしており、まるで闇やみ色いろの巨人のように、レオンたちを虎こ視し眈たん々たんと狙ねらっている。

「ふむ。尻尾しつぽを巻いて逃げたレオン・カーターが戻ってきましたね。ウムル・アト＝タウィルから入れ知恵でもされましたか？」

　クスクスと笑い声が聞こえる。声は椅子に座っている顔のない男から聞こえていて、どうやらそちらが本体のようだ。

「カロン・ロッドマン？　なぜ死んだはずのあなたがこんなところに」

「久しぶりだね、ナイアルラトホテップ」

「……名なきわたくしの名をなぜ知っている？」

　かすかに動揺しているようで、顔のない男の声が低くなる。

「だってぼくがきみにあげた名前だろ？　このヨグ＝ソトホースがね」

「なっ、人間ごときが父上の名を騙かたるんじゃない!!」

　瞬間、顔のない男が激げき昂こうする。連動するように、強大な〈腕〉が〈掌てのひら〉を広げ、真上からレオンたちを叩たたき潰つぶそうと迫ってくる。

「クソッ、逃げるぞカロン──」

　レオンはカロンのローブの裾すそを引っ張るが、彼は悠ゆう然ぜんと上方を見ている。

「大丈夫だよ。この世のいかなるモノもヨグ＝ソトホースを傷つけることなんてできないんだから」

　穏おだやかな声音こわねがレオンの耳じ朶だを打った。そしてその言葉通り、〈掌〉が彼らを押し潰そうとする間際に、霧きりが晴れるように〈掌〉を形成していた闇やみが拡散する。

「……なぜ？」

　呆ほうけたような声が顔のない男から発せられる。

　だがカロンはそれに直接答えることはせず、

「レオン、Ｙヨグの紋もん章しようを掲かかげてくれるかい」

「あ、ああ」

　レオンも圧倒的な光景にうなずくことしかできず、言われるままに右腕を掲げる。するとＹの紋章の複雑精せい緻ちな意匠シンボルが、右手の甲から剥はがれるように浮き上がる。

　そのまま天高く浮かび上がると、直径数十メートルの大きさに巨大化して神こう々ごうしい光を放ち出した。

「召喚紋みてえだな……」

　前に召喚紋持ちと戦ったときのことを思い出す。今のように天空に魔法陣が展開されて、ネイルと呼ばれる魔物を呼び出したのだ。

「そうだね。Ｙの紋章の真の能力は〈召喚〉なんだ。外宇宙に住まう神々を使し役えきすることができる。もちろんそのためには個別に承認を得る必要があるんだけど、今回はＹぼくが命じるからどんな神も応じてくれる」

　そしてカロンが凛りんとした声で命令する。

「万ばん物ぶつの真理たるヨグ＝ソトホースが命じる！　誇り高き炎ほのおの神よ、我の呼びかけに応こたえ、その力を顕けん現げんさせよ──」

　刹せつ那なの間を置き、巨大化されたＹヨグの紋もん章しようの意匠シンボルから、紅ぐ蓮れんの大いなる輝きが溢あふれ出だして、無数の光球に包まれたなにかが顕現する。それは万物の罪を浄化する神の炎のような、新生のための慈悲なる焔ほのお、もしくはただ無慈悲なる地獄の業ごう火かのような、あるいは神を滅する炎の精のようなモノだった。

　あまりの迫力と美しさにレオンはおもわず見み惚ほれてしまう。

「……あれが、教官が言ってた〈炎の神性〉なのか？」

「うん。ナイアルラトホテップにとっての天敵、最大の弱点だよ」

「まさかあなたは本当にヨグ＝ソトホースだと言うのか？」

　対して無む貌ぼうなる敵は闇やみの瘴しよう気きを張り巡らせ、

「それがあなたの意思だというのか。それほどまでにわたくしが疎うとましいか！」

　剥むき出だしの感情でほえる。

　炎の精のようなモノにより、ナイアルラトホテップは余裕をなくしている。

「きみを疎ましいなんて思ったことは一度もないよ。それでも、もうこうするしかきみの狂気を鎮められない」

　カロンが悲しげにつぶやき、

「レオン、炎の神は今、ヨグ＝ソトホースであるぼくと、Ｙの紋章を持つきみの支配下にある。命じさえすればナイアルラトホテップを斃たおしてくれる」

「じゃあおれが命令する。カロンはこれ以上なにもしなくていい」

　レオンはナイアルラトホテップを見据えながら静かに答える。

　顔のない男のことを初めてできた友達だとカロンは言っていた。けじめをつけるためにも、カロンの命令でナイアルラトホテップを斃すべきなのかもしれない。でも、自分のエゴかもしれないけれど、カロンに〈友達〉へのとどめを刺させたくなかった。

「レオン・カーター！　なぜお前などがヨグ＝ソトホースの寵ちようを受ける！　あの方に愛されるのはわたくしだけで十分だ!!」

　激情と共に咆ほう哮こうして、ナイアルラトホテップの残りの〈腕〉がレオンを捕えようと伸びてくる。

　しかしレオンは動じず、

「ここで終わりにする──炎の神よ、ナイアルラトホテップを焼き払え！」

　命じるや、炎の神が、自身を取り囲むすべての光球から紅蓮の光線を放った。

　紅蓮の光線は流星群のようにきらめき、〈腕〉や〈眼〉、そして闇の瘴気を易やす々やすと切り裂き、ナイアルラトホテップの全身を貫つらぬいていく。

　貫つらぬかれた箇か所しよから炎ほのおが噴き出し、一瞬にしてナイアルラトホテップの全身が激しく燃え上がった。

「ヨグ＝ソトホース……なぜだ、なぜ……わたくしを、遠ざける。わたくしはただ……あなたに、会いたい……だけだ。あなたの……そばに、いたいだけだ！　わたくしとてあなたの仔こではないか……あなたが創ったのでは、ないか……！　ち、父上……父上……！　ヨグ＝ソトホース……!?」

　悲鳴とも、怒号ともつかない、憐あわれすら感じる叫びを上げながら燃やされていった。

　敵を倒したことを確認するように、炎の神を囲む光球が空間内を旋回し、それを確認したようで、Ｙヨグの紋もん章しようの意匠シンボルの中に還かえっていった。するとＹの紋章も徐々に形が縮小していき、再びレオンの右手の甲に吸い込まれるように収まった。

「……終わったのか？」

　レオンが息をつくと、

「まだだよ、レオン」

　カロンが硬い表情で否定する。そして前方に浮かぶ巨大な球体を指さした。

「チェルシーはまだあの中に囚とらわれてる。ナイアルラトホテップを斃たおしたから、あの球体も徐々に消えていくんだろうけど、その前に彼女が闇やみに取り込まれて強制的にＹぼくの力を継承してしまう」

「わかった。チェルシーを取り返してくる」

　レオンは球体に向かって小走りに駆ける。

「──レオン！」

　カロンの声が背を打ち、レオンは立ち止まると振り返った。

「チェルシーを守ってあげてね、彼女には父親らしいことをなにもしてあげられなかった」

「ちょっと待てよカロン、お前もおれたちと一緒に帰るんだよな？」

　当然そうなるものだとレオンは疑ってすらいなかった。

「ぼくはヨグ＝ソトホース、もうカロン・ロッドマンとしては生きられない」

「いいじゃねえかよカロン・ロッドマンのままで！　チェルシーだって喜ぶ」

「本格的に眠りにつこうと思うんだ。まだほんの少しだけ残ってるナイアルラトホテップの思念体と共に……あの子にはぼくしかいないから」

「おれだってお前が必要だ！」

　もう誰も失いたくなくてレオンは叫ぶ。

「レオンにはチェルシーもシャルロットも、ディーヴァさんに会長さん、マリーさんだっている。だからぼくがいなくても大丈夫だよ」

「嫌だ。お前がいなくちゃダメなんだ」

　駄だ々だをこねる幼児のようにレオンはカロンを引きとめる。

「……レオンにＹヨグの紋もん章しようを与えたのは、きみが、かつてぼくのもとを訪れた〈カーター〉の血族だったからなんだけど、もしかするとただ単にきみに惹ひかれていたからだったのかもしれない。理由も理屈もなくて、ぼくはきみのそばにいたいだけだったのかもしれない」

「だったらいればいいじゃねえかよ。ずっと一緒にいようぜ」

　畳みかけるようにレオンは迫るが、カロンの表情には決して覆くつがえせない決意の色が浮かんでいる。

「ごめんね、レオン」

　カロンがレオンの目をしっかりと見つめ、

「ここが神と人の境界線、本来交わってはいけない──それでもレオンと共にいられたことをぼくは永遠に忘れないよ」

　決別の言葉をはっきりと告げた。

　それと同時にゆっくりとカロンの身体からだは輪郭を失い、彼本来の神としてのあるべき事象へと還かえっていく。

「ま、待てよ、カロン」

　無駄だとわかっていてもレオンは声をかけずにはいられなかった。だがカロンの姿が元に戻ることはなく、否いやが応でも別れを思い知らされる。

　そして彼が大いなる宇宙の意思へと還る直前、

「レオン、ありがとう。ぼくの最高の相棒バデイ──」

　その言葉を最後にカロン・ロッドマンは消滅した。

「カロン、クソッ……カロォオオオオオオオオオオオオオオンッ!!」

　レオンは万ばん感かんの想おもいを込め、精一杯の大声で友の名前を呼んだ。
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　昏くらく、とても寂しい場所だった。

　チェルシーはまるで胎たい児じのように身体を丸めてすべてが終わるときを待っていた。

　──こんな思いをするくらいなら初めから目覚めなければよかった。

　永遠に眠り続けていれば、寂しい思いも悲しい思いもしなくて済んだのに。そう、愛いとしい人を傷つけることも、大切な友達を苦しめることもなかった。

　──パパもあたしのことなんてどうでもよかったんだ。だからあたしに会ってくれない。愛してくれない。

　もはや涙も枯れ果て、チェルシーの心は虚無に飲み込まれる寸前だった。

　このままいけば遠からず、彼女の自我は崩壊し、肉体は消失するだろう。

　彼女もそれはなんとなく理解していた。

　直感ゆえか、あるいは人ならざる存在ゆえの超常的な勘か──しかしそんなことすらもう興味も関心もなかった。

　そして意識が、感情が、感覚が徐々に失われていく。

　──ああ、これで終われるんだ。

　もはやなんの感かん慨がいも湧かず、彼女は今まさに終末のときを迎えようとしていた。

「チェルシー！」

　声が聞こえた。

　それもよく知っている声だ。

「チェルシー！　しっかりしろ！　チェルシー!!」

　鬱うつ陶とうしいくらいに自分の名前を呼ぶ声に、

「……レオン？」

　目を開ける──依然、深い闇やみが堆たい積せきする中で、しかしその人の顔が見えたような気がする。

「チェルシー！」

　こじ開けるようにしてレオンの上体が入ってくる。闇の中でなぜか彼が光をまとって輝いているように見えた。

「迎えに来た。一緒に帰ろう、チェルシー」

　レオンの手がチェルシーに触れようとする。

　だがあと少しのところで彼の手はチェルシーに届かない。

　それは物理的な距離によるものなのか、あるいは彼女の心が彼を拒んでいるからなのか、それとも神と人の越えられぬ境界なのか──。

「ごめんねレオン、やっぱり無理なのよ。あたしたちは住む世界が違うから」

　チェルシーは拒絶するように、

「あたしは神さまだからそっちにはいけない」

「なにが神さまだよ！　そんなものクソ喰くらえだっ!!」

　間かん髪はつを容いれずに、レオンの腕がチェルシーへと延びる。

　超えられぬ境界をそれでも越えようとするように、物理的な距離も、拒絶する心も、すべてを超えていくようにレオンの両腕がチェルシーに触れ、ついで抱きしめられる。

「捕まえた。もう二度と離さねえからな」

「や、やめて……」

　言葉とは裏腹に、チェルシーの中に温かなものが広がっていく。

「チェルシーは神さまなんかじゃねえ！　よく笑って、よく泣いて、大飯ぐらいの、普通の女の子だ！」

　レオンの言葉に、チェルシーは身体からだの中心から、失われつつあると思った感情が爆発的な奔ほん流りゆうでもって押し寄せてくるのを感じる。

　そしてそれは彼女の瞳ひとみからしずくという形でとめどなく溢あふれては流れ落ちていく。

「……あたしは人間の側がわにいてもいいの？」

　震える唇でチェルシーは問う。

「もちろんだ。お前の住む世界は人間こつち側であって、神あつち側になんか絶対にいかせねえ」

　レオンがわずかに緊張するようなぎこちない笑えみをつくり、

「だっておれはお前のことが好きだからだ!!」

　思いの丈たけのすべてを言葉に乗せた。

　瞬間──。

　バリンという音が轟とどろき、闇やみの球体が砕け散って、二人を縛り付けるすべてのものから彼らは解放される。

「──バカレオン」

　涙でぐしゅぐしゅになった顔で悪態をつきながら、それでもチェルシーは愛いとおしそうにレオンのぬくもりに身をゆだねる。

「返事が遅いのよ……」
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　結局、クレインのローウェン市への侵攻は父王へのクーデターということになり、首都から皇こう帝てい直属の軍がローウェン市の治安維持に派遣された。

　レオリアは無事に救出されており、皇帝軍が到着するまではザヴァラ軍が治安維持を担い、王子軍は主であるクレインが行方不明ということで自主的な武装解除をおこなった。

　その後皇帝軍が到着すると、簡単なやり取りを経てザヴァラ軍は自国へと帰っていった。去り際にイオーラ曰いわく、水面下において既に両国間で賠償問題などの合意が取れているとのことだった。

　クレインは行方不明ということで今も継続的に捜索が続いているが、彼が発見されることは当然ないだろう。





　　　　※






　聖堂──。

　ローウェン市が落ち着きを取り戻した頃、レオンとチェルシーは再びここにやってきた。

　それから二人は地下の螺ら旋せん階段を降りていく。

「どうだ、チェルシー？　読めるか」

　レオンはチェルシーに声をかける。

「うん。読める。これが文字として理解できるわ」

　チェルシーは螺旋階段を降りながら、真剣な表情で壁面の浅浮き彫りレリーフに目をやっている。ときには立ち止まり何度も確かめながら。

　二人がここにやってきた目的は浅浮き彫りの解読のためである。

　なんでもチェルシーが言うには、あの日、すべてが終わったあと彼女はＹカロンの〈声〉を聞いたのだという。今までのことを謝罪されたうえで、聖堂地下の壁画を読めるようにしておいたということらしい。

　そのときチェルシーもすべてのことを教えられたらしく、しばらくの間は呆ぼう然ぜんとしていた。特にカロン＝Ｙパパという事実には相当に衝撃を受けていた。

　レオンは、解読に夢中になっているチェルシーの邪魔にならないように一足先に底へと降り立った。

「ここでチェルシーは浮いてたんだよな」

　台座まで近づいてレオンはつぶやく。ここから始まりここで終わったのだと思うと、とても感かん慨がい深い気分になる。

　そしてあの日のことを思い出していた。

　チェルシーを救出したあと、気がつけば二人は聖堂のこの地底に立っていた。狭間はざまの世界とは違う現実感のある空間に、シャルロットが待ってくれていたこともあり、帰ってきたのだとレオンは確信した。

　シャルロットはチェルシーに抱きつき、

「わたし、ひどいこと言っちゃった。たくさん傷つけちゃった。わたしもチェルシーのこと大好きなのに。ごめんね、ごめんね──」

　何度も何度も謝った。そのうち、謝っているほうのシャルロットも、謝られているほうのチェルシーも、二人ともわんわんと泣き出して、まるで幼児のように大泣きしだしたのだ。

　号泣する少女二人に、しかしレオンはなんだかとってもホッとしたものを感じていた。

　その後シャルロットは何日も自身のしたことに悩んでいたが、なんらかの道を見つけたのか、以前よりも生徒会の手伝いなどを精力的におこなうようになった。

　もちろん、彼女から相談を持ち掛けられたのなら、レオンは全力で応こたえるつもりである。

　そんなことを思い出していると、チェルシーが降りてきてレオンのもとにやってきた。

「早かったな、もう読み終わったのか？　ずいぶん膨大なメッセージだけど」

「浅浮き彫りの量は多いけど、文字に直せば便びん箋せん一枚にも満たないほどの量よ……」

　なぜかチェルシーの顔が赤くなっている。

「それでカロン……というかＹヨグはなんてメッセージを遺のこしてたんだ？」

　レオンとしても非常に興味があり、壁画の内容をうながす。

「どうもこの壁画のメッセージ、前回のあたしが新しい〈宇宙〉を創造したときに上書きしたみたいなの」

「上書き？　前のチェルシーからのメッセージであって、Ｙからのものじゃないってことか」

「そういうことになるけど、パパからのメッセージについても簡単に説明してあったわ」

「どんな内容なんだ？」

「パパからのものは、Ｙの力を継承することへの苛か烈れつさを詫わびる内容だったわ。だから正当後継者しか読めない仕様になってたみたい。正当後継者以外はそもそも読む必要がないってことね」

「そっか。で、前のチェルシーからのメッセージは？」

「──それは……あんたへの……なのよ……」

　レオンが訊きくと、チェルシーはゴニョゴニョと早口で答える。

「もうちょっとゆっくりと話してくれなきゃわかんねえよ」

「うぅ……、だから……あの壁画は、前のあたしからあんたへ宛てたラブレターなのよ！」

　これ以上にないくらいにチェルシーの顔が沸ふつ騰とうして、

「あ、あんたのことを、その、いろいろと、のろけてて……もちろんこの場合のあんたっていうのは、オズワルド・ウィンチェスター教官になるんだろうけど……と、とにかく結論の部分だけ言うわよ！」

「お、おう」

　なんだか妙に意識してしまい、レオンも緊張してしまう。

　そんな中、チェルシーが人差し指と人差し指をいじいじさせながら、逡しゆん巡じゆんのポーズを取った。

　しばらくそうしていたがやっと決意したようで口を開く。

「え、えっと、レオン──」

　上目づかいにジッとレオンの目を見つめ、

「あなたのことをずっとずっと愛してます」

　告げた後に羞しゆう恥ち心からやや涙目になるチェルシー。

「こ、これは前のあたしからのメッセージであって、このあたしからじゃないんだからね」

　不器用に慌てるチェルシーがかわいくて胸の中が熱くなり、レオンは彼女の肩を引き寄せると包み込むように抱きしめる。

「それでもすげえうれしい。大好きだチェルシー」

「……うん」

　やや強こわ張ばった身体からだの力を抜き、同じ気持ちであることを伝つたえるようにチェルシーがレオンの胸に顔をうずめた。

　地底の空気は凛りんとした清らかさで澄み渡っていて。

　世界がどのように移ろっていくのか二人にはわからないけれど。

　それでも光に満みち溢あふれていると信じて。

　握った手をほどくことなく。

　レオンとチェルシーは生きていく──。


（了）














【あとがき】







　越お智ち文ふみ比ひ古こです。この度は三巻をお買い上げいただき、ありがとうございます！

　名残惜しいですが『Ｙヨグの紋もん章しよう師し』はこの巻をもって完結となります。

　商業作家になり、初めて本を出して、いろいろ大変なことや辛つらいこともありましたが、無事完結させることができ、今はただ感謝の気持ちでいっぱいです。

　さて、最終巻ということで、本書を執筆するにあたって参考にさせていただいた作品を記したいと思います。




　ご存知の方もいらっしゃると思いますが、本書『Ｙの紋章師』はＨ・Ｐ・ラブクラフトの、俗にクトゥルフ（クトゥルー）神話と言われる作品群をもとにしています。

　独自解釈が強くなってしまったので、ヨグ＝ソトホースやその子供たちについて知りたい方は、『ラブクラフト全集５巻』の「ダニッチの怪」を。「窮極の門って実際はなに？」と疑問に思われた方は、同じく『ラブクラフト全集６巻』の「銀の鍵かぎ」「銀の鍵の門を超えて」を読んでいただけると、ヨグ＝ソトホースや窮極の門について理解できるかと思います。

　ただ、原作は難しいかもと心配される方は、『図解クトゥルフ神話』をお勧めします。クトゥルフ神話についてわかりやすく解説していますので、ここから入られるのもいいと思います。

　さらに、「『ダニッチの怪』の後日談的な話を読みたい！」という方は、『アリシア・Ｙ』を読んでいただければ。Ｙの最強の娘である、ぼくっ娘の美少女アリシアが大活躍します。とはいえ、この本を入手することは現在とても難しいと思うので、『クトゥルー神話ダークナビゲーション』を手に取っていただければと思います（こちらはたぶんまだ手に入ると思います）。『アリシア・Ｙ』の外伝と、作者・後藤寿庵先生のインタビューが載のっている、とても貴重な一冊です（クトゥルー神話の基礎知識も身に付きます）。




　以上、Ｙの紋章師の執筆でお世話になりました。

　では、ちょっとまとめに──。

　今まで新人賞に投稿するために単巻で完結するものはたくさん書いてきましたが、このようにシリーズで書くのは当然初めてだったので、とても思い入れのある作品になりました。おそらく、この先いろいろと小説を書いても『Ｙの紋章師』がぼくにとって一番の核になる物語であると確信します。

　なので、結末をハッピーエンド（だと越智は考えます）にできてよかったと思います。

　レオンやチェルシーたちがこの先も幸せでありますように──。




　最後になりますが、担当のＮさん、未熟なぼくを根気強く指導していただきありがとうございます。イラストを担当してくださったカグユヅさん、ぼくは全巻通してチェルシーとカロンのイラストが特に好きです。素敵なイラストばかりでぼくは幸せ者です。関係者の皆さま、心より感謝いたします。

　そしてなにより、最後までお付き合いいただいた読者の皆さま、越お智ちはうれしくて胸がいっぱいです。本当にありがとうございます！





二〇一五年五月　越智文ふみ比ひ古こ






〈参考図書〉


　ラブクラフト全集５（創元推理文庫）　「ダニッチの怪」　Ｈ・Ｐ・ラブクラフト

　ラブクラフト全集６（創元推理文庫）　「銀の鍵」

　「銀の鍵の門を超えて」　Ｈ・Ｐ・ラブクラフト

　ＡＬＩＣＩＡ・Ｙ（アリシア・Ｙ）（茜新社）　後藤　寿庵

　図解クトゥルフ神話（新紀元社）　森瀬　繚

　クトゥルー神話ダークナビゲーション（ぶんか社）　森瀬　繚


















　著者

　越智文比古（おち・ふみひこ）

　　越智文比古です。Ｙの紋章師、第三巻です。ありがとうございます。




　イラスト

　カグユヅ

　　試行錯誤しつつキャラクター描かせていただきましたが

　　今ではどのキャラも素敵で甲乙つけ難いくらい

　　みんな大好きです。ありがとうございました

















　　カバー・口絵・本文イラスト／カグユヅ

　　装丁／伸童舎
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